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接続章　解説者：もしくは、ある情報屋の一人語り







数年前　新しん宿じゆく




「やあ、元気にしてたかい。

　まあ、正直、君が元気かどうかは、実はどうでもいいんだ。

　活力に満ちあふれていようと絶望に足を取られていようと、俺おれは気にしないよ。




　しかし、俺に一体なんの用かな。

　俺みたいな厄やつ介かい者ものに関わるとろくな事がない……っていうのは、流石さすがに君の歳としならなんとなく解わかるよね？

　ああ、また首くび無なしライダーの話かい？




　首無しライダーを目の前にした時にどうするか……って話は、前に池いけ袋ぶくろでしたよね。

　人間は、異質な物を前にした時に色々な反応を示すって。

　それが化ばけ物ものや異い形ぎようの類たぐいではなく、同じ人間でもね。

　ただ、同じ人間でも、直接目にした時と、『あやふやな存在』である時ではまた違った結果になると思うよ。

　正体不ふ明めい、しかし、確かに存在しているらしい。

　人の想そう像ぞう力りよくを一いち番ばん搔かき立てるのは、そういう存在に対してさ。

　一度でも首くび無なしライダーと話した事があるなら、それはもうあやふやじゃない。相手がどういう存在なのかはまだしも、相手が話の通じる、理り知ち的てきな存在であるっていう事が理解できる。

　それだけでもう、『あやふやな存在』じゃなくなるのさ。

　会わなければ、そうはならない。

　例え誰だれかが『首無しライダーは普通に日に本ほん語ごが通じるいい奴やつだ』なんて言った所で、見た事もない奴がそれを鵜う吞のみにするとしたら、話し手が余よ程ほど信頼されてる証しよう拠こだよ。

　ここで一つ、首無しライダーの特とく異い点てんが出てくる。

　明らかに首無しライダーは異常な存在だという事は解わかるだろう？

　現代の常じよう識しきを超える存在だっていうのは、あの蠢うごめく影や、エンジン音の無い馬を見れば解る。

　トリックだと思う人間も多くいる一方で、こう思う人間も多い筈はずだ。

『ああ、いよいよ世界が変わる』……ってね。

　怖おそれた人が半分、歓かん喜きした人が半分といった所かな。

　無む神しん論ろん者じやや、超ちよう常じよう現げん象しようを否定する立場の人間はパニックだったろうね。

　いや、それは必ずしもイコールではないかな。無神論者の超常現象肯こう定てい派はも、超常現象を否定しながら敬けい虔けんな宗しゆう教きよう家かっていう人も見た事がある。

　それは置いておくとして……人間の理解を超えた世界がそこにあるんだ。

　様さま々ざまな想おもいを抱くだろうね。

　例えば、その一つには……憧あこがれがある。

　恐きよう怖ふが先に来ると思うだろう？

　もっとも、それが普通かもしれない。

　だけどね、いるんだよ。

　世の中には、不ふ可か解かいな物、科学で説明できない現象に対して『憧れ』を抱く人間が。

　例えば、周囲の全てから追い詰められて、どうしても抜け出せない現実から逃げ出したい人。

　今の世界はウソだ。本当はもっと、自分にとって生きやすい世界があるに違いない。

　そんな風ふうに思っていても、人生は、現実は何一つ変わらないだろう？

　自力でそこを抜け出す力も気力もない。

　彼らは求めるのさ。

　何を？

　きっかけだよ！

　どんな些さ細さいなものでもいい、世界が裏返る為のきっかけだ！

　一度は想そう像ぞうした事があるだろ？

　もしも自分に特別な力があればってね。

　もしも足が速ければ。

　もしも腕わん力りよくが強ければ。

　もしも頭が良ければ。

　もしも顔が良ければ。

　もしも歌が上う手まければ。

　もしも絵が上手ければ。

　もしも人の気持ちが解わかれば。

　もしも超能力でも使えれば。

　最初は些細な憧あこがれさ。

　人とは違う『何か』がある自分自身へのね。

　ところがだ、それはやがて、現実への憎にくしみに変わる。

　どうやっても力を持てない、今の自分から脱だつ却きやくできない事に対する不満の積み重ねさ。

　別に、手から火を出すとかそういう漫まん画がじみた力じゃない。

　例えば、虐いじめられている子が、それを他人に訴える些細な勇気でもいい。

　親に殴なぐられてる子が、その親の背を階段の上からそっと押しだすささやかな殺さつ意いでもいい。

　嫌きらいな奴やつが死ぬ所を想像して妄もう想そう日記に書ける最低限の文章力でもいい。

　まあ、ぶっちゃけた話さ、そんな鬱うつ屈くつとした想おもいじゃなくてもいいんだ。

　単純に、『退たい屈くつな日常に嫌いや気けが差した』っていう人もいるだろうね。

　とにかく、そういう大小様さま々ざまな現実への不満って奴がある人間は、こぞってこう願うわけだ。

『自分が変わらないなら、世界が変わればいい』ってね。

　そんな時、世界が変わるかもしれないきっかけがテレビとかに映ったらどうする？

　今までの物ぶつ理り法ほう則そくや社会の常じよう識しきを突とつ破ぱする、世界の構こう造ぞう自体を変える可能性のある何かだ。

　考えてもみなよ。

　例えばあの首くび無なしライダーが幽ゆう霊れいだとしよう。

　それが証しよう明めいされれば、それだけで死後の世界の確実な証明になる。

　もしもそんな事になれば世界は一変するよねえ。

　自殺者は増えるのかな。それとも減るのかな。

　死後の世界が１００％確実にあると解れば、安心して自殺すると思うかい？

　それとも、死んだ後まで自分の意い識しきが続くと絶望して、死ぬのをやめるのかな？

　まあ、そんな子供の妄想みたいな事を例にするのはズルいと思うけど、実際、そんな下らない事が人生を本ほん気きで左右するのが人間ってものさ。

　ともあれ、首くび無なしライダーを重要視してるのは、直接会った人よりも、案あん外がい一歩下がった所から見てる人達かもしれないよ？

　首無しライダーはね、ある種しゆの人達にとっては希望なんだ。

　人にはね、受け入れるしかない現実もある。

　結局最後は個人差だよ。

　同じ目に遭あっても、それを否定し、拒きよ絶ぜつする人間もいれば、諦あきらめて受け入れる人間もいる。もちろん、前向きな形で受け入れる形もあるけどね。

　逃げ出せない現実なんてさ、誰だれも彼かれも、少なからず抱えてるものさ。




　だからね、どんな道を選んでも、それがそれぞれ人間の形だ。俺おれは否定しないよ。

　例え世間からは悪あく手しゆと言われる方法だろうと。




　俺は、人間が大好きだからね」





♂♀






現在　ある日の朝　辰たつ神がみ家け




「ねえ、大だい丈じよう夫ぶよね、姫ひめ香か」

　か細い声で辰神姫香にそう呟つぶやいた母親は、実じつ年ねん齢れいよりも些いささか老ふけこんでおり、どことなくやつれた顔をしていた。

「姫香、あなたは、あなたは居なくならないわよね？」

　辰神姫香には、姉と妹がいる。

　しかしながら、『首くび無なしライダーに会えるかもしれない』という言葉を残したまま、二人とも姿すがたを消してしまった。

　最後に消しよう息そくを確かく認にんした日から既すでに半月ほど経過しており、警察に失しつ踪そう届とどけを出しているものの、未いまだにその行方ゆくえは摑つかめていない。

　自分の娘むすめが二人も同時に行方不ふ明めいになった事を考えれば、やつれているのは当然だろう。

　しかし、姫香は知っていた。

　母は、こうなる前から、ずっとやつれ続けていたという事を。

　そして、例え二人が無ぶ事じに戻って来た後も、ずっとやつれたままであろうという事を。

　やつれているというよりも、『壊こわれている』という方がしっくり来る。

　口にこそ出したことはないが、姫香はずっとそう思い続けていた。

「ねえ、姫ひめ香か、お願い、私を二人きりにしないで。あんな人と、二人きりにしないで」

　彼女が『あんな人』呼ばわりしたのが、父の事だというのも姫香は良く知っている。

　そして──そんな言葉を、横にいる姫香ではなく、廊下の壁に額ひたいをつけたまま、ブツブツブツブツと呟つぶやき続けるのも、彼女にとっては数年前から見慣れた光こう景けいだ。

　額を壁にこすりつけながら言う母。

　普段から常にこの調子というわけではなく、大体一日に一度起きる発ほつ作さのようなものだ。

　娘二人が消えた後に、その回数が酷ひどくなったわけでもなく、寧むしろ変わらなかった事が姫香には悲しく感じられる。

　しかし、それは姫香の表情を歪ゆがませる程ではなかった。

　彼女はいつも通りの冷めた表情で、壁に向かう母の背をさすりながら語りかける。

「大丈夫よ、母かあさん。二人ともすぐに戻ってくるから」

　すると、その声に反応したのか、あるいは単なる偶ぐう然ぜんか、淡たん々たんとした調子で言った。

「首無しライダーのせいよ」

「……」

　黙だまり込む姫香の前で、母は自分自身に言い聞かせるように、ブツブツと口の中で繰り返し続ける。

「あれが、取ったのよ、彩あやも、愛あいも……私から全ぜん部ぶ奪うばっていくのよ！　あああぁあぁっぁあ！」

　ヒステリーを起こしたように叫ぶ母を、姫香は後ろからそっと抱きしめた。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だから、母かあさん」

　そんな娘むすめの声も耳に入らず、母は自分と壁の間に言葉を転がし続ける。

「やっぱり、そうなのよ……殺してでも止めておくべきだった……止めるべきだったのよ……」

「母さん……」

「そうよ…インターネットでも、私、そう質問したもの……そしたらね、みんな酷ひどい事を言うのよ姫香。わけの解わからない事を言うの。あれ、きっとね、全部首くび無なしライダーの仕し業わざよ？　解るわよね、姫香」

　最後まで壁に向かって自分の名を呼び続けた母に、姫香は怒りの目も悲しみの目も向けはしなかった。

　彼女は、自分にとってこれが日常であり、受け入れなければならない事だと覚かく悟ごしている。

　もっともそれは、覚悟というよりも諦あきらめに近かったのかもしれないが。




　そして彼女は、諦めきった日常の中で──町に紛まぎれ込んだ異い物ぶつと出会う。

　首無しライダーのような誰だれの目にも明白な異い形ぎようではない。

　三み頭づ池ち八や尋ひろという、無害な少年の姿すがたをした怪かい物ぶつに。
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五章Ａ　使者







池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ　古ふる道どう具ぐ屋や『園その原はら堂どう』店てん舗ぽ前まえ




　池袋の外れにあるその店は、どことなく周囲から浮いた空気に包まれていた。

　駅などの繁はん華か街がいからは大だい分ぶ離れた場所。通常の住宅に紛まぎれてポツリと存在する、店舗と住居を兼ねた構こう造ぞうの古びた建物だ。

　古道具屋という事を考えれば、逆に『それらしい』雰ふん囲い気きとなって店の格かくを上げるのかもしれないと思わせる外がい観かんである。

　壁の一部を刳くりぬいたショーケースには、妙みように赤黒い茶ちや碗わんや見た事も無い紋もん様ようの貨か幣へいといった物品が並んでおり、店の怪あやしげな雰囲気に拍はく車しやをかけていた。




　そんな店の扉とびらが不ふ意いに開かれ、中から、現代的な制せい服ふくを纏まとった若者達が顔を出す。

「いいラジオが見つかって良かったよ」

　店から出た後に、大人おとなしそうな少年──三み頭ず池ち八や尋ひろは、手に抱えたラジオを見ながらホッと胸をなで下ろした。

「ありがとう姫ひめ神がみさん。いいお店を紹しよう介かいしてくれて」

　淡たん々たんと、しかし誠せい実じつに礼れいを言う八尋に、言われた少女、辰たつ神がみ姫ひめ香かは小さく首を振った。

「気にしないで、たまたま近くにお店があっただけだから」

「でも、本当に安く買えて良かったよ」

　八尋はそう言いながら、改めて購こう入にゆうしたラジオを見る。

　フレーム全体が木材の組み合わせで作られたラジオで、裏側には昇り龍りゆうの彫こく刻いんが施ほどこされている。マホガニーによる紅べに黒くろ色いろの本体を見た八尋は、電でん池ち式しきではなく撥ば条ね仕じ掛かけか何かで動くのではないかと疑った。

　そんな独特の雰ふん囲い気きのあるラジオだが、来良らいら学がく園えんの制せい服ふくを見た女性店てん主しゆが値ね引びきをしてくれた為ため、驚く程安く購入する事ができたのである。

「いやー、来良の卒そつ業ぎよう生せいが始めたばっかの店って聞いてたから、もっと新しい感じの店かと思ったら、創そう業ぎよう１００年って雰囲気の店でびっくりだよな？　つーか、あの店主さんさ、眼鏡めがね掛けて地じ味みな感じだったけど、結けつ構こう美人だったよな。彼かれ氏しとかいると思う？」

　姫香と八尋の背後から、ラジオとは関係無い話を切り出したのは、店の雰囲気からもっともかけ離れた少年──琴こと南なみ久く音おんだ。

　髪かみの毛を緑みどり色いろに染めた少年は、先せん刻こくの女店主の事を思い出しながら下げ世せ話わな話を続ける。

「つーか、あんな若い女の人が一人で店切り盛りしてんの？　凄すごくね？　家族とかいないの？」

「うーん……どうかな、お店を開く時に、改かい装そうを手伝ってる人達は居たけど」

「ああいうお店って、多いの？」

　背後を振り返り、遠ざかる店てん舗ぽを見ながら八尋が言った。

　少し悩んだ後、姫香が答える。

「そうだね、個人経けい営えいのお店は結構あるよ。駅ごとに雰囲気も変わるし、面白い店も多いから、色々回って見るのもいいと思う」

「そっか、やっぱり東とう京きようは凄すごいなあ」

「いやいや、そりゃ東京に限らないだろ」

　久音の指し摘てきに、八尋は首を振った。

「ああ、ごめん。俺おれは殆ほとんど自分の村から出たことなくてさ」

「へぇ、それで良く東京に来ようなんて思ったもんだな。物好きだねぇ」

　適当な相づちを打ちつつ、久音は八尋のラジオに目を向ける。

「ていうか、今いま時どき部屋にテレビもなくて、情じよう報ほう源げんがラジオだけって大だい丈じよう夫ぶか？」

「まあ、大丈夫だと思うよ。スマートフォンもあるし」

「テレビよりスマホかよ。時代だねぇ。あ。なんかＳＮＳやってる？」

「ＳＮＳ？」

　首を傾かしげる八や尋ひろに、『知らないのかよ』と肩を竦すくめつつも、久く音おんが丁てい寧ねいに説明を始めた。

「ソーシャルネットワークサービス、略してＳＮＳな。なんつーか、人と人のコミニュケーションを支し援えんするネットを使ったサービスとかの総そう称しよう。早い話がほれ、ツイッティアとか、フェイスマガジンとか、ニクシィとか、ファインとか」

　いくつか名前を挙あげるが、八尋はどれもピンと来ていないようで、悩んだ挙あげ句くに口を開く。

「チャットルームとか？」

「おおっと、今どきチャットルームなんて単たん語ご聞くとは思わなかったぜ。逆にすげえな。まあいいや、スマートフォン持ってるなら、後でいくつか無料サイトを教えて……」

　そのまま会話を続けようとした久音だが、背後から軽くクラクションを鳴らされ、思わず会話を中ちゆう断だんした。

「えッ？」

　三人が慌あわてて振り返ると、そこには速度を落とした車が一台。

　助じよ手しゆ席せきの窓が開くと、そこから一人の少年が顔を出す。

　同じ来良らいら学がく園えんの制せい服ふくを着た男子で、一いつ見けんすると八尋達と同い年に見えた。

　だが、久音の口から漏もれた言葉が、相手が彼らよりも年上であるという事を示す。

「……黒くろ沼ぬま先せん輩ぱい」

「居た居た、お前の頭、見つけやすくていいな」

「なんすか、さっき、今日きようは忙いそがしいからパスって連れん絡らくしたでしょ？　もー」

　軽い調子で先輩に話しかける久音の後ろで、八尋と姫ひめ香かが僅わずかに視線を交わし合う。

　黒沼と呼ばれた先輩は、一見するとどこにでもいるような大人おとなしそうな少年に見えるのだが、運転席にいる男の厳いかめしい風ふう貌ぼうや、車の後部ガラスが黒塗りになっている事などからして、どうにも不ふ穏おんな空気が漂ただよっていた。

　どう受け止めて良いのか解わからず八尋が混乱していると、助手席の上級生がこちらに目を向けてきた。

「……なあ、久音。そっちの子達は？」

　そっちの子『達』と言っているが、上級生は八尋の方にしか視線を向けていない。

　自分の顔の怪け我がに注ちゆう目もくしているのだろうと八尋が考えていると、久音が砕くだけた調子で上級生の問いに答えた。

「ああ、俺おれのクラスの奴やつっすよ。三み頭ず池ちに、辰たつ神がみさん」

「へえ、俺は三年の黒沼青葉っていうから。よろしく」

「どうも……三頭池八尋です」

　フレンドリーに言う青葉に、八尋は頭を下げ、姫香も「どうも」と小声で挨あい拶さつをする。

「三頭池君？　君、怪我してるみたいだけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

　八や尋ひろの顔の痣あざを見て、青あお葉ばがそんな事を尋たずねてきた。

「ああ、階段から転げ落ちちゃって……」

「階段？　どこの？」

「えっと……」

　まさか詳しく踏み込んでくるとは思わず、返答につまる八尋。

　そんな彼をフォローする形で、久く音おんが話に割り込んできた。

「ああ！　駅っすよ！　駅！　こいつ、山奥の方から東とう京きように来たもんだから人混みに慣れてなくって、人混みで気分悪くしていきなり落ちるんすもん、ビビリましたよ！」

「あ、え、はい」

　流りゆう暢ちようにウソを吐き出す久音に、八尋も慌あわてて話を合わせる。

「へえ。どの辺から来たの？」

「秋あき田たの温おん泉せん街がいで……。ええと、八はち郎ろう潟がたから東に行った所にある、波は布ぶ良ら木ぎ村むらっていう所です」

「ハブラギ村、ね」

　確かく認にんするように口にした後、青葉はニコニコと笑いながら久音に言った。

「そっか、今日きようは友達の案内か」

「まあ、そんなとこっす」

「なるほどなー、お前がそんな世せ話わ焼やきとは思わなかったよ」

　そして、八尋と姫ひめ香かに向き直る。

「気を付けた方がいいよ。こいつと付き合ったら、成せい績せき悪くなるからね」

「ちょ、ひっでぇなあ青葉先せん輩ぱい……。俺おれはこう見えて勉強教えるのも得意なんすよ？」

　溜ため息いきを吐きながら、久音が青葉に抗こう議ぎした。

　そんな後こう輩はいの言葉を黙もく殺さつしながら、青葉は笑いながら手を上げる。

「じゃ、また。解わかんない事とかあったら教えるから、学校で会ったら気軽に声かけてよ」

　爽さわやかな先輩といった空気を醸かもし出しつつ、青葉は助じよ手しゆ席せきの窓を閉めた。

　そのまま車が路ろ地じを曲がっていくのを見送った後、三人は少しの間沈ちん黙もくしていたが、やがて久音が息を大きく吐き出し笑う。

「ぷひょー、参まいったねまったく。あの先輩、ある事ないこと言いふらすんだからよ。気にしない方がいいぜ？　マジでマジで。俺の為ためにも」

「そりゃ、悪く言われたのは琴こと南なみ君だけだし、俺は気にしないけど……」

「第一、そんなに気にするような話もしてなかったと思うけど」

　八尋と姫香が立て続けに答えると、久音は気まずそうに肩を竦すくめた。

「ま、あの先輩には、あんまり近づかない方がいいって事さ」
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車内




「いきなり近づき過ぎじゃね？」

　八や尋ひろ達から離れゆくバンの中。

　運転席の男が、くちゃくちゃとガムを嚙かみながら言う。

「つぅかさぁ、あいつが静しず雄おとタイマン張った奴やつなん？」

「多分ね、久く音おんが珍めずらしく俺おれら以外と連つるんでるんだから、可能性はでかいさ」

　それに答える形で、青あお葉ばがつまらなさそうに言った。

「俺としては、もうちょいコンタクト取っておきたかったんだけどなぁ」

「マジで、あいつがそうなのか？　平へい和わ島じま静雄とやりあったってのはよ」

　後部座ざ席せきから、青葉の仲間のヨシキリが声を掛けてくる。

「確定じゃないけど、これからじっくり調べるさ」

「でもよ青葉。あいつ、ガタイはともかく、喧けん嘩か屋やっつーには大人おとなしすぎる感じじゃねぇか？」

　ヨシキリ自身も喧嘩好きな為ため、大体危険な空気を纏まとう人間は見た目で解わかる。しかしながら、三み頭ず池ち八尋という人間からはそんな空気が感じられなかった。

　しかし、青葉は少し考えた後、ヨシキリに答える。

「あいつの手、見たか？」

「ん？　いや、窓越しじゃ見えねえよ」

「手に、ちょっと異常な傷があってね」

　青葉の目に映った八尋の手は、異常な古傷に塗れていた。

　何か特とく殊しゆな事情があるとしか思えない手だったが、とりあえず初しよ対たい面めんの段階ではそれについて触れる事を避けたのである。

　それを聞き、後部座席にいた別の仲間が笑い出した。

「手の傷ってどんなんだよ。あれか？　ボールペン刺されたとかか？」

「おいやめろ」

　眉まゆを顰ひそめながら仲間を窘たしなめた後、車の天てん井じようを仰あおいで青葉は独ひとり言ごとを呟つぶやき出す。

「久音の奴は何か企たくらんでるんだろうし、俺も独自に連れん絡らく先さきぐらいは知っておきたいんだけどね。流石さすがにあの状況でメアド交換までやると怪あやしまれるしなあ」

　そして、おもむろに懐ふところから携けい帯たい電話を取りだした。

「ハブラギ村……ハブラギ……あった、波は布ぶ良ら木ぎ村むら、これだな？」

　検けん索さくすると、温おん泉せん宿やどのＨＰがトップにあがり、続いて「日に本ほんの秘ひ湯とう」など、温泉を紹しよう介かいする旅行会社や個人ブログが次々と並ぶ。

　かなり遅れて村むら役やく場ばのＨＰが出てくるという形だった為ため、温おん泉せん地ちとしてはかなり有名なのだろうと判はん断だんした。

　その後もいくつかのワードで検けん索さくを続け、ソーシャルネットのコミュニティや、地元の人間達が使う掲けい示じ板ばんなどを散策し続ける。

　数分検索を続けたところで、青あお葉ばの目が細められた。

「ビンゴ」

　彼の目に映るＨＰは、波は布ぶ良ら木ぎ村むらの側そばにある町の掲示板である。

　高校生同士の情報交換スレッドの一週間ほど前の書き込みに、とある情報が描かれていた。

【波布良木の化ばけ物もの、高校は東とう京きようだってよ】

【ミズチの奴やつか？】

【マジ？】

【良かった、公立だったら確実にうちだったからよ】

【先せん輩ぱい連れん中ちゆうもビビってたしな】

【やったよ、これで高校生活エンジョイ決定】

　掲示板というよりもチャットルームに近い、たわいも無い会話の応おう酬しゆうだったが、青葉にとっては、八や尋ひろの正体を確定するには十分である。

　自分の推すい測そくが当たっていた事に心しん中ちゆうでにやけつつ、青葉は冷静な顔のままで呟つぶやいた。

「さてと、どうしたもんかな。久く音おんが何を考えてるのかも気になるしね」

「なんだよ、俺おれらに黙だまってあのガキが勝かつ手てやろうとしてんなら、シメちまえばいいじゃねえか」

　物ぶつ騒そうな事を言うヨシキリに、青葉が言う。

「焦あせるなって。金の卵たまごを産むガチョウを絞しめ殺す気かよ」

　そして、青葉は淡たん々たんとした調子で言葉を続けた。

「まあ、敢あえて他の連中の出方を見る……っていうのもありかな。そもそも、あの期待の新人君が、何を目め指ざしてるのかも解わからないしね」




　車内の会話はそれで一度途と切ぎれ、そのまま普段の──あくまで彼らなりのだが──日常生活へと戻りかける。

　だが、それを許さないとでもいうかのように、青葉の携けい帯たいが派は手でな着ちやく信しん音おんを鳴り響ひびかせた。

「おっと、誰だれからだろう」

　青葉は通話ボタンを押す前、ディスプレイに映る相手の名前を確かく認にんした。

　そして、一いつ瞬しゆん驚いた顔をした後、ニイ、と口元を歪ゆがませて電話に出る。

「もしもし……お久しぶりです。……ええ、ええ、元気ですよ。……。やだな、そんな不ふ機き嫌げんな声を出さないで下さいよ」

　青あお葉ばの楽しげな声の調子を聞き、車内にいた『ブルースクウェア』の仲間達は互いに顔を見合わせた。敬けい語ごを使っている事からして、目め上うえの知り合いなのだろうが、その上でここまで楽しげに喋しやべる青葉は久しぶりだ。

　メンバーの何人かは竜りゆうヶが峰みね帝人みかどからの電話だろうかと考えたが、すぐに思い直す。

　竜ヶ峰帝人は、今は自分達のような存在からはほぼ完全に縁えんを切っており、学校で青葉がたまに世せ間けん話ばなしをする程度だ。

　推すい測そくを続ける仲間達の前で、青葉はニヤニヤと笑いながら喋り続ける。

「ええ、俺おれの知ってる子なら、すぐにでも顔写真を送りますよ」

　だが、次の瞬しゆん間かん──

　笑顔の中に、ほんの僅わずかな驚きが混じった。

　そして、通話相手に確かく認にんするように、その固こ有ゆう名めい詞しを口にした。




「辰たつ神がみ姫ひめ香か……ですか？」
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数日後　来良らいら学がく園えん




　早くも通常授じゆ業ぎようが開始された来良学園の中、八や尋ひろは取り立ててクラスの中で浮くことなく、自然な調子で参加できていた。

　顔の痣あざなどもだいぶ引き、包ほう帯たいも取れて今では殆ほとんど目立たない形になっている。

　その回復力の早さに姫香や久く音おんは驚いていたが、幼い頃ころから不ふ意い打うちなどをされていた八尋にとって、怪け我がは日常茶さ飯はん事じのようなものだった為ため、逆に二人の反応に戸と惑まどっていた。

　最初は怪我を見て驚いていたクラスメイト達も、傷の回復と同時に接せつ触しよくを図るようになったものの、久音というあからさまに近づきがたい人間が傍そばに居るため、必要以上に会話をする者も少ない。

　平へい和わ島じま静しず雄おとの喧けん嘩かは別として、八尋は静かな高校生活のスタートを切れた事に感謝していたのだが──

　その平へい穏おんは、この日の昼、簡単に崩ほう壊かいする結果となった。




「みーずーちーくーん！　あーそーぼー……っと！」

　昼休みが訪れて僅か数分後。

　自作の弁べん当とうを持ってきていた八尋がどこで食べようか迷っていると、とある女子の声が教室後ろのドアから響ひびいて来た。

　教室に残っていた生徒達が何事かと顔をあげ、その女生徒と八や尋ひろの顔を交こう互ごに見比べる。

「あ……ええと……折おり原はら先せん輩ぱい？」

「せいかーい！　やったね！　覚えててくれたんだ！」

　眼鏡めがねをかけたお下げ髪がみの三年生は、躊躇ためらい無く一年の教室に入り込み、ひょい、と八尋の机に腰掛ける。

「あのさ、今日きようの放ほう課か後ご、時間ある？」

「ええと、今日は図と書しよ委員の放課後当番で……」

「そっか！　じゃあ、図書室にいくね！　その時に色々話したい事があってさ！」

　まだ一度しか顔を合わせた事のない八尋に対し、舞流まいるがゴーイングマイウェイな事を言った。

「そんな堂どう々どうと『仕事の邪じや魔ましに来る』と言われても……」

「まあいいじゃん。図書委員長には私から謝っておくから。ところで、久く音おんくんは？」

「ああ、屋おく上じようじゃないですかね」

「あ、そっか。青あお葉ばっち達と御ご飯はんかな？」

　久音はそんな理由で教室におらず、姫ひめ香かは購こう買ばいに行っている。

　八尋に助け船を出してくれそうな人間は他におらず、クラスメイト達は遠巻きにチラチラとこちらを見て居る状況だ。

「話なら、今でも大だい丈じよう夫ぶですけど……」

「ああ、駄だ目めだめ、急せかさない急かさないっと」

　シー、っと口元に人ひと差さし指ゆびを当てたあと、その指をそのままツン、と八尋の唇くちびるに押しつける。

「……ッ!?」

「いいからいいから、放課後、ここじゃできない話、たくさんしよ？　ね？」

　無む邪じや気きなのかいやらしいのか解わからない笑えみを浮かべ、彼女はそのまま教室を去って行った。




「三み頭ず池ち君、折原先輩と知り合いなの？」

　彼女が教室を出た後、クラスメイトの女子が数人寄ってきて、そんな事を尋たずねて来た。

「この前会ったばかりだけど……どういう人なの？」

　訝いぶかしげに尋ね返す八尋に、彼女達は顔を見合わせた後に答える。

「ええと……見たまんまの人だよ？」

「うちの学校じゃ有名な先輩だよね」

「双ふた子ごのお姉ねえさんが、生徒会の副会長やってるから……」

「折原姉妹のファンって、男子にも女子にも信しん者じやっぽいのがいるから気を付けなよー」

　様さま々ざまな情報が入ってくるが、具体的な情報があるわけでもなく、八尋には今一つ全ぜん体たい像ぞうが摑つかめなかった。

　中々破は天てん荒こうな性格らしいというのは、道どう場じようや今しがたのやり取りで理解できたのだが、そんな先せん輩ぱいが自分に一体どんな用事なのだろう？

　八や尋ひろはそんな疑問を頭に思い浮かべつつ、クラスメイト達と適当な会話を交わしながら弁べん当とう箱ばこを開く事にした。

　──まあ、大した用事じゃないだろう。

　──多分、首くび無なしライダーについての話か、道どう場じようへの勧かん誘ゆうだろうな。

　そんな結末を想そう像ぞうしていた八尋だったが、半分他ひ人と事ごととも言える感覚で紡つむいだ予想は、あっさりと覆くつがえされる事となった。





♂♀






放ほう課か後ご　図書室




「ねえねえ、どうやって静しず雄おさんと互ご角かくに戦ったの!?」

　目を輝かせながら吐き出された言葉に、八尋は思わず頰ほおを引きつらせる。

「な、なんの事ですか？」

「惚とぼけない惚けない。ちゃんとネタは上がってるんだからね！」

「……純正直に……返答えて……」

　露ろ骨こつに目を泳がせた八尋の顔を、左右から二人の先輩が覗のぞき込んだ。

　舞流まいるだけではない、その姉であるという折おり原はら九く瑠る璃りも一いつ緒しよになって、図書室の隅すみに八尋を追い込んで質問をしている状況である。

　彼女達もある程度空気は読んだようで、生徒達がごった返す時間帯は避け、閉門間ま際ぎわで殆ほとんどの利用者が下校を済ませた後にやってきて八尋を問い詰めた。

　放課後の図書室、他に誰だれもいない状況で二人の女学生に迫られている。

　そう言ってしまえば艶つやっぽい一ひと幕まくとも受け取れるのだが、八尋にとっては、そんな気分を味わえるような精神状況ではなかった。

「いや、本当に、何の事だか……」

「あのさー、写メとかも撮とられまくってるんだよー？　遠巻きで君の顔がハッキリ写ってるわけじゃないけど、横にいる男の子が緑みどり色いろの頭って時点で、ねえ？」

「東とう京きようじゃ良くいるんじゃないですか、緑色の頭の人なんて」

「……此東京を……違勘違いしてない……？」

　ウソが下へ手たな八尋は、上級生である双ふた子ごの追つい及きゆうに目を逸そらす事しかできない。

　ここで八尋が焦あせったのは、まさか自分の喧けん嘩かが知られているとは思わなかったからだ。

　池いけ袋ぶくろという都市の情じよう報ほう網もうを甘く見ていたのである。

　街まち中なかでの大喧嘩など、当然ながら問題行動だ。

　ただし、それだけならば、八や尋ひろは警察沙ざ汰たなどとうに慣れている。

　しかしながら、ここは地元ではない、自分の家族ではなく、下げ宿しゆく先さきの渡と草ぐさ一いつ家かに直接迷めい惑わくがかかる事となるだろう。それを怖おそれていた八尋は、先日の件が警察沙汰にならなかった事を逆に感謝していた。

　平へい和わ島じま静しず雄おに負けた事である程度は吹っ切れたものの、昔から喧けん嘩かに明け暮れていたという自分の本質を恥はじる想おもいもあるが、それ以前に、その揉もめ事ごとが原因で退たい学がく、地元に逆戻りになるという展開を怖れたのである。

　八尋にとって、この街は、唯ゆい一いつ『新しい自分』への希望が持てる場所だ。

　故こ郷きように感謝はしている。安あん堵どもする。しかし、そこにある希望は『安あん寧ねいと安定』であり、そこに居続けたとすれば、化ばけ物もの呼ばわりされる自分をネガティブな形で受け入れ、変化を諦あきらめる事しかできなかっただろう。

　しかし、新しい街には、可能性があった。

　本物の化け物である首くび無なしライダー。

　自分が余す事無く全力を出し、それでも勝てなかった平和島静雄。

　そして、自分を受け入れてくれる友人達。

　目まぐるしく訪れた生活の変化の数々を前に、八尋は陶とう酔すいしていた。

　だからこそ、憶おく病びような彼は人一倍怖れる。

　せっかく手に入れたこの生活が、全て無に帰してしまう可能性を。

「俺おれは、その……」

「いいよ、隠かくさなくても。別にさ、喧嘩した事を責めたり、言いふらしたりしようってわけじゃないんだから」

「ほ、本当ですか？」

「……其それもう……認肯定だよね……」

「あッ！」

　自分の迂う闊かつさに悲ひ鳴めいを上げる八尋。

　秋あき田たに居た頃ころの自分なら、憶病さから一ひと際きわ慎しん重ちようになり、今のような間ま抜ぬけな返答はしない筈はずだ。八尋はそんな事にショックを受けつつ、東とう京きようへのカルチャーショックに少々頭が茹ゆだっていたようだと首を振った。

　実際には、東京というよりも、平和島静雄との喧嘩の高こう揚ようが続いていただけなのだが。

　八尋は暫しばし目を伏せた後、諦めたように溜ため息いきを吐き、正直に打ち明けた。

「はい……確かに、平和島さんと喧嘩しました……」

「やっぱり！」

「……驚すごい……！」

「ええ？」

　目を輝かせる二人を前に、八や尋ひろは何な故ぜ彼女達が喜んでいるのか解わからずに首を傾かしげた。

　喧けん嘩かをしたという事実がバレる度たびに、自分の周囲にいる人間達はこちらに怯おびえの目を向けてきて、自然と離れて行く。

　それが、今までの彼にとっての常じよう識しきだった。

　しかし、この二人の先せん輩ぱいの反応は、今までの自分の体験からでは推おし量れない。

　戸と惑まどう八尋に、舞流まいるが言った。

「やー、凄すごい事だよ！　あの静しず雄おさんと『正面から』まともに喧嘩できるなんて！　なんか、池いけ袋ぶくろに新たなヒーロー誕たん生じようって感じだよね？」

「ヒーロー？」
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「そうだよ？　街はいつだって新しい話題に飢うえてるからねー。君が名乗り出れば、すぐにでもストリートの話題を独どく占せんだよ？」

「俺おれは、別にそういうのになる気は……」

　舞流の賞しよう賛さんの言葉を受け、八尋は逆に顔を暗くする。

　──どんな形でも、特別扱いされるのは何か嫌いやだな。

　──そもそも、化ばけ物もの呼ばわりされてた俺がヒーローなんて、笑い話にもならない。

「ふーん？　まあ、それはそれでありだと思うし、尊そん重ちようするけどさ」

「ありがとうございます」

「でも、もう、遅いと思うよ？」

「え？」

　どういうことかと顔を上げる八や尋ひろに、舞流まいるが言った。

「君は、もう池いけ袋ぶくろの街で鮮せん烈れつなデビューを飾っちゃったんだから！　君が目立たないように隠かくれても、街はきっと君の事を放っておかないよ？」





♂♀






池袋市し街がい　東とう急きゆうハンズ前




「よう、遅かったな八尋」

　駅から見て、サンシャイン60階通りの奥にある巨きよ大だいな交こう差さ点てん。

　その傍かたわらに立つ東急ハンズ前には、昼から夜まで実に多くの人々が行き交っている。

　サンシャインシティに向かう為ための地ち下か道どうなどもあり、様さま々ざまな場所に移動しやすい位置の為、待ち合わせスポットとして利用する人間も多い場所だ。

　八尋達は今後の事を話す為、夜の６時半に一度集まる事にしていたのである。

「ごめんごめん、図書室で先せん輩ぱいに捕つかまっちゃって」

「げ、まさか黒くろ沼ぬま先輩か？」

「ううん、折おり原はら先輩」

「同じぐらい厄やつ介かいなのに捕まったなオイ！」

　久く音おんはご愁しゆう傷しよう様さま、と言った後、少し真ま面じ目めな顔をして言った。

「で、なんの話だったんだ？　あの先輩達はアイドルにお熱らしいから、別に告こく白はくとかじゃなかったんだろ？」

「うん、ちょっとした世せ間けん話ばなしさ」

　ちらりと姫ひめ香かの方を見た後、八尋は適当に話を流す事にした。

　静しず雄おとの一件は、姫香に知らせる事もないだろう。

　そう考えての言げん動どうだったが、久音もその空気を感じ取ったのか、とりあえずそれ以上追つい及きゆうしてくる事はしなかった。

「ま、うちの学校はＯＢも現げん役えきも厄介な人が多いからなぁ」

「そうなの？」

　問いかける八尋に、姫香が言った。

「10年ぐらい前までは、結けつ構こう不ふ良りようが多い事で有名だったみたい。その頃ころは来らい神じん高校って名前だったんだけど、来良らいら学がく園えんになってからだいぶ変わったって話よ」

「へえ……」

「ま、そんな事より、移動しようぜ。適当に八や尋ひろに街を案内すっから、その後に御ご飯はんでも食べて今後の作さく戦せんを練ろうって流れで、な？」

　八尋と姫ひめ香かの肩をポンポンと叩たたきながら笑う久く音おん。

　そんな彼のノリに背中を押され、言われるがままに歩き出す八尋達。

　彼らはまだ、気付いていなかった。

　自分達の背に、明確な意い志しを持って視線を向ける影があった事を。




　そして、その影が一つではなかったという事を。





♂♀






30分後　池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ




「この辺は、人通り少ないんだね」

　繁はん華か街がいから少し離れた道。

　とある観かん光こうスポットを案内した後に通った道を見て、八尋は意い外がいそうに言った。

「まあな。池袋に限らねえけど、一本道が違ったらもう別の街って感じになるなんて良くある事だぜ？　時間によっても全然違うしな」

「へえ」

　八尋にとって、中学までの世界は殆ほとんど村の中に限定される。

　村の中はどの通りも見慣れている為ためにどこもひっくるめて『自分の村』という感覚しか無かったが、新しい環かん境きようという事もあり、僅わずかな違いも全て新しん鮮せんに感じられた。

　ほんの僅かな距きよ離りなのに、人の密みつ度どにこうも差があるのかと考えていた八尋だが──




　ふと、妙みような違い和わ感かんを覚えて足を止めた。

「どうしたの？」

　急に動きを止めた八尋を見て、姫香が首を傾かしげる。

　そんな彼女の方に目は向けず、八尋は自分達が歩いている路ろ地じの奥をじっと見つめた。

「何か……いる」

「あん？　何かって、なんだよ」

　久音もそれを聞いて目を凝こらす。

　一見すると、何もいない、いつも通りの路地に見えたのだが──

「……あ？」

　外がい灯とうと外灯の間の薄うす暗ぐらい部分。

　繁はん華か街がいのように店が並んでいる場所でもなく、本当に暗い影となっている一いつ角かくだ。

　そこの闇やみの中に、一ひと際きわ深い闇が浮かび上がっている。

「なんだろう、あれ……」

　八や尋ひろは更さらに目を凝こらし、その闇の中に、何かが浮いている事に気が付いた。

　それは、シンプルな色合いのフルフェイスヘルメット。

　ネットの動どう画がサイトなどを通じて、八尋にとって見覚えのある物体だった。

「……！」

　ドクリ、と心しん臓ぞうが高鳴る。

　その『深い闇』の塊かたまりが、少しずつ、少しずつこちらに近づいて来るのが分かった。

　外がい灯とうに照らされる塊だが、光を照り返す事はなく、闇の形をクッキリと浮かび上がらせる。

　誰だれにでも解わかる。

　それは、一台のバイク。

　ヘッドライトもナンバープレートも付けないバイクの上に、やはり漆しつ黒こくのライダースーツを纏まとった『何か』が跨またがっている姿すがただ。

　影で覆おおわれた『何か』が被かぶるヘルメットだけがその中で浮いており、暗い所では生なま首くびが浮いているように見えるだろう。

　正体について、考こう察さつする必要はなかった。

　久く音おんもその正体に気付き、「おい、マジか……？」と呟つぶやき──

　八尋の横に立つ姫ひめ香かが、掌てのひらに汗あせを滲にじませながら、その『何か』の正体を呟いた。




「首くび無なし……ライダー……」




　彼女の目は大きく見開かれ、呼吸も速くなっているのが感じられる。

　ゴクリと唾つばを飲み込む彼女を見て、八尋は自らも緊きん張ちようしながら言葉を吐き出した。

「辰たつ神がみさん……大だい丈じよう夫ぶ？」

　吐き出された自分の声は僅わずかに震えており、八尋は自分も興こう奮ふんしている事に気付く。

　同じような顔をしている八尋と姫香だが、根本的な違いはあった。

　驚きよう愕がくの裏に見え隠かくれする、八尋の本心は『歓かん喜き』と『希望』。

　対する姫香の瞳ひとみの奥に浮かぶのは、明確な『憎にくしみ』と『恐きよう怖ふ』だった。

　東とう京きように来た理由そのものが目の前にいる。

　自分の家族を攫さらった疑いのある存在が目の前にいる。

　八尋も姫香も、こんなにも簡単に目の前にそれが現れるとは考えていなかった。

　首無しライダー。

　生ける都と市し伝でん説せつ。

　しかしながら、本当にそれが生きているのかどうかは解わからない。

　事故で死んだライダーの怨おん霊りようだと言う者がいる。

　死しに神がみだと言う者がいる。

　デュラハンという名の妖よう精せいだと言う者がいる。

　単なるパフォーマーだと言う者がいる。

　呪のろわれたバイクの付つく喪も神がみだと言う者がいる。

　学生の悪戯いたずらだと言う者がいる。

　テレビ局のヤラセだと言う者がいる。

　アート集団の仕掛けたハタ迷めい惑わくな芸術作品だと言う者がいる。

　首くび無なしライダーなど最初から存在していないと言う者がいる。

　幻げん想そうでありながら、どうしようもない現実。

　些いささか常じよう人じん離れした側面はあろうと、結局は単なる人間の高校生に過ぎない三人の高校生。そうした至し極ごく現実的な存在の前に、『それ』は確かに現れた。

「おいおい……ウソだろ？」

　冷ひや汗あせを搔かく久く音おんの言葉が、八や尋ひろの理性を現実に引き戻す。

「あれって……本物？」

「確かく認にんする必要あるか？　まあ、確かに昔、何回か偽にせ物ものが出た事はあるけどよ……」

　八尋がちらりと姫ひめ香かの方を見ると、彼女は先せん刻こくまでと変わらぬ表情のまま、身体からだを小こ刻きざみに震わせていた。

　そんな彼女を見て、八尋は驚く程冷静に声を出すことができた。

「どうする」

「え？」

「逃げる？」

「あ……」

　落ち着き払った友人の言葉に引っ張られる形で、姫香も冷静さを取り戻す。

「大だい丈じよう夫ぶ、ありがとう」

　もう一度唾つばを飲み込み、姫香が呼吸を整えた。

　拳こぶしを強く握りしめ、彼女は静かに、こちらに迫り来る首無しライダーを見つめ続ける。

「……」

　久音は、そんな姫香と首無しライダーを交こう互ごに見比べながら騒さわいだ。

「あれ？　おいおい、マジでなんか……まっすぐこっちに来てね？　どうすんだよ、逃げるなら逃げるし、話しかけるなら何て言う？」

　意い外がいと余よ裕ゆうのある言葉を言うのは、久音が都と民みんであり少なからず昔から首無しライダーの存在を知っているからだろうか。

　しかし、八や尋ひろにとっては現実離れした都と市し伝でん説せつな上に、姫ひめ香かにとっては姉と妹を攫さらったかもしれない存在だ。

　そんな相手が目の前に現れたなら、普通はこう考えるだろう。

『三姉妹の内、残った一人を攫いに来た』、と。

　八尋も当然それを想そう像ぞうしたため、自然と姫香を庇かばう形で一歩前に踏み出した。

　首くび無なしライダーがどのような挙きよ動どうをしても、すぐに動けるように。

　──とはいえ、どうする？

　自然と、八尋の顔に汗あせが滲にじんだ。

　──もし本当に襲おそってきたら……対たい処しよできるのか？

　人間相手ならば、今まで何度も対処してきた。

　日に本ほん刀とうを持ったチンピラが相手の時も、怯おびえつつそれに対処する事ができた。

　しかし、蠢うごめく影で作られた大おお鎌がまなどというものを相手取るのは初めてだ。

　ネットの映えい像ぞうであったように、もしも本当にあんな代しろ物ものを振り回されたとしたら、どのようにして回かい避ひするべきか──

　回避できなかった先の未来を想像し、八尋の背中がゾクリとざわめく。

　そして、憶おく病びような彼は瞬しゆん時じに集中の極きわみに達し、あらゆる状況を想そう定ていして対処すべく、脳のうミソをフル回転させた。

　だが、その回転は瞬時に止まる事になる。

　少年達の僅わずか２メートル程先まで迫った首無しライダーが取った行動は、八尋の想定の範囲を超えたものだったのだ。




『あの、すいません』




　首無しライダーは、光を一切反はん射しやせず、闇やみそのものと言える漆しつ黒こくのライダースーツの何ど処こかから一台のスマートフォンを取り出し──そこに、間の抜けたような日本語を打ち込んで八尋達に突きつけたのである。




『ちょっといいですか？　怪あやしい宗しゆう教きようの勧かん誘ゆうとかじゃないんで、時間は取らせません』




「……」

「……」

「……え？」

　久音と姫香が表情を固めたまま沈ちん黙もくし、八尋の脳ミソも一いつ瞬しゆん空白となった。

『え？』と呆ほうけた声をあげたのが自分だと気付くまでに数秒かかり、八尋は改めて目の前の現実に目を向ける。

　異い形ぎようである首くび無なしライダーが取り出したのは、紛まぎれもない文明の利り器き、スマートフォンだ。

　艶つややかなタッチパネルが煌こう々こうと輝き、外がい灯とうすら反射しない闇やみの中でこれでもかという程に自分の存在を誇こ示じしている。

「ええと……」

　襲おそわれる事を想そう定ていしていた八や尋ひろは拍ひよう子し抜ぬけしたが、それでも、すぐに『こちらを油ゆ断だんさせる作さく戦せんかもしれない』と頭を切り換え、警けい戒かいしながらとりあえず言葉を返すことにした。

「あの、なんでしょう」

『あ、すいません、実は、そこの女の子に尋たずねたい事があって』

　やや事務的な文章を打ち込んで見せた後、姫ひめ香かに向かって確かく認にんするような文字を見せた。

『ええと、辰たつ神がみ姫香さんで、間違いないですか？』

「！」

　驚いた姫香は、一いつ瞬しゆんだけ戸と惑まどいを見せたが──

　僅わずか数秒で相手の言葉の意味を解かい釈しやくし、更さらに警戒を強めて首くび無なしライダーを睨にらみ返す。

「姉ねえさんと……愛あいは無ぶ事じなんですか」

　自分の事も攫さらいに来たか、あるいは家族を返す条件でも伝えに来たのかと考え、姫香は挑いどむような調子で言った。

「何が……目的なんですか」

　普段通りの冷静さを保ったままに思える冷静な言葉だが、八尋はその声がまだ僅かに震えている事に気が付いた。

　すると、首無しライダーは慌あわてて手を振りながら、遠巻きに画面を見せる。

『誤ご解かいしないで下さい、そう言われるとは思ってましたが』

　どうやら最初からこちらが警戒する事は解わかっていたようで、２メートルという距きよ離りを保ちながら、わざわざ大きなサイズのフォントで文字を打ち込み続けた。

『逃げないでくれて助かりました』

「……？」

『はじめに言っておきます。誘ゆう拐かい事件に関して、私は無実です』

　あっさりとした調子で、自分の身の潔けつ白ぱくを文字にする首無しライダー。

　胡散うさん臭くさい事この上ない状況の中、少年少女達は無む言ごんのまま互いの顔を見合わせた。

　たまたま傍そばを通り過ぎた自転車がいたが、池いけ袋ぶくろに長く住んでいる住人なのか、『おお、久々に見たわー』と独ひとり言ごとを呟つぶやきながら首無しライダーの横をすれ違っていく。

　完全に毒どつ気けが抜かれた空間の中、姫香が一ひと言こと口にした。

「ウソ……」

『噓うそではありません、私にはまったく身に覚えがありません』

「噓うそよ、だって、私の姉ねえさんと妹は……」

　やや強い口く調ちようになるが、それでも表情は殆ほとんど変わっていない。

　恐らくは、怒りや恐きよう怖ふよりも、突然現れた首くび無なしライダーがフレンドリーに接してきた事に対しての戸と惑まどいが強く混じっているからだろう。

『だから、私は君に会いに来たんです、辰たつ神がみ姫ひめ香かさん』

「え……？」

『貴女あなたのお姉ねえさんと妹さんの事を……詳しく聞かせてくれませんか』

　そして──首無しライダーは、八や尋ひろ達にとってやはり想そう像ぞう外がいの言葉を文字にして打ち出した。

『私も、その二人を助けるのを手伝いたいんです』




　一いつ瞬しゆんの間の後、それまで黙だまって居た久く音おんが口を開く。

「って、いやいやいやいや！　おかしいでしょそれ！」

「久音君？」

「ちょ、ま、落ち着こうぜ！　みんないいから落ち着け、な？」

「久音君が一いち番ばん焦あせってるよ」

　冷静に指し摘てきする八尋を無視し、久音が饒じよう舌ぜつに状況を整理し始めた。

「なんだこの状況！　俺おれ達たちは首無しライダーを探してた筈はずだろ!?　そしたら逆に目をつけられてて、向こうからこっちの目の前に現れましたときたもんだ！」

　興こう奮ふんしているのか、久音は八尋や姫香に向かってやけに早口でまくし立てる。

「そんで『うひゃあ、首無しライダーを探してたら首無しライダーに攫さらわれるって噂うわさは本当だったんだ！　もうオシマイだ、絶望だー！』と思ったら、暢気のんきにスマートフォンで会話してきてんだぞ!?　しかもそのスマホ最新型だ！　この首無しライダー、本当に本物なのか!?」

「光を反射しない服を着てエンジン音がしないバイクに乗ってる時点で、疑いようがないよ。偽にせ物ものにそんな不ふ思し議ぎなものを用意できるとは思えないし、万まんが一いち偽物だとしても、バイクとかは本物っぽいから、本物の関係者として話を聞く価か値ちはありそうだし」

「わお、腹立つほど冷静だな八尋!?」

「……」

　困ったように首を振る久音を見て、八尋は暫しばし沈ちん黙もくした。

　──ああ、まただ。

　──また、何て言うか……久音君から、わざとらしさを感じる。

　時とき折おり感じるこの友人の不自然さに気付いてはいたのだが、まさかこんな状況でもそれを感じる事になると思わなかった。

　結局の所、目的が解わからない以上、八尋にはそれを放ほう置ちするしかない。

『いや、冷静に受け取ってくれて助かります』

　一方の首くび無なしライダーは、そんな久く音おんの不自然さに気付いていないようで、ヘルメットを御お辞じ儀ぎするような形に動かしつつ、八や尋ひろに向かってスマートフォンを見せた。

『ありがとう、私に驚かないっていう事は、地元の人かな？』

「いえ、そういうわけじゃ……」

　貴女あなたに会う為ために秋あき田たから出て来ました、とも言えず、八尋は生なま返へん事じをしながら思う。

　──どうしよう。

　──イメージと、違う。

　この日までに積み上げていた『首無しライダー』のイメージがガラガラと崩くずれていくのを感じながら、八尋はふと、思い出した。

　──ああ、でも……。

　──この前、道どう場じようで粟あわ楠くすさんや舞流まいる先せん輩ぱいが言ってた『首無しライダー』のイメージとは、合がつ致ちする気がする。

　──それと……。

　治りかけていた筈はずの、身体からだ中じゆうの傷の痛みを感じながら、平へい和わ島じま静しず雄おの言葉を思い出した。

　──「あいつは、人を攫さらって誰だれかを泣かせるような奴やつじゃねえんだよ」

　──そうだ、平和島さんの言っていた通りの人だとするなら、この状況も不ふ思し議ぎじゃない。

　八尋はそれで納なつ得とくしかけるが、逆に、姫ひめ香かは混乱していた。

　生せい来らいの性格なのか、取り乱す事はしていないが、普段鉄てつ仮か面めんのように無表情な彼女の目に、あからさまな困こん惑わくの色が浮かんでいる。

「どういう事ですか、あなたが、姉ねえさん達を攫ったんじゃ……」

『それは、本当に私じゃないんだ。証しよう拠こはないが、信じてくれ』

「だったら、あとは警察で話をしましょう」

『無む免めん許きよだから警察は不ま味ずいんだ。冤えん罪ざいで逮たい捕ほされても困る』

　首無しライダーは一いつ瞬しゆん肩を竦すくめるが、すぐに真剣な調子になって文字を綴つづった。

『私も、自分の汚お名めいを濯そそぐ為ために、攫われた人達を助けたいんだ。もし偽にせ物ものの私がいるというのならば、捕つかまえて突き出さなくちゃいけない』

　フルフェイスヘルメットの為、首無しライダーの表情は解わからない。そもそも、噂うわさ通どおりなら首が無い筈はずなので表情自体が無い筈である。

　しかしながら、八尋には、首無しライダーが真剣にその言葉を語っているように感じられた。

　もっとも、三人の少年少女はそれ以前に、目の前の『都と市し伝でん説せつ』に対して共通の想おもいにとらわれていたのだが。

　──友好的だ。

　──想そう像ぞう以上に……フレンドリーだ！

「ええと、とりあえず、辰たつ神がみさんに何を望んでるんですか？」

　結果的に一番この場で冷静だった八や尋ひろがそう尋たずねると、首くび無なしライダーはヘルメットをコクリと前に頷うなずかせた後、何か文字を打ち込もうとした。




　ところが──




　遠くから通常のバイクのエンジン音が響ひびき渡ったかと思うと、勢い良くこちらに向かって走ってくるのが目に入る。

「え？」

　よく見るとそのバイクは三台が縦たてに連なっており、小こ刻きざみに蛇だ行こうしながら、まるで一いつ匹ぴきの竜りゆうのように滑なめらかな動きで連動していた。

「暴ぼう走そう族ぞく？」

　厄やつ介かいごとは御ご免めんだとばかりに、久く音おん達は道の端はしに寄ったのだが──

　まるで狙ねらい澄すましたかのように、三台のバイクは八尋達の傍そばまで来ると減げん速そくし、三台のバイクで半円状に取り囲む形で停てい車しやした。

　そして、バイクに乗っていた三人がバイクから降りる。

　先せん頭とうのバイクに乗っていたのは、二は十た歳ち前後と思おぼしき男で、後ろの二台を操あやつっていたのは、両方とも若い女性だった。

　しかし、一いつ瞬しゆん八尋は、三人とも女性かと見み間ま違ちがえる。

　三人ともヘルメットを首の後ろに下げて顔をさらしていたのだが、先頭の男は女性的な顔立ちをした美び丈じよう夫ふであり、艶つややかな黒くろ髪かみの一部を後ろで束たばねていた。

　警けい戒かいした事で相手を睨ねめ回した結果、骨こつ盤ばんの形や薄く浮いた喉のど仏ぼとけから男性だと判はん断だんする事ができたが、八尋でなければ普通に女性と間違えてもおかしくはないだろう。




「……げ」

　八尋がそんな事に気付いている一方、久音は三人の別の部分に注ちゆう目もくしていた。

　彼らが乗っていたバイクに、共通したステッカーが貼はられている。

　白い蛇へびの骨のようだが、よく見ると手足が生はえており、白はつ骨こつ化かした竜のデザインだと解わかるステッカーだ。

「……屍龍ドラゴンゾンビ」




「はい、正解だねぇ」

　顔を曇らせた久音に対して、先頭の男がクスリと笑いながら言う。

　よく見ると、彼の首回りには竜をイメージしたタトゥーが彫ほられており、優しげな顔つきとは裏うら腹はらに、堅かた気ぎからは程遠い空気を醸かもし出していた。

　男は首くび無なしライダーを一いち瞥べつした後、八や尋ひろに目を向ける。

「？」

　こちらを見ている男の視線に気付き、八尋は再び警けい戒かい心しんを湧わき上がらせた。

　すると、男は背後の女性二人を振り返り、のんびりとした調子で尋たずねる。

「この子？」

「うん、そうだよ。麗貝リーペイ」

「その子が、例の子だよ」

　順番にコクコクと頷うなずく女性達の言葉を聞き、麗貝と呼ばれた男は、ニッコリと笑いながら八尋の方に顔を戻した。

「はい、こんばんはぁ」

「え……あ、はい、こんばんは」

　思わず頭を下げて挨あい拶さつし返す八尋の後ろで、姫ひめ香かが「え？　男の人？」と呟つぶやいている。恐らくは、麗貝の声を聞いてやっと相手の性別に気付いたのだろう。

「初めましてだねぇ。いやぁ、首無しライダーの前で初しよ対たい面めんとは、これは奇き妙みような縁えんだよねぇ」

　首無しライダーの方を再び見た後、男はあっけらかんとした調子で、八尋に向かって冷水を被かぶせるような言葉を口にした。

「で、君、強いんだってねぇ」

「え？」




「平へい和わ島じま静しず雄おに、勝てそうなぐらいにさぁ」













五章Ｂ　腕達者







川かわ越ごえ街かい道どう某ぼう所しよ　新しん羅らのマンション　地下駐ちゆう車しや場じよう




　時は、数日前に遡さかのぼる。




「事情は摑つかんで頂いただけたようですね」

『……はい』

　人ひと気けの無い駐車場の片かた隅すみで、一人の男がライダースーツの女を前に言葉を紡つむぐ。

「それで、何か言いたい事はありますか？」

『信じて下さい、私は無実なんです！』

「私もそれは解わかっていますよ。貴女あなたを信じたいとも思います」

　スーツを纏まとった、鋭い目つきの男。

　彼の名は四し木き。職業は、画が商しようという事になっている。

　だが、それは表おもて向むきの顔に過ぎず、裏の顔の方で街に名を馳はせている男だ。

　刺青いれずみが覗のぞいていたり、特別な強こわ面もてというわけではないが、その身に纏まとう空気を見れば、勘かんの良いものならば即そく座ざに『堅かた気ぎの人間ではない』と気付く事だろう。

　目め出で井い組ぐみ系けい粟あわ楠くす会かい幹かん部ぶ、四し木き。

　それが彼の本来の姿すがたであり、目の前の女性とは裏の仕事上で旧きゆう知ちの間あいだ柄がらだ。

「ですが、解わかるでしょう？　今後も円えん滑かつな関係を続けるには、貴女あなたは何か形として、無実を世せ間けんに証しよう明めいする必要があると」

『はい』

「貴女に世間様から疑いの目が向けられ続けているようじゃ困るんですよ。貴女と取引をしていた我々にも不ふ都つ合ごうがありますからねえ。その場合は、貴女が完全に無実で、単なるとばっちりだと理解した上で、貴女との関係を切らざるを得ません」

　本来なら、縁を切った方が良い組そ織しきの人間である事には間違いない。

　しかし、ライダースーツの女性には縁を切れない理由があった。

「となると、今後は貴女絡みの事件のもみ消しや情報提てい供きようもできなくなります。流石さすがに消えて貰もらう……というのは物ぶつ理り的てきに無む理りでしょうから、最悪、貴女のヤサをたれ込んで警察に街から排はい除じよして頂いただく形もありえます。そうならないように、真しん相そうを突き止めるのに進んで協力して頂きたい所です」

　理り不ふ尽じんとも取れる言葉に、ライダースーツの女は何も言い返さない。

　だが、そこで四木は大きく息を吐き出し、少し険けんを抑えて言葉を続けた。

「こいつは、仕事を抜きにした個人的な頼みですが」

『なんですか？』

「茜あかねお嬢じようさんのお知り合いも攫さらわれているんです」

『！』

「それに恩おん人じんの貴女が疑われたままだと、お嬢さんが悲しみますんでね……。復ふつ帰き早々なんですが、どうか、仕事よりもこの件の方を優先しちゃあ下さいませんか」

　四木の言葉に、ライダースーツの女は無む言ごんのままヘルメットを前に倒した。

　裏社会の男はそれを確かく認にんすると、自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑いながら背を向ける。

「ありがとうございます。こちらの持っている情報はメールで岸きし谷たに先生にお送りしますよ。私も、貴女や先生とは円滑な取引が続けられる事を祈ってますからね」

　彼は、堅気ではない。

　人の社会が持つ道どう理りを、暴ぼう力りよくをはじめとしたありとあらゆる『力』でねじ曲げる。

　それが、四木が足を踏み入れている世界であり、彼の生業なりわいそのものだ。

　だが、そんな彼から見ても、女性は一ひと際きわ異い質しつな存在だった。

　四木の前に立っているのは、人の理ことわりから外れながらも人の社会で生きようと足あ搔がく『都と市し伝でん説せつ』──すなわち、首くび無なしライダーなのだから。





♂♀






　セルティ・ストゥルルソンは人間ではない。

　俗ぞくに『デュラハン』と呼ばれる、スコットランドからアイルランドを居きよとする妖よう精せいの一種であり──天てん命めいが近い者の住む邸てい宅たくに、その死期の訪れを告げて回る存在だ。

　切り落とした己おのれの首を脇わきに抱え、俗にコシュタ・バワーと呼ばれる首無し馬に牽ひかれた二に輪りんの馬車に乗り、死期が迫る者の家へと訪れる。うっかり戸と口ぐちを開けようものならば、タライに満たされた血けつ液えきを浴びせかけられる──そんな不ふ吉きつの使し者しやの代表として、バンシーと共に欧おう州しゆうの神しん話わの中で語り継つがれて来た。




　だが、今の彼女にとって、己の出しゆつ自じや正体など、どうでも良い事だった。

　何な故ぜなら彼女は──まったく身に覚えの無い嫌けん疑ぎをかけられ、人々から『人ひと攫さらいの死しに神がみ』として認にん識しきされつつあったからだ。





♂♀






川かわ越ごえ街かい道どう某ぼう所しよ　新しん羅らのマンション




　四し木きとの会合を終えた30分後。

　自分が人攫いだと疑われ、なおかつネットでそれが事実であるかのように拡散されてしまった首無しライダーことセルティ・ストゥルルソンは、どんよりとした気分で身体からだを小さく丸め込んでいた。

　ソファの上に膝ひざを抱えながら横たわっているセルティを見て、同どう居きよ人にんの闇やみ医い者しや、岸きし谷たに新しん羅らが溜ため息いきを吐きながら語りかける。

「だからさ、セルティ。気にしちゃ駄だ目めだって」

『気にするなという方が無む理りだ。私の尊そん厳げんは壊こわされたんだぞ』

　ある事ないことをネットで拡散された上に、『あのヘルメットの下は恐らく茎くきワカメが詰まっている』などと茎ワカメにもセルティにも失しつ礼れい極きわまりない悪わる口くちなどが書き込まれており、いよいよもって混こん沌とんとした状況となりつつあった。

『なんで茎ワカメなんだ……』

「大だい丈じよう夫ぶだよ、セルティの事を誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようしてる人達は、僕が知り合いのスーパーハッカーに頼んでそれこそ茎くきワカメみたいに真まっ二ぷたつに裂さいてあげるから」

『スーパーハッカーってお前……』

「最近ネットでコンタクトがとれたんだけど、本当に色々と特定してくれる凄すごい人だよ。九つ十く九も屋やさんって言うんだけどさ。とにかく、セルティの悪わる口くちを言った人を特定して、その人のパソコンをハッキングして収しゆう集しゆうしたＨな画が像ぞうとかを名前付きで職しよく場ばや学校にばら巻こう」

　職場や学校にとってもハタ迷めい惑わくな復ふく讐しゆう方法を述べる新しん羅らを無視し、セルティは拳こぶしを握りしめながら勢い良く立ち上がる。

『ええい、今は復讐なんてどうでもいい。まずは誤ご解かいを解くところから始めないと……。そもそも、行方ゆくえ不ふ明めいになった人達が心配だ』

「復讐よりも他人の心配だなんて、セルティの優しさは本当に千せん万まん無む量りよう、門もん前ぜん市いちを成す勢いって奴やつだよ！」

『いいから、何か手がかりとかないのか？』

「うーん、四し木きさんからさっき資料がメールで来てたんだけど……。どうも、粟あわ楠くす会かいの人達も独どく自じに調べてたみたいだね」

　テーブルに置かれたノートパソコンの画面を見て、新羅がざっと情報を流し見た。

「最近行方不明になったのは、姉妹が二人そろって消えてるのが注ちゆう目もくされてるね。しかも、お姉ねえさんの方は雑ざつ誌し記き者しやで、セルティの事を取しゆ材ざいしてたらしい」

『私の事を？』

「うん、ええと……あ、三人姉妹で、長ちよう女じよと三さん女じよがいなくなった感じだね」

『次じ女じよは？』

　当然の疑問を文字にするセルティに、新羅が淡たん々たんと答える。

「ここに書いてないって事は、まだ無ぶ事じなんじゃないかな。っていうか、なんで次女だけ攫さらわれなかったのか、そこが解わかれば大きなヒントになるかもね。当然警察とかはとっくに調べてる事だろうけど……」

『うーん……警察に情報聞ける知り合いなんていないし……あ、そうだ、さっき言ってたスーパーハッカーの人に、警察の資料を覗のぞいて貰もらうわけには……』

　そこまで文字を紡つむいだ後、セルティは自分の首くび筋すじを自らベチリと叩たたいて戒いましめる。

『ああ、駄だ目めだ駄目だ！　犯はん罪ざい捜そう査さで人に犯罪させちゃ本ほん末まつ転てん倒とうだ私のバカ！』

「無む免めん許きよ無む灯とう火かで運び屋やってるセルティの発言とは思えないけど、そういう所も素す敵てきだよね。……まあ、それはともかく大丈夫だよセルティ。覗く覗かない以前に、そういう流出対策で、普通、捜査資料はネットに繫つなげるパソコンには入れないよ」

『それもそうか……じゃあ、どうすればいいだろう』

「四木さんの情報によると、その次女の子は来良らいら学がく園えんに通ってるらしいよ」

　来良らいら学がく園えん。

　その名前を聞いて、セルティは思わず動きを止めた。

　合がつ併ぺい前の来らい神じん高校を含めれば、セルティにとっても縁えんの深い学園である。

　もちろん学生服を着て通っていたわけではないが、セルティと関わりの深い人間達の多くはその学校の出身者だ。現在普通に通っている現げん役えき高校生の知り合いも数名おり、日に本ほんの修しゆう学がく施し設せつの中では最も縁がある高校と言ってもいいだろう。

「丁ちよう度ど良いじゃないか。あそこ、怪け我がで留りゆう年ねんした竜りゆうヶが峰みね君がまだ三年生だったよね」

　竜ヶ峰。

　それもまた、セルティにとっては来良学園と同等になじみ深い名前である。

　来良学園三年、竜ヶ峰帝人みかど。本来は卒そつ業ぎようしている歳としではあるが、とある事件の際に腹を滅めつ多た刺ざしにされ、

「なんとかコンタクトを取って貰もらおう」

『待て、新しん羅ら』

　携けい帯たいに手を伸ばし掛けた新羅の手を摑つかみ、セルティが文字を紡つむぐ。

『帝人君は、もう巻き込みたくない』

「セルティ」

『せっかく平へい穏おんな生活に戻れたんだ。まだ私は帝人君を友人だと思っているけれど、だからこそ、こういう裏側の事には関わらせたくないんだ』

「セルティは本当に優しいなあ。少し帝人君に嫉しつ妬としそうだよ」

　そんな事を言う新羅に対し、セルティは優しく文字を打ち出した。

『ああ、私が安心して裏側に巻き込めるのは、新羅だけだ』

　彼女として半分皮ひ肉にくで書いたつもりの文章だったのだが──

　新羅はオモチャを買い与えられた子供のように目を輝かせ、セルティを強く抱きしめる。

「セルティ！　ああ、それはつまり、僕達はついに二人で一人、一人で二人。二に人にん三さん脚きやく二に人にん羽ば織おり、一いつ石せき二に鳥ちようの虻あぶ蜂はち取とらずの関係になったって事だねぶぶぶぶ」

『ええい、こんな事してる場合か！』

　頰ほおをガシリと摑んで引き剝はがすと、新羅はどこか嬉うれしそうに言った。

「良かった、やっといつものセルティだ」

『とにかく、帝人じゃなくて、もっとこういうのにうってつけの奴やつがいるだろう！　私達を散々振り回してくれた奴が！』

「誰だれ？　臨也いざやならまだ行方ゆくえ不ふ明めいだよ？」

　首を傾かしげる新羅に、セルティが答える。

『青あお葉ばだ青葉！　黒くろ沼ぬま青葉！』

「ああー……」

　僅わずかに新しん羅らの顔が曇る。

　どうにも新羅はあの少年の事を快く思っていないらしく、一度大きな溜ため息いきを吐いてから携けい帯たい電話を取り出した。

「まったく、あんなセルティを利用する為ための道具としてしか見てない子は、とっとと自じ業ごう自じ得とくで闇やみ金きんから無む茶ちやな借しやつ金きんして、過か剰じような取り立てにあった挙あげ句くに行方ゆくえ不ふ明めいになればいいのに」

『生なま々なましく怖こわい事を言うな』

　そうこうしている内に電話が繫つながったようで、新羅が不ふ機き嫌げんな声を出す。

「ああ……もしもし、黒くろ沼ぬま君かい？　実はね、嫌いや々いやだけど、君に頼みがある。来良らいら学がく園えんの生徒を一人捜して、情報を送って欲しいんだ」




「ええとね……辰たつ神がみ姫ひめ香か、っていう名前しか解わからないんだけど」





♂♀






現在　池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ




　そうした経けい緯いで青あお葉ばから『辰神姫香』の写真を送って貰もらい、セルティ・ストゥルルソンはこうして辰神姫香の前に立つ事ができたのである。

　緑りよく髪はつの少年と一いつ緒しよに歩いているという情報から、僅わずか数日で見つける事はできた。

　しかし、あまり人ひと前まえでする話でもなかろうと、彼らが人通りの少ない路ろ地じに来るまで尾び行こうし、改めて声を掛けた形となる。

　──一人になった時が一番いいんだろうけど。

　──あんまり怖こわがらせると逃げられるかもしれない。

　セルティの判はん断だんは正しかったようで、横に居た少年が彼女を落ち着かせる事で、なんとかまともな会話ができる状態に持ち込めた。

　──まずは誤ご解かいを解かないと……。

　１００％自分が無実であるという事を証しよう明めいするために、アリバイとして旅行中のビデオなどを見せようとしたセルティだったが──

　そこに、こうしてバイクによる乱らん入にゆう者しや、『屍龍ドラゴンゾンビ』の面々が現れたのである。




「はじめましてぇ」

　柔にゆう和わな笑えみを浮かべる美び青せい年ねんを見て、セルティは即そく座ざに理解する。

　直接話した事はないが、数年前に見かけた顔だ。

　──麗貝リーペイ。

　──街に戻って来てたのか。

　嬰麗貝エイ・リーペイ。

　台たい湾わん出身である彼は、かつて『邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤン』と池いけ袋ぶくろ周辺の勢せい力りよくを二分していた暴ぼう走そう族ぞく『屍龍ドラゴンゾンビ』のリーダーでもあった。

　病気治ち療りようの為ために、専せん属ぞく医いのいる台湾に渡っていたという話を聞いていたが、いつの間にか池袋に戻ってきていたらしい。

　──チャイニーズマフィアの嬰エイ家けと祖そ先せんが一いつ緒しよだとかなんとか、臨也いざやに聞いた事があるな。

　──まあ、中ちゆう国ごくの方の遠い親しん戚せきと今も繫つながりがあるかどうかは解わからないが……。

　そんな男が、一体なぜここに現れたのか。

　喧けん嘩かをする気なら、恐らく他の仲間を引き連れてくる事だろうし、女性二人を連れ添ってくるとも思えない。

　──いや、この女の子達が一人一人楽らく影えいジムの美み影かげちゃんぐらい強いという可能性も……。

　セルティが状況が吞のみ込めずに戸と惑まどっていると、麗貝はそのままセルティに背を向け、辰たつ神がみ姫ひめ香かの横に立っている少年に向けて語りかけた。

「で、君、強いんだってねぇ」

「え？」

「平へい和わ島じま静しず雄おに、勝てそうなぐらいにさぁ」

　──……。

　──ん？

　──今、何て言った？

　不自然な言葉が聞こえた気がする。

　よく知っている固こ有ゆう名めい詞しに、ぜったいにありえないような文もん言ごんが組み合わせられていた。

『太陽って冷たいよね』と言われたような感覚に陥おちいり、自分の聞き間違いかもしれないと黙だまって話の続きを聞くことにする。




　そんな首くび無なしライダーの思いも知らず、麗貝は眼前の少年に向かって自己紹しよう介かいする。

「俺おれは麗貝。嬰麗貝だよ、よろしくねぇ」

　屈くつ託たくの無い笑顔のまま右手を差し出す麗貝に、少年は首を傾かしげながらその手を取った。

「あ、どうも……三み頭ず池ち八や尋ひろです」

「最初に謝っておくよ、御ご免めんねぇ？」

「え？」

「俺、今から君の事、ちょっと試すからさぁ」

　すると次の瞬しゆん間かん、三頭池八尋の世界が回転する。




「!?」

　何をされたのか、八や尋ひろは即そく座ざに理解した。

　握あく手しゆの体勢から瞬しゆん時じに重じゆう心しんを狂わされ、強きよう烈れつな足払いで横になぎ倒されたのである。

　しかし、それを理解するよりも先に、八尋の身体からだは本能と共に動き出していた。




　──攻こう撃げきされた。　　　──誰だれに？　　　　　　　──何で？

　　　　　　　　　──急に。　　　　　　──何もしてないのに。

　──怖こわい。　　　　　　──怖い怖い怖い。　　　　　　　　──速く。

　　　　　──速く倒さなくちゃ。　　　　　　──やられる前に。　──やられる前に。

　　──やられる前に、やられる前にやられる前にやられる前に！




　僅わずかコンマ数秒の間に様さま々ざまな思いが駆かけ巡り──八尋の身体は、タイムラグ無しで『敵』への反はん撃げきへと移行した。

　空中で回転した身体が地面に落ちるよりも先に、八尋の片手が地面を押さえる。

　そして、片かた腕うでの力だけで全身を支え、逆さか立だちに近い体勢を整えながら胴どう体たいを捻ひねった。

　流れるような動きで足を開き、そのまま身体を回転させながら、足を麗貝リーペイの首へと絡ませる。

「お？」

　足技格かく闘とう技ぎであるカポエラのような、逆立ちからの横よこ蹴げりが来ると想そう像ぞうしていた麗貝にとって、その動きは予想外だった。

　正しく首を刈かるような動きで足を絡められ、そのまま横に倒されそうになる。

　しかし、すんでのところで抜け出し、バランスを立て直す為ために慌あわてて一歩離れた。

　一方の八尋は、その振り払われた動きすら逆に利用し、既すでに立ち上がっている。

　間かん髪はつ入いれずに走り出し、猛もう禽きんを思わせる眼がん光こうで麗貝を睨にらみ付けたまま、体勢を低くしてアスファルトの上を走り抜ける。

　クラウチングスタートさながらのダッシュだったが、麗貝はその顔面に膝ひざ蹴げりを合わせようとした。

　しかし、それを読んでいたのか、あるいは相手の動きを見てから常じよう人じん離ばなれした反射神しん経けいを発はつ揮きしたのか、直前でその身体を起こし、跳ちよう躍やくする。

　ダン、と麗貝の膝に右足を乗せ、八尋はそれを踏み台として身体を上に持ち上げた。

　狙ねらいは相手の顔面。

　強烈な膝が、麗貝の鼻はな柱ばしらへと向かって放たれたが──

　麗貝は間かん一いつ髪ぱつで身体をねじり、その膝を避ける事ができた。

「……ッ！」

　八尋はそのまま空中で体勢を変え、相手の首に手を伸ばす。

　摑つかまれれば、そのまま絞しめ落とされるだろう。

　それどころか、落らつ下かの勢いを合わせられれば一いつ瞬しゆんで頸けい骨こつを折られかねない。

「うおおッ！」

　自ら横に転ぶ事で、八や尋ひろの手から逃のがれる麗貝リーペイ。

　慌あわてて起き上がるが、その時にはもう眼前に八尋が迫っている。

「……ッ！」

　斜め下方から、アゴに向かって迫る掌しよう底てい。

　それを間かん一いつ髪ぱつで躱かわした瞬しゆん間かん、斜め上から眉み間けんを狙ねらって、拳こぶし下部による鉄てつ槌ついが振り下ろされるのが見えた。

「ちょッ……」

　すんでの所で躱す麗貝。

　相手の攻こう撃げきを悉ことごとくいなしている為ため、もしかしたら傍はた目めには麗貝が強いように映っているかもしれないが──

　麗貝は、実際必ひつ死しだった。

　最初の不ふ意い打うちを防がれて以い降こう、彼は防ぼう戦せん一いつ方ぽうとなっている。

　反はん撃げきの糸口を摑もうにも、反撃の隙すきが無い。

　──こ、こいつ……。

　しかも、ただ力ちから任まかせにこちらを殴なぐりつけてくるわけではない。

　掌底や拳を使いわけている時点で、単なる力自じ慢まんではない事が解わかる。

　距きよ離りを空あけようとする麗貝に対し、八尋は更さらに距離を詰めた。

　互いの拳も満足に振り回せなくなる距離、ボクシングならクリンチになろうかという位置まで密みつ着ちやくしたところで、八尋は身体を捻ひねる。

　そして、綺き麗れいに畳たたまれた肘ひじが、麗貝の顎あご目めがけて差し向けられた。

　刃は物ものと同じレベルの脅きよう威いを感じた麗貝は、スウェーでそれを躱すが──

　それを待っていたかのように、反対側の腕が麗貝の喉のどへと伸びる。

　右手でそれを打ち払うも、麗貝は生きた心地ここちがしなかった。

　先せん刻こくから、八尋の攻撃は常に全力のものだと思われる。

　容よう赦しやも躊躇ためらいもなく、こちらの急きゆう所しよなどを的てき確かくに狙ねらってきていた。

　それでいながら、連れん撃げきを繰り出しているというのにまったく疲れた様よう子すが無い。

　──こいつ、間違いない！

　──強い！

　──平へい和わ島じま静しず雄おとは違った強さだ！

　いったいどんなスタミナをしているのだろう。

　相手の強さの秘ひ密みつを分ぶん析せきしようとしても、その隙すら与えてくれない。

　──静しず雄おに勝ちかけたなんて話半分だろうと思ってたが……。

　──これなら、納なつ得とくがいく……！

　──しかし、変わった小こ僧ぞうだねぇ。

　麗貝リーペイが見たのは、八や尋ひろの目だ。

　鋭く細められたその瞳ひとみの中に浮かぶ感情を見み透すかし、麗貝の中に疑念が浮かぶ。

　──なんで……俺おれを圧あつ倒とうしてるお前の方が、そんなビビった目ぇしてるんだぁ？

　防ぼう戦せん一いつ方ぽうの最中さなかだというのに、思わず笑えみがこぼれた。

　そして、それは致ち命めい的てきな隙すきとなった。

　開いた足の間、股こ間かんを蹴けり上げにくる八尋の足が見えた。

　──やばッ。

　両手でそれを押さえ込み、寸前で蹴りを止める。

　だが、それは八尋のフェイントだった。

　前まえ屈かがみになった所で、八尋の両手が麗貝の後こう頭とう部ぶと顎あごをガシリと摑つかむ。

　そして、そのままその首を捻ひねりつつ、地面に押し倒そうとした。

　下へ手たに逆らえば、首が骨こつ折せつしかねない。

　本能が抵てい抗こうを無視させ、麗貝は首を折られぬよう、なすがままに地面に倒された。

　即そく座ざに顔から手が離され、八尋の踵かかとが持ち上がるのが見えた。

　──おっと、やばいねぇ。

　その踵の踏み下ろされる先が自分の顔面だと気付き、全身の毛が逆さか立だった。

　──これ、死……。

　麗貝の脳のうに軽い走そう馬ま燈とうが巡り始めた瞬しゆん間かん、その光こう景けいは、黒い影によって遮さえぎられる。

「!?」

「！」

　八尋と麗貝だけではなく、その場にいた全ての人間が驚きに目を見開いた。

　首くび無なしライダーの影から伸びた『影』が、地面に倒れる麗貝と八尋の間に割り込み、踏み下ろされようとしていた足を搦からめ捕とろうとする。

「……ッ！」

　即座に動きの方向を転換させ、足に巻き付こうという影を避けた上で身体からだ全体を後方へと跳ちよう躍やくさせた。

　一歩、二歩、それだけではまだ足りぬとばかりに、水中で逃げるエビのような勢いで後方へと下がる八尋。

　結果として、路ろ地じの端はしと端ぐらいまで離れた所で止まり、影の主ぬしであるセルティに警けい戒かいの目を向けた。




　──凄すごいな。

　一方のセルティは、八や尋ひろの身しん体たい能力に素直に感かん嘆たんしていた。

　──まさか、避けられるとは思わなかった。

　突然起こった喧けん嘩かを止めようと、セルティはとりあえず一方的に攻こう撃げきを続けている八尋の動きを止めようと考えたのである。

　しかし、いつもチンピラ達を縛しばる要よう領りようで影を伸ばしたにもかかわらず、八尋は野や生せい動物のような動きでそれを回かい避ひしたではないか。

　──もしかして……。

　──本当に、静しず雄おに勝てそうな奴やつなのか？

　──静雄とこの子の間に、何かあったのか？

　──この半年の間に、一体何が……。

　事の始まりがほんの数日前だとは知らず、セルティは自分達が居ない間に街の人間模も様ようも変わりつつあるのだと思い込んだ。

　もっとも、それはあながち見当外れな推すい測そくではなかったのだが。

　倒れていた麗貝リーペイが起き上がるのを見つつ、セルティは更さらに考える。

　──前に池いけ袋ぶくろに居た頃ころは、門かど田たや臨也いざやも一いち目もく置おいてたような奴だぞ？

　──それを、こんな簡単にねじ伏せて……。

　──なんだ？

　──この子は一体……何者だ？

　八尋の外見は、どこにでもいるような少年だった。

　流石さすがに帝人みかどほど弱々しい感じではないものの、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大おお男おとこという印いん象しようでもない。

　制せい服ふくの下の筋きん肉にくなどがどうなっているかは解わからないが、格かく闘とう技ぎでいうならばプロレスや柔じゆう道どう系けいの体型というよりも、ボクシングや拳けん法ぽうなどの打だ撃げき系のそれなのだろうか？

　疑問は尽きないが、何よりも重要なのは、今、この喧けん嘩かを収める事である。

　──どうしたものか。

　──無む理り矢や理り影で包み込むか？

　──大がかりになってしまいそうな気が……。

　──私の影をああも見事に避けたのは、正直言ってあの白バイ以来かもしれない。

　天てん敵てきである白バイ隊たい員いんの事を思い出し、セルティはゾクリと背を震わせる。

　さてどうしたものかと考えていると、髪かみを緑みどりに染めた少年が、八尋に向かって声をあげた。

「おい！　八尋！　八尋！　落ち着けって！　な！」

　その声を聞き、八尋の目の色が僅わずかに変わる。

「あ……」

　次の瞬しゆん間かん、彼は勢い良く周囲を見回し、自分の手や足元を見た後に悲しげな表情を浮かべながら警けい戒かいの構えを解いた。

　それを確かく認にんしてから、緑りよく髪はつの少年が八や尋ひろに駆かけ寄る。

「しっかりしろって、もう勝負ありだろ？　お前の勝ち！　やった！　ヒュー！　イエー！」

「……」

　半分茶ちや化かしながら言う緑りよく頭とうの少年だが、八尋は半分心ここにあらずという調子だった。

　一方で、立ち上がった青年は連れの女性二人から介かい抱ほうされている。

「だから言ったでしょ？　素手じゃ無理だって」

「調子に乗るからこうなるんだよ？」

　淡たん々たんとした調子の少女達に麗貝リーペイが肩を竦すくめながら答えた。

「悪かったよぉ、姉ねえさん達の言う通りだったねぇ」

　その言葉を聞き、セルティはギョっとする。

[image: ]

　──……『姉さん達』？

　──え？　だって……え!?

　左右に立つ二人はまだ若く、少女という感じにしか見えない。

「今、『姉さん』って言いました？」

　疑問に思ったのはセルティだけではなかったようで、緑髪の少年が麗貝に尋たずねかけた。

「ああ、そうだよぉ？　信じられないだろうけど、実の姉弟。俺おれが21で」

「22」

「23だよ？」

　自分の歳としを言いながら、ヒラヒラと手を振る女性達。

「え？　あ、はい、どうも、俺おれ、琴こと南なみ久く音おんっていいます」

　思わず名乗りながら頭を下げる久音。

　その横で、八や尋ひろが戸と惑まどいながら麗貝リーペイの方を見つめて居る。

「あ、あの……俺……」

　何か声をかけようとする八尋に、麗貝は言った。

「悪い悪い、さっきは御ご免めんねぇ？　俺の負けって事でいいから、もう喧けん嘩かはお終しまい、仲直りって事でいいかなぁ？」

　数分前に顔を踏みつぶされかけたことなど忘れたかのように、麗貝は爽さわやかに笑う。

「あ、はい……やりすぎました。すいません」

　どこかシュンとした感じで頭を下げる八尋を見て、セルティはとりあえず胸をなで下ろした。

　──収まった……のか？

　──良かった良かった。

　これで話の続きができると安あん堵どし、キョトンとした顔で状況を見守っていた姫ひめ香かに向き直り、改めてスマートフォンに文字を打ち込んだ。

『なんだか騒さわがしくなったけど、君の友達にも怪け我ががなくて良かった』

　今の騒ぎで気が抜けたのか、セルティは、普段通りの少し砕くだけた形で文字を紡つむぐ。




『君の家族を探すのを、私にも手伝わせて貰もらえないか？』





♂♀






同どう時じ刻こく　交こう差さ点てん




「おいおい……何がどうなってんだよ、今のはよ？」

　首くび無なしライダー達のいる場所から僅わずかに離れた交差点。

　その角かどから、現場の様よう子すをコソコソと覗のぞいている者達がいた。

「やべぇっすよ法ほ螺ら田ださん！　まさか首無しライダーまで絡んで来るなんて！」

「う、うるせぇ！　あんなインチキ野や郎ろうにビビるこたぁねえ！　それよりも、屍龍ドラゴンゾンビの連れん中ちゆうが絡んで来てる方が問題だろうがよ！」

「今、嬰麗貝エイ・リーペイの奴やつとやり合ってたのが、静しず雄おと喧嘩した奴なんすかね？」

「多分な。あの身のこなし見たろ？　今日きようは青せい竜りゆう刀とう持ってねぇたあいえ、あの嬰麗貝がガキ扱いだったろ」

　唾つばを飲み込みながら、八や尋ひろを遠とお目めに見る法ほ螺ら田だとその取り巻き達。

　彼らは映えい像ぞうに映っていた緑みどり色いろの髪かみの少年をたまたま見かけ、30分程前から遠巻きに後を尾つけていた。

　すぐに絡みに行って居い場ば所しよを聞き出しても良かったのだが、何しろ探している相手は静しず雄おとまともにやり合える程の強きよう者しやである。

　もしも隣となりにいる少年がその当人であった場合、機き嫌げんを損そこねたらその拳こぶしがこちらに飛んでくる事となるのだ。

　そうこう考えて迷っている間に、少年達を取り巻く事じ態たいは妙みような方向に動き始める。

　法螺田の仇きゆう敵てきである首くび無なしライダーが突然彼らに絡み始めたかと思うと、数分後には『屍龍ドラゴンゾンビ』のリーダーが取り巻きの女を連れて現れたではないか。

　喧けん嘩かが始まったと思った瞬しゆん間かんにあっという間に勝負が付き、首無しライダーが間に入る事でお互いに落ち着いたようだ。

　それ以い降こう彼らが何を話しているのかは、流石さすがにここからでは解わかりようもない。

「まずいっすよ、法螺田さん。このままじゃ、あのガキ、屍龍ドラゴンゾンビに引き抜かれちまいますよ」

「いやいや、今喧嘩してたろうがよ！」

「でも、なんか和解したみたいっすよ？」

「なにぉう!?」

　角かどから顔を出して様よう子すを窺うかがうと、確かにもう荒れる様子はなく、何やら全員が道路の脇わきに固まっている。

「くそ……なんとかしねえとな」

　法螺田は暫しばし考えた後、顔に下げ卑びた笑えみを浮かべながら言った。

「よっしゃ、ターゲット変へん更こうだ。まずは、奴やつのお友達から搦からめ捕とろうじゃねえか」

「あの緑色の頭の奴っすか？」

「おうよ、馬を得んとすりゃまず商売人を撃うち殺せって奴だ」

「そんな諺ことわざありましたっけ……なんか色々間違ってません？」

　取り巻きが不安げに言うのを聞き流し、法螺田は更さらに一人の学生に目を付けた。

「それに、遠くだから良く解らねえが……」

　長い黒くろ髪かみの女学生を見ながら、法螺田はゆっくりと舌したなめずりをする。




「あの女、無む茶ちや苦く茶ちや俺の好みっぽいしなぁ……仲良くなっといて、損はねぇだろ？」





♂♀






路ろ地じ




「私は……あなたの事を完全には信じられません」

　一通り事情を聞いた姫ひめ香かは、暫しばらく沈ちん黙もくした後、無表情のままセルティにそう告げた。

『それはもっともだと思う。だが、アリバイ以外に無実を証しよう明めいする手段がない』

「でも……協力はします。姉ねえさんと妹の為ために」

『そうか！　ありがとう！』

「いえ、こちらこそ、よろしくお願いします」

　ゆっくりと頭を下げる姫香。

　八や尋ひろの目から見て、彼女がどんな気持ちなのかは解わからない。

　姫香は感情をあまり表おもてに出さないタイプなので、人付き合いの苦にが手てな八尋に限らず、大たい抵ていの人間は表情から感情を読み取る事は難しいだろう。

「興きよう味み深い話だねぇ」

　横からやりとりを見守っていた麗貝リーペイが、肩を竦すくめながら言った。

「俺おれも何か解ったら教えるよぉ。君達の携けい帯たいの番号聞いていいかなぁ？」

　のんびりとした口く調ちようで八尋と自分に尋たずねてくる麗貝に、セルティは不ふ思し議ぎそうに問い返す。

『何な故ぜだ、「屍龍ドラゴンゾンビ」は今回の件とは無む縁えんだろう？』

「なに、恩おんを売っておきたいだけさぁ。暴ぼう走そう族ぞくなんかと関わりたくない気持ちも解るけど、今は猫ねこの手も借りたいだろ？」

「でも、俺は……」

「まだ、さっきいきなり喧けん嘩か売ったの怒ってる？」

　八尋は首を左右に振って謝しや罪ざいした。

「いや、俺の方こそ、やり過ぎて……すみませんでした」

「いいっていいって！　それより、あれだよぉ。君、バイクとかに興味ある？　このライダースーツ、格好かつこいいと思わない？」

「え、あ、はい……」

　何を言われているのか解らずにキョトンとしている八尋を見て、麗貝はクツクツと笑いながらストレートに告げる。

「君さ、俺のチームに入らない？　『屍龍ドラゴンゾンビ』って言うんだけどさ」

「チーム？」

　首を傾かしげる八尋を見て、久く音おんが慌あわてて横やりを入れる。

「あーあーあー！　さーせん、こいつ、秋あき田たから来たばっかりだから、そういう池いけ袋ぶくろの事情に本当に疎うとくて……。それに、こいつ喧けん嘩かは強いけど真ま面じ目め君くんですから、族ぞくとかはちょっと無む理りだと思いますよ？」

「君には聞いて無いんだけどねぇ……？」

　何かを訝いぶかしむような目で久く音おんを見る麗貝リーペイだが、少し考えた後、改めて八や尋ひろに言った。

「まあ、そうか、そうだね。無む理り強じいはしないよぉ？　今日きようの事のお詫わびに、借りはいつか返すよ。とりあえずフィフティフィフティの関係で行こうか」

「フィフティフィフティ、ですか」

「ああ、お互いに一個頼みを聞いたら、一個相手の頼みに耳を傾ける……って感じでいいよぉ。なに、死ねとか女を差し出せとか、そんな無む茶ちやを言うつもりはないさ」

　そう言った後、麗貝は改めてセルティにも顔を向ける。

「君ともそういう関係を築きたいと思ってるけど、どうかなぁ？」

『私は別に構わないが、教えられるのはメールアドレスまでだ』

　自分のような存在を目の前にして平然としている麗貝の事が気に入ったのか、セルティは何の躊躇ためらいもなく連れん絡らく先さきの交換を承しよう諾だくした。

「十分だねぇ。君、平へい和わ島じま静しず雄おや折おり原はら臨也いざやとは仲いいだろぉ？　都と市し伝でん説せつとお友達だなんて、あいつらが羨うらやましいと思ってたんだよねぇ」

『いや、臨也とは仲が良いわけでは……』

　セルティがそんな否定の文章を打っている横で、久音がヒョイと顔を出した。

「あのう……首くび無なしライダーさん……ああ、セルティさんでしたっけ？」

『ああ、どうした？』

「俺おれは、連絡先は畏おそれ多いっすから、写真だけ一いつ緒しよに撮とって貰もらっていいっすか？」

『別に構わないが……』

　承諾の文字を見るが早いか、久音は即そく座ざにセルティの横に並び、持っていた携けい帯たいで自分達の姿すがたを写真に納める。

　何枚か撮った所で、妙みように浮かれながらセルティに言った。

「ヒュー！　あざーっす！　これ、ブログとかに載のっけちゃってもいいっすよね？」

『グイグイ来るなあ。……まあ、私はいいけど、君が警察や変な連れん中ちゆうから目をつけられるぞ？』

　これまでに何度も写真を撮られているセルティとしては特に気にする事はないのだが、寧むしろ相手に与える影えい響きようの方が気になっているようだ。

「大だい丈じよう夫ぶっすよ、そこは俺も心得てますから。いざとなれば頼れる仲間もいますし」

「ああ、黒くろ沼ぬま先せん輩ぱい？」

『え？　今、何先輩って言った？』

「おっと！　そんな事より、そろそろ人の目が集まってきましたよ！」

　聞き覚えのある名が八や尋ひろの口から出て来た所で、久く音おんは慌あわてて話を変える。

　確かに周囲を見ると、こちらを遠巻きに窺うかがう野や次じ馬うまが少しずつ増えていた。

　池いけ袋ぶくろの住民にとって首くび無なしライダーはもはや珍めずらしいものではないが、地方から出て来ている旅行者などが物もの珍めずらしさに写真などを撮とっている。

『ああ、すまない。詳しくは、また連れん絡らくさせて貰もらう』

　このままでは姫ひめ香か達にも迷めい惑わくがかかると判はん断だんし、手早く連絡先を交換すると、セルティは漆しつ黒こくのバイクに跨またがった。

『ありがとう。何か解わかったら、私も必ず連絡するから』





♂♀






池袋　繁はん華か街がい




　あの場が解散となり、久音が『用事を思い出した』と先に帰ってしまった後。

　八尋は姫香と二人で、とりあえず駅の方に向かう事にした。

　暫しばらくの間、互いに無む言ごんのままだったが、声をかけあぐねている八尋を見て、姫香が先に口を開いた。

「驚いたよ。喧けん嘩か、強かったんだね」

「あ、あれは、ええと……」

「話したくないなら、いいよ。私が気にする事でもないし」

　素そっ気けない調子の姫香に、八尋は『怖こわがられてしまったんだろうか』と落ち込みかける。

　なんとかして気を紛まぎらわせようと、八尋はとりあえずの話題を口にした。

「いい人だったね、首無しライダー」

「……うん、そうだね」

　無表情のまま答える姫香に、八尋はさらに続ける。

「大だい丈じよう夫ぶ、本物が協力してくれるんだから、きっとお姉ねえさん達は見つかるよ」

　励ますつもりで八尋はそう言ったのだが、姫香は相変わらず無表情のままで──

　遠くを見ながら、半分独ひとり言ごとの形で呟つぶやいた。

「でも……やっぱり私は、首無しライダーは悪あく魔まだと思う」

「え？　どういう事？」

　八尋が怪け訝げんな声で問いかけると、彼女は振り返らないまま、言葉の続きを口にする。

「逆さか恨うらみする事すら、許してくれないなんて……」

　質問への答えではなく、まるで自分自身に言い聞かせているかのように。





♂♀






深夜３時　川かわ越ごえ街かい道どう某ぼう所しよ　新しん羅らのマンション




「お帰り、セルティ!?」

『ただいま。遅くなって悪かった。色々と調べて回ってたらこんな時間になった』

　セルティがスマートフォンを見せるが早いか、新羅が突然セルティに抱きついて来た。

「良かった、セルティが無ぶ事じで安心したよ！」

『おい離れろ。どうした、無事ってなんだ』

　いつもなら無む理り矢や理り引き剝はがす所だが、『無事で良かった』という単たん語ごが妙みように気になり、新羅に尋たずねる。

『何かあったのか？』

「ああ、そうだよセルティ。どうにもこの件、僕らが考えているよりも危険かもしれない」

『どういう事だ』

　真剣な調子で問うセルティから身体からだを離し、新羅も、いつになく真剣な調子で答えた。

　セルティにとっても、にわかに信じがたい一ひと言ことを。

「今、赤あか林ばやしさんから電話があったんだけどね……」




「四し木きさんも、連れん絡らくが取れなくなったって……」













間章　ネットの噂④







池いけ袋ぶくろ情報サイト『いけニュ～！　バージョンＩ.ＫＥＢＵ.ＫＵＲ.Ｏ』




人にん気き記事『【別の意味で】首くび無なしライダーがむっちゃフレンドリーな件【都と市し伝でん説せつ終了】』




・【首無しライダーと仲良くなったよ】──（某ぼう個こ人じんブログより）




「今日きよう、たまたま池袋で首無しライダーさんと出会っちゃいました！

　マジでいい人だったぜ！

　すっげー庶しよ民みん的てきな人で、写真まで一いつ緒しよに撮とってくれた！

　好きな食べ物は鈴すずカステラで、好きなアイドルは羽はね島じま幽ゆう平へいだって！

　いやー、最近のドラマの話でむっちゃ盛り上がってカラオケまで一緒に行ったんだけど、超無む茶ちや苦く茶ちや色々聞いたわー。

　なんか凄すごい。

　超感動してるよ俺おれ。

　でも、会って話してみると凄い普通の人って感じだったけどね。

　漫まん画がとかも普通に読んでるらしいし。

　この半年間は商店街の福ふく引びきに当たってハワイ旅行に行ってたんだってさ！

　これってアリバイだよね？

　ハワイに行ってて人ひと攫さらいなんかできるわけないんだから。

　変な噂うわさ流ながれてるらしいから、マジ辛つらいって言ってた！

　でも正直、これは友達にも自じ慢まんできるわ。

　あれだよ、友達にも紹しよう介かいしまくろうかなこれ。

　首くび無なしライダーを囲む会とか作っちゃったら凄くね？」





──（元ブログは削さく除じよ済ずみ）　



『いけニュ～！』管理人コメント




「戻って来てそうそう超フレンドリーなりよ。




　人攫い騒そう動どうとは一体なんだったのか……。




　この少年も堂どう々どうと個人情報聞きまくって写真まであげてるけど、攫われてないなりよ。

　これでこの少年が失しつ踪そうしなかったら首無しライダーが人攫いだっていう都と市し伝でん説せつは所しよ詮せんデマに過ぎなかったって事なりよ。

　ねえ、デマに騙だまされた人達どんな気分なりか？　どんな気分なり？

　首無しライダー、無む茶ちや苦く茶ちや普通の人なり。

　ヘルメットの下に本当に首が無いのかどうかも怪あやしくなってきたなりね。

　もし普通に戸こ籍せきがある人だったら、人攫いとか言われた事を名めい誉よ毀き損そんで訴えてもおかしくないなり。まあ、その前に自分が道どう交こう法ほうで捕つかまると思うなりが。

　ちなみに、個人のプライバシーに配はい慮りよして少年には目め線せんを入れてるなりよ。

　まあ、こんな緑みどり色いろの頭した高校生、日に本ほんに何人もいないと思うなりけどね！

　どんなに叩たたかれようと、この『なり』という語ご尾びは譲ゆずれないなりよ。

　人の語尾を叩く誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようと今日きようも戦うなり」





管理人『リラ・テイルトゥース・在ざい野や』　　　　







♂♀






呟つぶやきサイト『ツイッティア』より、一いつ般ぱん人じんの呟きを一部抜ばつ粋すい。




・むっちゃ仲よさそう。


　↑元から結けつ構こうフレンドリーだったんじゃね？　よく後ろに人乗っけてたし。




　　↑つーか、散々デマまき散らしてた『いけニュ～』管理人が何言ってんだこの記事。




　　　↑自分のデマには謝らないのがこの手のサイトのデフォでしょ。






・警察に通報しろよ。


　↑人ひと攫さらいと決まったわけじゃないだろ。




　　↑いや、無む灯とう火か運転じゃん。




　　　↑あ、そっちか、悪い。






・というか、本当に首くび無なしライダーは人攫いについては冤えん罪ざいなんじゃないでしょうか。

・だとすると、本当の犯人が誰だれなのかっていうのが問題になってきますよね。

・失しつ踪そうした人が本当に首無しライダーを追ってたんだとすると、もしかしたら逆に首無しライダーに恨うらみがある人が犯人かもしれません。


　↑恨みがあるとなんで人攫うんでしょう？




　　↑首無しライダーに罪をなすりつける為ためにじゃないですか？




　　　↑そこまでするって凄すごい恨みじゃね？




　　　　↑だとすると、もう攫われた人って帰ってこないよね？




　　　　　↑ああ、そうか。生きて帰ったら首無しライダーの無実がバレるもんな。




　　　　　　↑御ご冥めい福ふくをお祈りします。




　　　　　　　↑不ふ謹きん慎しんですよ。




　　　　　　　　↑すいません。






・この首無しライダーは偽にせ物ものです。拡散止めて下さい。


　↑いや、普通に本物じゃね？　ライダースーツが光一いつ切さい反射してねえし。




　　↑それは加か工こうでなんとでもなります。偽物です。




　　　↑本物だと何か困んの？




　　　　↑ブロックしました。




　　　　　↑え、それでブロック？

　　　　　↑必死過ぎる……。

　　　　　↑マジで本物だと何か困るんじゃないのこの人。




　　　　　　↑人ひと攫さらい本人だったりして。




※（その後、投とう稿こう者しやはアカウント削さく除じよ）






・この記事の元ブログってどこだ？　検けん索さくしても見つかんないんだけど。


　↑本当だ。どこなんだろう。




　　↑まあ、削除したのは正解だろ。学校とかバレたらヤバいし。




　　　↑いや、こいつ池いけ袋ぶくろじゃ最近よく見かけるよ。




　　　　↑ああ、すごく派は手でな頭の子いますよね。




　　　　　↑つーか、ブルースクウェアの連れん中ちゆうと連つるんでたよ。




　　　　　　↑え、まだあるのあそこ。




　　　　　　　↑ダラーズってすっかりなくなったよね。




　　　　　　　　↑ダラーズ？　そういうチームもあったんですか？

　　　　　　　　　↑マジか、まだ２年も経たってないのに。

　　　　　　　　　　↑普通、暴ぼう走そう族ぞくの名前なんか知りませんよ。

　　　　　　　　　　　↑違うって！　暴走族じゃなくて、カラーギャング！



・これが本当に首くび無なしライダーだったら、ちょっとやだな。


　↑どうして？




　　↑だって、なんかガッカリじゃん。首無しライダーが普通の人だなんて。




　　　↑いやいや、科学的に考えてありえないでしょ。




　　　　↑そうは思ってもさ、どこかで可能性は残してて欲しかったじゃん。




　　　　　↑話が通じる超ちよう常じよう現げん象しようって考えは？




　　　　　　↑それはそれで、なんかアイドルの私服がダサいみたいな感じでちょっと……。




　　　　　　　↑私服がダサくて何が悪い。






・あの首無しライダーと写しや真しん撮とってた緑みどりの髪かみの子、さっきコンビニにいたな。


　↑どこのコンビニです？




　　↑言っていいのかなこれ。フォローしてくれれば個別メッセージ送りますけど。




　　　↑フォローしました。



（以後、表でのやりとりの更こう新しんは無し）
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六章Ａ　訪問者







翌日　来良らいら学がく園えん




「おはよう」

「……おはよう」

　八や尋ひろが声をかけると、姫ひめ香かはいつもと変わらない調子で挨あい拶さつを返した。

「昨日きのうは、大変だったね」

「そうね、私はまだ、整理がついてないけど」

「……」

　昨日の姫香の別わかれ際ぎわの発言について問い質ただそうとも思ったが、彼女の内面に必要以上に踏み込む気がして、八尋には少しそれが躊躇ためらわれる。

「首くび無なしライダーの事、まだ悪あく魔まだって思ってるの？」

　しかし、躊躇われただけで、結局その疑問を口にした。

　ここで空気が読める男だったならば、八や尋ひろはもっと幼よう少しよう時代に上う手まく立ち回っていただろう。

「……ぐいぐい来るね」

　対する姫ひめ香かは、そんな事を言いつつも特に不快には感じていないようだ。

　恐らく彼女も、数日の付き合いで八尋という人間の一面を理解していたのだろう。

「あの首くび無なしライダーが犯人だった方が、解わかりやすくて良かったかもしれない」

「でも、あの不ふ思し議ぎな影とか使う人が敵だったら、それこそ攫さらわれた人達は取り返せないよ」

「そうだね、確かにそうかもしれない」

　姫香の素そっ気けない言葉に、八尋はどう返すべきか迷った。

「だったら……」

「でもね、八尋君、私はこう思うの」

「え？」

　姫香は前を向いて歩いたまま、あくまでも淡たん々たんとした調子で言葉を紡つむぐ。

「首無しライダーがあそこまで友好的なら、首無しライダーの事について調べていた人なら調べていた人ほど……簡単についていっちゃうんじゃない？」

「あ……」

「それこそ、人ひと気けの無い所だろうと、山奥だろうと、どこにでも」

「それは……そうだけど」

　姫香の言葉だけを聞くと、確かにそれも一いち理りある。

　それだけを聞けば、まだ首無しライダーを疑っているとも受け取れた。

　しかし、八尋には、姫香が昨日きのう呟つぶやいた『悪あく魔まだと思う』という言葉が、そうした単純な疑念から湧わいたものだとも思えない。

　──うーん。どうしよう。こういう状況は苦にが手てだ。

　──こういう時に久く音おん君なら色々聞き出せるんだろうけど、彼はやっぱり凄すごいんだなあ。

　──人と円えん滑かつに話を進められるスキルっていうのは羨うらやましい。

　緑みどり色いろの頭で自ら人を遠ざけている久音の事を『社交的』と表した八尋は、そのまま素っ気ない話を続けながら教室へと向かった。




　そして、ＨＲが始まった所で異い変へんに気付く。

　見慣れた緑色の頭が、教室のどこにもないという事に。

　──あれ？

　──今日きよう、休みなのかな。

　ただ遅ち刻こくしただけという可能性も大きいが、昨日の事があったばかりという為、妙みような胸むな騒さわぎを覚える。




　一時間目が終わった休み時間、八や尋ひろは久く音おんに電話を掛ける事にした。

『ただいま、電でん源げんが入っていないか、電でん波ぱの届かない所にいる為ため──』

　という女性の声が聞こえてきた為、不安は更さらに膨ふくらむ。

　そして、八尋は昨日きのうの夜中に久音から電話が来た事を思い出した。




──『よう、さっきは熱かったな』

──『しかしまあ、姫ひめ香かちゃんもほんっとにドライだよなぁ』

──『もっと、こう……首くび無なしライダーに跳びかかって「姉ねえさんと妹を返せこの人ひと攫さらい！」って言うかと思ったけど、姫香ちゃんが思ってたより冷静だったから助かったぜ』

──『ま、明日あしたから首無しライダーに恨うらみがある奴やつを当たってみるさ』

──『じゃ、また学校でな。ちょっとコンビニ行ってくる』




　他にも少し話をしたが、殆ほとんどたわいも無い会話だったと記き憶おくしている。

　なにより、学校に来ると断だん言げんしているのだ。

　元からサボる予定があったとも考え辛づらい。

　ゾクリ、と背に寒さむ気けが走った。

　首無しライダーと失しつ踪そう事件の関係について、一つの噂うわさを思い出したからだ。

『首無しライダーを追う者から消えて行く』、という、姫香の姉妹の事情からして、非常に真実味のある噂を。

　──いや、待てよ。おかしいぞ。

　──だったら、俺おれか辰たつ神がみさんから消える筈はずだし。

　一体何がどうなっているのか解わからなくなった八尋は、その後も不安を抱えながら授業を聞き続けた。




　そして、昼休みに姫香に相談を持ちかける。

「久音君、どうしたんだろう」

「サボリじゃないの？　学校に真ま面じ目めに来るような感じじゃなさそうだし」

「ハッキリ言うね……。でも、携けい帯たいも未いまだに通じなくてさ」

「サボリじゃないとしたら……。首無しライダー絡みで、何かあったのかもしれない」

　僅わずかに顔を曇らせつつ、姫香はハッキリとそう口にした。

「そうは思いたくないけど……。ちょっと、首無しライダーさんにメールしてみようか」

　八尋はそう言いながら、家族とのやりとりの為に最近やっと覚えた電でん子しメールを起き動どうさせたのだが──

　指を動かしきる前に、横から声が掛かる。

「ねえねえ、三み頭ず池ち君と辰たつ神がみさんって、付き合ってんの？」

　クラスの女子数人が、いつも一いつ緒しよにいる二人を見て声をかけてきた。

「別に、ただ、一緒にいるだけ」

　素そっ気けなく返す姫ひめ香か。

　そこには嫌けん悪おも照れも無く、ただ彼女の中の事実を言葉に変えているだけだった。

「えー？　八や尋ひろ君はどうなの？」

「え？　俺おれ？」

　一方の八尋も、素直さという意味では姫香に負けていない。

「辰神さんみたいな美人が彼女なら嬉うれしいけど。付き合ってないしなあ」

「今の半分告こく白はくじゃん！」

「そうなるの？」

「なるよ！　ウケるんですけど！」

　他ひ人と事ごとのように首を傾かしげる八尋を見て、彼の言葉を単なる冗じよう談だんだと受け取ったクラスメイトの少女達はキャイキャイ笑い始めた。

「姫香ちゃんも少しは照れたりしなよー」

「でも、八尋君ってマジ面白いよね」

「秋あき田たの人ってみんなそうなの？」

「いや、そんな事はないよ」

　それは、他の質問よりも明確に答える。

　故こ郷きようの人々と自分は違う。彼らは自分の事を『化ばけ物もの』と呼ぶ──普通の人だ。

　八尋がそんな事を自じ虐ぎやく気ぎ味みに考えていると、周りの女子達は更さらに踏み込んでくる。

「でもさ、琴こと南なみ君だっけ？　あの緑みどりの頭の子もいつも一緒だよね」

「何？　三さん角かく関係なの？」

「それとも、あっちが辰神さんの本ほん命めい？」

　好き勝かつ手てな事を言うクラスメイト達に、姫香はやはり淡たん々たんと答えた。

「別に、彼も、ただ一緒にいるだけ」

「えー、何それ、モテ自じ慢まんっぽいー」

　少し意い地じ悪わるそうに笑う少女達の言葉にも、姫香はまったく動じた様よう子すは無かったのだが──

　次に放たれた何気ない言葉で、その顔色が僅わずかに変化する。

　もっとも、それは八尋も同じだったのだが。

「でも、琴南君って言えばさ、あれ本当なのかな？　首くび無なしライダーの話」

「え？」

　八尋と姫香が、二人ふたり揃そろって発言者に視線を向けた。

「あれ？　知らない？　休み時間とかに噂うわさになってたんだけどさ」

　そう言いながら、女子生徒は自らのスマートフォンを取り出し、二人に見せる。

「ほら、これ……ニュースになってるの、琴こと南なみ君だよね？」

　画面に映っていたのは、首くび無なしライダーと並ぶ、黒い目め隠かくし線の入った少年の写真。

　緑みどり色いろの髪かみの毛の前には目を隠す線などなんの意味もなく──

　情報に疎うとい八や尋ひろ達は、昼休みになってようやく気が付いた。




　琴南久く音おんが、ちょっとした『時の人』になっているという事に。
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放ほう課か後ご　屋おく上じよう




「で、俺おれのとこに来たってわけね」

　黒くろ沼ぬま青あお葉ばが、屋上の手すりに寄りかかりながら言った。

　生徒達の憩いこいの場となっている屋上庭てい園えんの反対側。

　一部設備の為ために据すえ付けられたソーラーパネルの並んでいる区く画かくの為、他の生徒達は殆ほとんど見られず、居ても少し斜しやに構えたタイプの者達だ。

　来良らいら学がく園えんには『不ふ良りようらしい不良』は滅めつ多たにいない為、現在は屋上なども開放されているが──このソーラーパネル側の区画には、他と違う独特の緊きん張ちよう感かんのようなものが感じられる。

「はい、黒沼先輩なら、何か知ってるんじゃないかと思って」

　八尋はそんな空気に怯おびえつつ、さりとて吞のみ込まれる事もないまま、青葉に言った。

「しかし、首無しライダーの好こう物ぶつが鈴すずカステラって、適当に言い過ぎだろ。俺の好物じゃんかよ」

　そんな後こう輩はいに対し、青葉は気さくに答える。

「ま、あいつの居い場ば所しよは俺が知りたいぐらいだよ。あの記事を見て、真まっ先さきに電話したからね」

「電話には出たんですか？」

「いや、俺が電話した時にはもう電でん源げんが切られてたよ。それとも、電でん波ぱの届かない所に行ったか……」

　一いつ旦たん言葉を切り、ニイ、と笑いながらその続きを口にした。

「電波の届かない所まで、誰だれかに連れて行かれたか……」

「！」

「首無しライダーを追う人間は、首無しライダーに攫さらわれる……だっけ？」

「首無しライダーさんが攫った、っていうんですか」

　緊張しながら吐き出された八尋の言葉に、青葉が目を細めながら反応する。

「へぇ……首くび無なしライダー『さん』ね……」

「あ……」

「もしかして、久く音おんと一いつ緒しよに会ったの？　首無しライダーに」

「……」

　言ってしまって良いものかどうか解わからず、八や尋ひろは暫しばし押し黙だまった。

　だが、それは肯こう定ていも同然の反応だった。

「君、噓うそつくの苦にが手てっぽいね」

「そうですか？」

「そうですよ？」

　首を傾かしげる八尋を見て、青あお葉ばは楽しそうに口元を緩ませながら言葉を続けた。

「まあ、君が首無しライダーと会ってようが会ってまいがどうでもいいけど、俺おれから確実な情報として言えるのは一つだけかな」

「なんですか？」

「首無しライダーは、人ひと攫さらいをするような人じゃあないよ。……いや、そもそも『人』じゃないんだけど……まあ、それはややこしくなるからいいか」

「？」

　まるで首無しライダーを昔から知っているかのような物言いに、八尋は再び首を傾げる。

「君、首傾げるの好きだね」

「あ、すいません。まだ、東とう京きようについて解わからない事が多くて……」

「東京は関係ないけどね。……まあ、首無しライダーについては、犯人とは考えなくていいんじゃないかな。もしも何か理由があって人を攫ってたんだとしても、傷つけるような真ま似ねはしてないと思うけどね」

　自じ虐ぎやく的てきに笑いながら、青葉は首無しライダーについての私し見けんを述べ続けた。

「簡単な話さ。要はその……首無しライダーはね、お人ひと好よしなのさ」

「お人好し？」

「多分、人間の誰だれよりもね。無む免めん許きよ運転とかはしてるけど、困ってる人を見かけたら、普通の人間よりも高い格かく率りつで手を差しのばすようなタイプだと思うよ」

「黒くろ沼ぬま先せん輩ぱいは、首無しライダーさんと知り合いなんですか？」

　当然の疑問に対し、青葉は後こう輩はいを煙けむに巻くための言葉を紡つむぐ。

「そうだとしても、君にそれを打ち明けるほど俺達はまだ仲良くなってない。そうだろ？」

　その言葉について少し考えた後、八尋は素直に頭を下げた。

「確かにそうですね。ありがとうございました」

「あ、そこは納なつ得とくするんだ」

　やや拍ひよう子し抜ぬけしたように肩を竦すくめる青葉。

　彼は、こちらに背を向けようとしている後こう輩はいに対し、半分引き留める形で声をかける。

「おっと、もう一つあったかな。君に言える情報」

「？」




「久く音おんの家の場所、知ってるかい？」
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夕ゆう刻こく　高たか田だの馬ば場ば某ぼう所しよ




「ここが……久音君の家……」

　八や尋ひろはそう呟つぶやきながら、目の前の建物を下から見上げた。

　青あお葉ばから久音の家の場所を聞いた八尋は、放ほう課か後ご、姫ひめ香かと共にマンションを訪ねる事にしたのである。

　単なる風か邪ぜなどであればと期待しつつも、八尋は不安を拭ぬぐいきれなかった。

　高田馬場駅からかなり離れた所に位置するマンションは、近くの建物と比べてもかなり高く、屋おく上じように上れば街の様よう子すが一望できるだろう。

　築30年は超えていると思おぼしき建けん造ぞう物ぶつで、ゲートセキュリティは疎おろか、出入り口の防犯カメラがついているかも怪あやしい始し末まつだ。

　そんなマンションを見て、姫香が淡たん々たんと感想を口にする。

「大きいけど、かなり古いみたいね」

「そうなの？」

　姫香の言葉に、八尋は思わずそう答えた。

　そもそも『マンション』が無かった村から来た彼にとっては、新しい古いは良く解わからない。

　壁などを見てもヒビなどはなく、自分達の通っている学校と比べても特別古い建造物のようには見えなかった

「うん……この大きさで最近建ったなら、そもそも部屋の前まで行けないと思う」

　姫香はそう言いながら、マンションの中へと進んでいく。

　やはりセキュリティは無く、宅たく配はい便びんの配達人なども直接マンションの部屋まで荷物を運べる形式だった。




　エレベーターに乗りながら、二人は久音の部屋のドアに辿たどり着いた後の事について話し合う。

「家族の人に、何て言おう」

「今日きよう学校を休んでたから、借りてた本を返しに来たとでも言えばいいんじゃない」

　そう言いながら、鞄かばんから本を一いつ冊さつ取り出す姫ひめ香か。

　彼女が休み時間などにたまに読んでいた本だ。

　タイトルには『池いけ袋ぶくろ、逆ぎやく襲しゆう』と書いてある。

「その本は？」

「池袋を紹しよう介かいした本。九つ十く九も屋や真しん一いちっていう人が書いてるんだけど、首くび無なしライダーについても詳しく書いてある」

「へぇ……」

　秋あき田たにいる時に一通り首無しライダーの事は調べたつもりだったが、ネットが中心で、書しよ籍せきにまでは気が回っていなかった。

　後で貸して貰もらうか、自分で買う事にしよう。

　八尋がそんな事を考えていると、エレベーターが目的の階に停止した。




　『琴こと南なみ

　　　　　望美のぞみ　久く音おん』

　マンションの部屋のドアの横に、そう書かれたプレートが置かれている。

「お母かあさん……かな？」

『望美』という名は、恐らく女性のものだろう。

　だとするならば、久音は母ぼ子し家か庭ていなのだろうか。

　そんな事を考えながら、八尋は部屋のチャイムを押した。

　暫しばらく待ってみるが、反応は無い。

「……留る守す、かな」

「一いつ旦たん帰る？」

　姫香がそう言った所で、八尋もそれに同意しようとしたのだが──

　ふと、彼は動きを止めてドアの方を見た。

「どうしたの？」

「誰だれか、いる」

「え？」

　唐とう突とつな事を言う八尋に、姫香が戸と惑まどう。

　だが、八尋はそのままドアの前に顔を近づけると、中に通るような声で言った。

「すいません、久音君のクラスメイトで、三み頭ず池ちと言います」

　扉を軽くノックしながら言うが、やはり反応はない。

「気のせいじゃない？」

「いや、足音が聞こえた」

　八尋の特とく殊しゆな憶おく病びようさと、それに起き因いんする壮そう絶ぜつな『過去』の積み重ねにより、彼は人一倍鋭えい敏びんな感覚を身につけていた。

　東とう京きように来てから暫しばらくは人の多さや環かん境きようの違いで麻ま痺ひしていたが、慣れてきた事によりようやくその感覚を取り戻しつつあったのである。

　背後や物陰から武ぶ器きを持って近づいて来る不ふ良りよう達。

　それに似た『息を潜ひそめる』気け配はいを周囲の僅わずかな音から察さつ知ちし、八尋は更さらに集中して神しん経けいを研とぎ澄すませた。

　すると、ドア越しの僅かな音で、中に居る『誰だれか』がまだそこに居るのが解わかる。

「どうしよう……中に誰かいるのは確かだけど……どうして返事もないんだろう」

「泥どろ棒ぼうとか？」

「……そうかもしれない」

　最悪、八や尋ひろを攫さらいに来た人ひと攫さらいと言う可能性もある。

　中で久く音おんが倒れて死にかけている姿すがたを想そう像ぞうし、焦あせる八尋。

「大おお家やさんを呼んで、開けてもらおうか」

「……中から足音がするってだけで開けて貰もらえるとは思えないけど」

　一方で冷静なままの姫ひめ香かは、暫しばしドアノブの辺りを見つめた後──

　ふう、と小さな溜ため息いきを吐いて、無表情のまま八尋に言った。

「このタイプなら、いけると思う」

「タイプって、何が？」

「見張ってて」

「へ？」

　──何を？

　と尋たずねる間もなく、姫香は鞄かばんから何か細い金かな具ぐを二本取りだし、鍵かぎの前で何かガチャガチャと音を立て始めた。

「え……ええっ!?」

　姫香が何をしているのか察し、八尋は顔を青くして取り乱す。

「ちょっ……辰たつ神がみさん!?」

「開いたよ」

「って……えええ!?」

　脂あぶら汗あせを滲にじませながら息を吞のむ八尋の前で、冷ひや汗あせ一つ見せぬまま、さらりとした表情でドアノブに手を掛ける。

「……開けるよ」

「……う、うん」

　取りあえず色々と聞くのは後回しだと判はん断だんし、八尋は緊きん張ちようした面おも持もちでドアに目を向けた。そして次の瞬しゆん間かん、姫香の手でドアが開かれる。

　すると──




　扉の中には、誰だれの姿すがたも無かった。

「……え？」

　自分の勘かん違ちがいだったのか。

　そう思いかけた八や尋ひろだが、彼の目は、廊下にしゃがみ込んだ何かが蠢うごめいているのをハッキリと捉とらえた。

「……」

　蠢くというよりも、観かん葉よう植しよく物ぶつの後ろで震えているという方が正確だろう。

「あの、すみません。久く音おん君の友達ですけど……」

　それが女性であるという事に気付いた八尋は、とりあえず形通りの挨あい拶さつをした。

「久音君の、お母かあさんですか？」

　すると、その震えていた人ひと影かげ──度の強い眼鏡めがねをかけたその女性は、ゆっくりと観葉植物の陰から顔を出し、上うわ目め遣づかいでカタカタと震えながら声を出す。

「そ……そんな歳としに、見えますか」

　陰いん鬱うつな空気を醸かもし出すその女性は、壁に手をついてゆっくりと立ち上がりながら、八尋と姫ひめ香かに対して警けい戒かいの色に満ちた瞳ひとみを向けた。

「か、鍵かぎ……鍵は？　なんで、開い……」

「ドアノブをガチャガチャ回していたら何故か開きました。壊こわれているのかもしれませんね」

　相手の言葉に被かぶせる形で、いけしゃあしゃあと大おお噓うそを吐き出す姫香。

　八尋は目を丸くして姫香を見るが、彼女は涼しい顔で、眼鏡の女性へと問いかけた。

「驚かせてすみませんでした。あなたは、琴こと南なみ君の御家族ですか？」

　怯おびえた目のまま自分の名を口にする。

「こ、琴南望美のぞみ、です」




「く、久音の……姉、です」
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　数分後。

　リビングルームに通され、お茶ちやを出された八尋と姫香は、何から話して良いものかと時とき折おり視線を交わしていた。

　だが、肝かん心じんの相手が床の上で体たい育いく座ずわりをしながらお茶を注ついでいるという状態なので、何をどう切り出せば良いのか、中々きっかけが摑つかめない。

　すると、こちらに視線を合わせぬまま、琴こと南なみ望美のぞみがぼそぼそと語り始めた。

「三み頭ず池ち八や尋ひろ君と、辰たつ神がみ姫ひめ香かちゃん、だよね」

「！」

　先せん刻こくは『三頭池』としか名乗らなかったのに、何な故ぜフルネームを知っているのかと驚く八尋をよそに、無表情のまま姫香が尋たずねる。

「どうして、私達の名前を？」

「そりゃ知ってるよ。可か愛わいい弟の、友達だからね」

　目を逸そらしたままクスクスと笑う望美を見て、八尋は何か不ぶ気き味みなものを感じた。

　しかし、こういう都と会かいの人もいるのだろうとあっさりと受け入れ、彼は気にせずに話を進める事にした。

「あの、実は、久く音おん君が今日きよう学校を休んで」

「うん、知ってる」

「え？　じゃあ、やっぱり何か理由があって休んだんですね」

「うん、理由、あるよ」

　ズズ、と、自分で入れた紅こう茶ちやを啜すすりながら、暗く澱よどんだ笑えみを浮かべて、嬉うれしそうにその言葉を口にする。

「ゆうべ、誰かに攫われちゃったみたいだからね」

「……？」

「攫さらわれた、誘ゆう拐かいされたんだよ。うちの久音」

「そんな……」

　あまりにもあっさりと言うので、冗じよう談だんを言われているのかと思った八尋だが、先せん刻こくのやりとりを思い出してハッとする。

「じゃ、じゃあ、俺おれ達たちが人攫いだと思ったから、さっきはチャイムに出なかったんですね？」

「ううん？　人ひと見み知しりだから怖こわかっただけ。私、通つう販はんの宅たく配はいと久音以外にはドア開けないから」

「？　??」

　相手の言葉の意味がよく解わからず、八尋は姫香の顔を見た。

　姫香は平静さを保ったまま、静かに望美へと問いかける。

「……警察に連れん絡らくした、というようには見えませんね」

「うん。してないよ。したら久音も困るだろうし、私も家に警察上げるの絶対ヤだし」

　身体からだを前後に揺らしながら言う彼女は、未いまだに小こ刻きざみに震えている。

「正直、初しよ対たい面めんの貴方あなた達を家に上げてるのも相当心にキてるわけでね？　私の都つ合ごうで申もうし訳わけないしここまで来て貰もらったのにすっごく悪いと思うんだけど……」

　目を宙ちゆうに彷徨さまよわせながら、望美は何ど処こかからメモ用紙と鉛えん筆ぴつを取り出し、テーブルの上に差し出した。

「こ、これに、携けい帯たい電話の番号書いて貰もらっていいかな。どっちのでもいいから」

「？」

　──連れん絡らく先さきを教えて帰れ、っていう事かな。

　──まあ、押し込み強ごう盗とうみたいな入り方したわけだし、当然だよな。

　八や尋ひろはそう納なつ得とくして、姫ひめ香かに視線を送った後、自分の携帯番号をメモして差し出した。

「あ、ありがとう。お茶、飲んでて。冷れい蔵ぞう庫こに適当なおやつとか入ってるから、食べて？」

「え、はい？」

　帰れと言われるかと思っていた八尋は、どういう事かと首を傾かしげる。

　すると望美のぞみは、這はうように部屋から出たかと思うと、廊下の奥にある自分の部屋へと入っていった。

「なんだろう。どうすればいいのかな？」

「さあ……」

　二人で顔を見合わせていると、唐とう突とつに八尋の携帯が鳴った。

「あれ？」

　知らない番号から掛かってきた事を訝いぶかしみつつ、八尋は電話を耳に当てる。

　すると──

『やっほー！　元気？　やー、ごめんね？　まともに相手できなくって！』

　と、今しがたリビングから出て行った女性の声が聞こえてきた。

『あー、やっと普通に話せるよ！　私、人と目や顔を合わせるのってすっごく苦にが手てでさ！　緊きん張ちようしちゃってまともに話もできないんだよねー！　ほんと、御ご免めんね？　君達が嫌きらいってわけじゃないから！　寧むしろ大好き！　二人とも愛してるよ！』

　もっとも、同じなのは声だけで、どう聞いても別人としか思えないテンションの高さだったのだが。

「あの……望美さん、ですよね？」

『そうだよ？　あ、スピーカーモードのやり方解わかる？　姫香ちゃんとも一いつ緒しよに話できるから』

「すいません、解りません」

　その後、口で色々と説明され、八尋はなんとか自分の電話の新しい機き能のうを作動させる事に成功した。

『もしもーし？　姫香ちゃんにも聞こえてる？』

「はい、聞こえてます」

『おっけー！　ちゃんとそっちの声も聞こえるよ！』

　スピーカーのように周囲に音が響ひびくようになり、どうやら普通に会話できる形になったようだ。八尋はそう安あん堵どしたが、果たしてこれが『普通の会話』なのかという事には少しばかり首を傾かしげる。

　何しろ。ほんの数メートル先、扉とびら一枚隔へだてた所に彼女は存在しているのだから。

『改めて自じ己こ紹しよう介かいするね！　私は琴こと南なみ望美のぞみ！　引きこもりみたいな事やってるけど、一応お金は稼かせいでるからニートじゃないよ！　久く音おんの学費や生活費も私が稼いでるわけだしね』

「もしかして、作さつ家かさんか何かですか？」

　引きこもりでもできそうな職しよく業ぎようで真まっ先さきに思いついたものを口にした姫ひめ香かだが、それはあっさりと否定された。

『いやいや、違うって！　あ、でも、ペンネームを使って文章書いてお金稼いでるって意味じゃ、似たようなもんかな！』

「ペンネーム？」

『そ、ハンドルネームって言ってもいいけど、記事書いてるから、ペンネームって言った方がいいのかな、やっぱり！』

　そして、電話の向こうから一つの固こ有ゆう名めい詞しが吐き出される。

『リラ・テイルトゥース・在ざい野や……って、聞いた事ない？』




　リラ・テイルトゥース・在野。

　どこの国の出身者かも解わからない奇き妙みような名前だが、八や尋ひろはどこかでその名前を目にしている事に気が付いた。

　──あれ？

　──なんだか、今日きようその名前見たような……。

　八尋が記き憶おくの糸をたぐり寄せるより先に、姫香がその答えを口にする。

「……『いけニュ～！』の管理人さん、ですよね」

『ピンポンピンポン！　大だい正せい解かい！』

「あっ」

　思わず声を上げ、八尋は明確に思い出した。

　昼休みにクラスメイト達から見せられた、久音と首くび無なしライダーの写真が話題になっていたニュースサイト。それが『いけニュ～』というブログであり、その管理人の名前がリラ・テイルトゥース・在野だったという事を。

「え？　あれ？　でも……」

『そうだよ？　あれは、姉弟の自じ作さく自じ演えんの記事だよー？　元になったブログなんて探してもありゃしないよ。架か空くうのブログを元に記事作ったんだからね！　結けつ構こうみんな騙だまされててさ、笑っちゃうよね！』

「？　？　？」

　八尋の頭の中にいくつもの疑ぎ問もん符ふが浮かんでは消えて行く。

　架空の日記をニュースサイトの記事にする？

　何な故ぜ、わざわざそんな真ま似ねをするのだろう？

　しかも、どうして首くび無なしライダーについての噓うそを交えながら？

　ニュースサイトが噓をついていいのだろうか？

　結局、八や尋ひろは誰だれに攫さらわれたのだろう？

　数々の『？』が頭の中を駆かけ巡っている八尋の横で、姫ひめ香かが電話に問いかけた。

「もしかして……攫われる為ために、ですか」

『……あれれ？　やけに鋭いね？』

「……」

『どうしたのかな、辰たつ神がみさん。もしかして、人攫いに心当たりがあるとか？』

　妙みような事を言い出す望美のぞみに、八尋は疑問をとりあえず頭の外に放り出し、言った。

「それはないですよ」

『どうして？』

「だって、犯人を知ってるなら、警察に言えばいいだけの話じゃないですか」

『今いま更さらそんな純じゆん粋すいでストレートな意見を聞くことになるとは思わなかったよ！』

　電話の向こうで呆あきれたような笑いが聞こえて来るが、八尋は何か自分はおかしな事を言っただろうかと首を捻ひねる。

『八尋君、思ってたより面白いね。君は、誰だれがみんなを攫ったと思う？』

　興きよう味み本ほん位い丸出しの問いかけに対し、八尋は真剣に考えた後、答えた。

「暴ぼう力りよく団だんとか……」

『なんでそう思う？』

「いや、根こん拠きよって言うか……。俺おれも中ちゆう二にの時に攫われたんで」

『……』「……」

　姫香と望美が同時に沈ちん黙もくする。

　八尋が下らない冗じよう談だんを言う類たぐいの人間ではないという事は、どちらも既すでに理解していた。

　だが、何な故ぜ攫われたのかが解わからない為、姫香には話がまったく吞のみ込めず、ある程度八尋という人間の噂うわさを知っている望美も、彼の口から想そう像ぞう以上の言葉が出て来て黙だまり込んだのである。

「その時は婆ばあちゃんが組のエラい人に話をつけて助けてくれたんですけど、あの時はとても怖こわかったです」

『やっぱり君、面白いね』

　少し声を低くしながら、望美が言った。

『なるほどねー、久く音おんが気に入るわけだよ』

「あの、結局、久音君は無ぶ事じなんですか？　そんなに焦あせっているように思えないんですけど」

　思った疑問を率そつ直ちよくに口にする八尋に、被ひ害がい者しやの姉はあっけらかんとした調子で答える。

『まあ、無事かどうかは解らないけど、勝しよう算さんはあるんじゃないかな？』




『そこのお姫ひめ様さまの推すい察さつ通り……アイツ、わざと攫さらわれたんだからさ』













六章Ｂ　観察者







東とう京きよう都と　某ぼう所しよ




　時は、半日前──八や尋ひろとセルティが会った後の深夜まで遡さかのぼる。




　目め隠かくしを外された四し木きの目に飛び込んできたのは、見知らぬ部屋の風ふう景けいだった。

　部屋の隅すみに積まれたダンボール箱や灯とう油ゆ缶かん、壁に掛けられたスコップなどの道具などから見て、恐らくは別べつ荘そうか何かの広めの物もの置おき部屋として使われている部屋だと推すい測そくできる。

　窓一つ無い所を見ると、地ち下か室しつの可能性も高いだろう。

　そうした事を考えた後で、目隠しを外した相手の方に目を向けた。

　自分の両手は背中側でガムテープによって縛しばられており、足あしも同どう様ように拘こう束そくされている。

　実際の所、見るか喋しやべるかしかリアクションできない状態なのだが、それでも四木は喚わめく事をせず、冷静に観察をする事にした。

　自分達を拉ら致ちしてここまで運んできた、命知らずの人ひと攫さらいを。

　サングラスにマスクと帽ぼう子しという、街まち中なかでは逆に目立つような変へん装そうだ。

　せめて目め出だし帽ぼうでもつけろと言いたかったが、とりあえず何も言葉を発さぬまま様よう子すを窺うかがう事にする。

　すると、無む言ごんの四し木きの代わりに、足あし元もとに転がっていた別の男が声を上げた。

「手前てめえら、何が目的だぁ！　こんな事してただで済むと思ってんのかコラァ！」

　普段は四木の車の運転手をしている、坊主ぼうず頭の舎しや弟ていである。

「騒さわぐな」

　四し木きが一ひと言ことそう口にすると、舎弟はビクリと身体からだを震わせ、四木の方に視線を向けた。

　彼もまた四木と同じように手足を封じられており、座らされた四木とは違い、床に転がされているような状態だ。

「し、四木の兄あに貴き！　すいやせん！　俺おれのせいで……俺のせいで四木の兄貴までこんな事に！」

「喚わめくな。専せん務むと呼べ」

　泣き言を言う部ぶ下かにそう言い放ち、四木はこれまでの事を考える。

　──しかし、面倒めんど臭くさい事になったな。

　──こいつらの目的は、一体なんだ？







　一時間程前。

　深夜の東とう京きよう都と内ない。取引先との会合を終え、運転手と共に粟あわ楠くす会かいの事務所へ報告に戻るべく車に乗った四木だったが──

　運転手からいつもの『お疲れ様です』の声が無い事に気付き、即そく座ざに脳のう味み噌そを非常時用の思し考こう回かい路ろに切り替えた。

　慌あわてず、いつも通りの調子でルームミラーに目を向ける。

　運転席に座る男は、スキンヘッドという事は一いつ緒しよだが、この駐ちゆう車しや場じように来るまでに運転していた部下と別人だという事は一ひと目めで解わかった。

　いくら四木がその筋すじの人間とはいえ、出入り中でもない現在は、拳けん銃じゆうや刃は物ものの類たぐいを持ち歩いてはいない。

　暴ぼう対たい法ほうが厳きびしくなった今では、銃じゆう刀とう法ほう違い反はん一つで組くみ長ちようを危き機きに晒さらす事になるからだ。

　──さて、これが俺個人への恨うらみつらみか、粟楠会への攻こう撃げきかで話は変わるな。

　──和わ平へいに納なつ得とくしてねぇ明あ日す機き組ぐみか、他に揉もめてる組の仕し業わざか……。

　──あるいは、粟楠会内部の人間……。ありえないとは言い切れないのが嫌いやな所だ。

　すぐに出られるように左右のドアを確かく認にんするが、どうやら逃とう走そうを図るのは無む駄だな作業だと理解する。

　ドアの両側からサングラスとマスクをした屈くつ強きような男達が近づき、両側から同時に扉とびらを開けた。

「四し木きさんですね」

「我々に同行してもらう」

　重おも々おもしく言う男達を見て、四木は思わず眉まゆを顰ひそめる。

　彼らの立ち振る舞いを見た瞬しゆん間かんに、強い違い和わ感かんを覚えたからだ。

　その違和感は、長なが年ねん裏の組そ織しきに身を置いていたからこそ感じ取れたものなのだが──四木は逆にその『違和感』が納なつ得とくできず、静かに言葉を口にする。

「……目的は、俺おれか？」

「答えられない」

「本物の運転手はどうした」

「大人おとなしくすれば、あんたにも運転手にも危き害がいは加えない」

　マスクでくぐもった声を聞き、四木は目を細め、男達ではなく車の周りを見た。

　この暴ぼう漢かん達たちが拳けん銃じゆうなどを持っている様よう子すはない。持っているとしても、今現在手にしていない時点で、どうとでもあしらえる自信はある。

　だが──窓の外に、同じように顔を隠かくした者達が十人以上固まっている事に気付き、四木は小さな溜ため息いきを吐き出した。

　──やれやれ、赤あか林ばやしか青あお崎ざきなら、この程度の人数どうとでもなるんだろうが。

　──こちとら武ぶ闘とう派はじゃねえってのに、面めん倒どうなもんだ。

「大人しくしてれば殺さない。安心しろ」

　──……。

　──こいつら……？

　四木は、相手の声の裏にあるとある感情に気付き、冷たい声こわ色いろで答える。

「いいだろう、とりあえず、話を聞こうか」







　それから、隣となりに止めてあったワゴン車に乗せられ、目め隠かくしをされたまま一時間ほど運ばれた。

　車の移動する感覚から、途と中ちゆうで高速に乗ったという事や、何度も曲がってこちらを混乱させるような真ま似ねはしてないという事が推すい測そくできる。

　時間やこの物もの置おきの様子なども合わせて考えると、二十三区外の東とう京きよう西部、府ふ中ちゆうから八はち王おう子じにかけての別べつ荘そうといった所だろうか。

　──いや、決めつけるのもマズいな。

　四木はそんな事を考えつつ、地ち下か室しつにいる数人の男達に対して淡たん々たんと言う。

「で？　俺になんの用だ？」

「用はないそうだ」

「何？」

「強いて言うなら、暫しばらくここに居て貰もらうってことらしい」

　──なるほど、こいつらはハズレか。

　──何も知らされてない兵へい隊たいってとこだろう。

　──いや、俺おれの予想が正しいなら、恐らく兵隊ですら……。

　そんな事を考えていると、扉とびらの方が騒さわがしくなる。

　入口のドアが開かれ、新たに数人の男達が部屋に雪な崩だれ込んできた。

　僅わずかな隙すき間まから上に向かう階段だけが見えたので、やはりここは地ち下か室しつらしい。

　そして次に、四し木きは目に映った新しい一いち団だんに目を向けた。

　部屋に入って来た三人のうち、二人は他と同じくマスクなどで顔を隠かくしている。

　残る一人は、四木達と同じように手足を縛しばられている、緑みどり色いろの髪かみの毛が嫌いやでも目に付く少年だった。

「ここで大人おとなしくしてろ」

「出来れば綺き麗れいな女の人と一いつ緒しよの部屋がいいな、俺」

　その言葉を無視して、男達は乱らん暴ぼうに少年を突き飛ばす。

　四木の足あし元もとに倒れたその少年は、部屋中に響ひびき渡るような大声で、ある人物の名前を叫びあげた。

「いるんでしょう！　この建物のどこかに、辰たつ神がみ彩あやさんと愛あいちゃんもさあ！」

　そんな少年の腹を、男の一人がゆっくりと踏みつける。

「黙だまってろ」

「アイタタタ！　ギブ！　ギブ！　黙るから止めてってマジで！」

　男達は少年に対して冷ややかな視線を向けた後、少年の目め隠かくしすら取らずに去って行った。

　ドアの前に見張りが一人残っているが、四木達と話をする気はないようで、無む言ごんのまま壁に寄りかかっている。

　こちらが話す分には問題なさそうだと考えた四木は、足元の少年に声をかけた。

「大だい丈じよう夫ぶか、坊主ぼうず」

「あ、すいません。目隠しだけでも取って貰えませんか」

「悪いな、俺は連れん中ちゆうの仲間じゃないんだ。目隠しは無いが手足は坊主と同じ状況だ」

「そうですか、すいませんどうも」

　四木は値ね踏ぶみするように少年を見た後、小声で一つ問いかける。

「お前、今け朝さネットで話題になってた奴やつだな」

「え？　オジサンも御ご存ぞん知じなんですか？」

「普段は見ないサイトだが、少しばかり首くび無なしライダーの事を調べててな」

「参まいったな、俺、そこまで有名人になってたなんて」

　困ったように笑う少年に、四し木きは冷静に告げた。

「ああ、お前さんがホラ吹きだって事も知ってるぜ」

「へ？」

「首くび無なしライダーは、好こう物ぶつどころか物を食ったりはしない。それに、カラオケになんか行くはずないだろう？　首がないんだからな」

「あらら、オジサン、首無しライダーが本当に首が無い化ばけ物ものだなんて信じてるんすか？」

　わざとらしく嘲ちよう笑しようする少年に、四木はただ、事実だけを突きつける。

「信じるもなにも、無いものはないからな。セルティに会ったことがあるお前が一いち番ばん解わかってるんじゃあないのか？」

「……やだな、オジサン。その物もの腰ごしといい、首無しライダーさんの名前知ってる事といい……もしかして、その筋すじの人？」

　冗じよう談だんめかして言う少年に、横に倒れていた四木の部ぶ下かが文もん句くを付ける。

「おいこら、手前てめえナニ兄あに貴きに生なま意い気きな口利いてんだ？　お？」

　縛しばられたまま凄すごむ部下に溜ため息いきを吐きつつ、四木は更さらに少年を問い詰めようとしたのだが──

「専せん務む。俺おれ、こいつのこと知ってますよ。事務所の連れん中ちゆうがこの前騒さわいでたアレっすよ」

　その部下が、少年の髪かみの色を見てある事を思い出し、興こう奮ふんしながら声をあげた。




「確かこいつ、平へい和わ島じま静しず雄おと喧けん嘩かでタメ張ったっていうガキの連れですよ」





♂♀






昼　池いけ袋ぶくろ西口公園




　西口公園の野や外がいステージ側。

　金きん属ぞくのチューブ状ベンチに、バーテン服の男と漆しつ黒こくのライダースーツの女という、奇き妙みような組み合わせの二人が腰を掛けている。

『それじゃあ、あの八や尋ひろ君って子は、本当に静雄と喧嘩で渡り合ったのか？』

　セルティが差し出したスマートフォンの画面を見て、バーテン服の男──平和島静雄は隠かくし立てする事なく答えた。

「ああ、緑みどり色いろの頭した奴やつの連れだろ？　なら多分間違いねえな」

　静雄は数日前の事を懐なつかしむように、軽く空を見上げながら言葉を続ける。

「まさかセルティの知り合いとは思わなかったぜ。世の中狭いもんだ」

『いや、私も昨日きのう知り合ったばかりだが……。色々とありすぎて、何がなんだか』

　四木が行方ゆくえ不ふ明めいになったと聞かされたセルティは、独自に情報を探るべく街を回っていた。

　その最中さなか、赤あか林ばやしに『あんたを疑ってる連れん中ちゆうもいるから気を付けろ』と聞かされ、どうしたものかと途と方ほうに暮れている所で静しず雄おに声を掛けられたのである。

　セルティがゆうべの八や尋ひろと麗貝リーペイの会話を思い出し、まさかと思いつつも話を振ってみたのだが、まさか肯こう定ていされるとは思わなかった。

『信じられないな。サイモンとかならまだしも、普通の高校生で静雄とまともに渡り合える奴やつだなんて』

「お前、俺おれの事なんだと思ってんだ？」

『すまない。ただ、お前がまともな殴なぐり合いで苦く戦せんしてるのを見た事も無かったからな』

　セルティの頭の中には、まともな殴り合いとは違う形の喧けん嘩かをしていたという意味で、とある情じよう報ほう屋やの顔が思い浮かんでいたが、静雄が不ふ機き嫌げんになるのは目に見えていたので敢あえて文字にはしない事にする。

　ところが、その情報屋について、珍めずらしく静雄の方から切り出した。

「臨也いざやの事を覚えてるか？」

『忘れる筈はずがない。……というか、静雄からその名前を出すのは珍しいな』

「まあ、俺もあんなノミ蟲むしの事は思い出したくもないんだけどよ……。なんつーか、こんな事を頼むのも気が引けるんだが、その三み頭ず池ち八尋って奴と知り合いなら、色々と気を付けて見てやってくれねぇか？」

『？』

　首を傾かしげるような仕し草ぐさでヘルメットを傾けるセルティに、静雄は難しい顔をしながら続ける。

「あの髪かみの毛を緑みどりに染めた奴よ……あいつ、臨也の野や郎ろうと同じタイプの人間だぜ」

『そうなのか？』

「勘かんだけどな」

『なるほど』

　──確かに、あのグイグイ来る謎なぞのフレンドリーさは不自然だったが。

　写真を撮とってきた時の事を思い出し、セルティは心しん中ちゆうで苦く笑しようした。

　今け朝さ方がた、あの写真がニュースになっているのは確かく認にんした。

　鈴すずカステラやカラオケなど適当に話が盛られてはいたが、セルティとしては『人ひと攫さらいじゃないっぽい』という雰ふん囲い気きが出ていたので、怒るよりも寧むしろ安あん堵どの気持ちの方が大きい。

『しかし、それと八尋君を気に懸かける事がどう繫つながるんだ？　本当に臨也みたいな奴なら、周りにいる奴全員が厄やつ介かいごとに巻き込まれる事になるぞ』

　当然の疑問を画面に綴つづるセルティに、静雄は少し考えた後に答えた。

「なんつーかな、アイツと殴り合っててよ、昔の俺を思い出してな」

『昔の静雄？』

「あいつぐらい強かったら、色々な面めん倒どうごとに巻き込まれる事にもなるだろうよ。実際、今まで街じゃ見ない顔だからな。余よ所そでなんかやって、こっちに来たのかもな」

　静しず雄おは更さらに考え込み、軽く舌した打うちをしてから再び口を開いた。

「なあ、セルティ」

『なんだ？』

「もしもの話だがよ、もし俺おれが、上う手まいこと色んなもんが嚙かみ合ってよ……。新しん羅らの奴やつと同じぐらい臨也いざやの野や郎ろうとまともな仲だったら、どうなってたと思う？」

『凄すごい事を聞くなあ』

　セルティは驚きを隠かくさず、静雄に真意を確かく認にんした。

『なんで、そんな事を聞くんだ？』

「いや……一年半前の件で壊こわれたビルが、この半年の間に完成してな……」

『ああ、あのビルか』

　一年半前。

　静雄はとある事件の最中さなか、犬けん猿えんの仲であった折おり原はら臨也と本ほん気きの殺し合いに陥おちいる結果となった。

　街から消えた臨也の生せい死しは現在も不ふ明めいだが、二人が壮そう絶ぜつに争った爪こん痕せきは確かに街に刻まれた。

　中でも建築途と中ちゆうのビルの爆ばく発はつは凄すさまじかったが、犯人である臨也が街から消えてしまっている為ために進展は無いらしい。

　静雄が関わっている事にも気付いているのかもしれないが、未いまだに彼が事情聴ちよう取しゆすらされていない所を見るに、泳がせているのか、あるいは警察内部で何か特別な動きがあったのだろうという事が予想できた。

　そんな爆ばく発はつのせいで開発が遅れに遅れたビルだが、セルティが新羅と旅に出る頃ころには完成間ま際ぎわだったと記き憶おくしている。

「あのビルの事件とか思い出してな……想そう像ぞうしたくもねえが、もしも俺おれとあのノミ蟲むしと仲良くやれてりゃ、街にも色々と迷めい惑わくが掛からなかったんじゃねえかなって思ってよ……」

　──そんな事は……。

　ない、と文字を打ちかけて、セルティはそこで手を止めた。

　確かに、静雄と臨也の争いに巻き込まれた者達の事を考えると、それが無ければ誰だれもがもっと平へい穏おんな人生を過ごせていたのかもしれないと考えてしまったからだ。

　もちろん、セルティ自身も含めて。

『まあ、そうかもしれないが、逆にもっと酷ひどくなったかもしれないぞ』

「そうか？」

『ああ、別にそれで臨也が善ぜん人にんになるわけじゃないからな。仲良くなったお前の事を利用して、何かとんでもない事をやらかしてたかもしれない』

「ああ……それもそうだな」

　静雄は小さく息を吐いた後、友人である首くび無なしライダーに語り始める。

「その八や尋ひろって奴やつな、俺とガチで喧けん嘩かしてる最さい中ちゆうよ……なんつーか。こう……嬉うれしそうだったんだよ。多分今まで、嫌いや々いややる喧嘩しかしてなかったんだろうな」

『嫌々やらない喧嘩なんてあるのか？』

「どうかな。俺は少なくとも、あの刀に操あやつられた連れん中ちゆう相手に生まれて初めて本ほん気き出せた時は……なんだ、その、楽しかったぜ」

　自分で言っていて恥はずかしいのか、静しず雄おは照れ隠かくしの為ために目を明後日あさつての方に向けた。

「なんつーか、あいつもその時の俺と同じ感覚だったんじゃねえのかな……。どっちにしろ、あんだけ喧嘩が強い奴やつなら、色んな連中が近づいてくるだろうよ。それこそ、ノミ蟲がまだ街に居たら、確実に声をかけてただろうな」

『それは解わかる』

「だからよ、学校の後こう輩はいって事もあるが……。俺とあのノミ蟲みたいな道を辿たどる奴がいねえに越した事はないと思ってよ。とはいえ、ノミ蟲と同じタイプの奴に利用されるってのも見過ごせねえっつーか……。まあ、人は人なんだから余よ計けいなお節せつ介かいなんだけどよ。もしも、なんかあったら、俺みたいになるなってセルティの口から言ってやってくれないか？」

『自分で言えばいいだろう』

　セルティはそう言ったが、静雄は眉まゆを顰ひそめながら答える。

「お前や新しん羅らやトムさんならともかく、ただの高校生が俺なんかと話してたら、ゴタゴタに巻き込んじまって迷めい惑わくかけるだろうがよ」

　──いや……だったら首くび無なしライダーの私が八尋君と仲良くしてても同じっていうか……。そもそも、私はゴタゴタに巻き込んでもいいのか？

　そう言いたくなったが、彼なりに少年達に気を遣つかっているのだろうと考え、セルティは敢あえて突っ込まない事にした。

　──しかし、静雄がこんな事を言い出すなんて、本当に丸くなったなあ。

　──まあ、臨也いざやもどこかに消えたわけだし、とげとげしくなる理由もないか。

　セルティは友人の変化を緩やかに歓かん迎げいしつつ、そのままベンチから立ち上がる。

『せっかくの休きゆう憩けい時間を邪じや魔まして悪かったな。私もそろそろ行くよ』

「いいのか？　何かお前も大変そうだけどよ、手伝える事があるなら言えよ？」

『ああ、大だい丈じよう夫ぶだ』

　せっかく丸くなったのに、静雄を巻き込むわけにはいくまい。

　友人の将来に気を遣ったセルティは、改めて四し木きの足取りを追おうとしたのだが──




「首無しライダーさん！」




　と、自分を呼び止める声がした。

　静しず雄おとセルティがそちらに顔を向けると、そこには一人の少女が立っている。

　走って来たのか、息を切らせている少女は、呼吸を整えた後、本当に嬉うれしそうな声でセルティに微ほほ笑えみかけた。

「やっと……やっと会えた！」

　──あれ？

　──この子、確か……。

　見覚えのある少女の名前が思い浮かぶよりも先に、静雄が先にその答えを口にする。

「よう、茜あかねちゃんじゃねえか」

　──ああ、そうだそうだ。

　──茜ちゃんだ。

　粟あわ楠くす茜。

　泣く子も黙だまる『粟楠会かい』の会長、粟楠道どう元げんの孫まご娘むすめであり、数年前のとある事件で、セルティや静雄と深く関わった少女だ。

「し、静雄さんも、こんにちは」

　あたふたしながら静雄にも頭を下げた後、茜は改めてセルティに言う。

「良かった……戻って来てたんですね！」

『ああ、確かに暫しばらく旅行に出かけていたけど……』

「旅行？」

『ああ、秋あき田たの花はな火び大たい会かいとか、沖おき縄なわの慶け良ら間ま諸しよ島とうとか、北から南まで半年ぐらいね』

　件くだんの事件以外ではあまり多く交流があったわけではない茜が、どうしてここまで興こう奮ふんして自分の帰き還かんを喜んでくれているのだろう？

　セルティはそう思ったが、とりあえず深くは考えずに返事をした。

　すると、茜は心しん底そこ安あん堵どしたという顔をして、半分涙なみだ目めになりながらセルティを見る。

「良かった……やっぱり、首くび無なしライダーさんは犯人じゃなかった」

『あっ、その件か』

「はい……実は、私の先せん輩ぱいも一人行方ゆくえ不ふ明めいになってて……。その人、首無しライダーさんの大ファンだったんです！」

　──はい？

　心しん中ちゆうで固まるセルティの代わりに、静雄が眉まゆを顰ひそめながら呟つぶやいた。

「セルティの……ファン？」




　事情を聞いたセルティは、心中で様さま々ざまな事が腑ふに落ちる。

　──なるほどね。

　──昨日きのう、八や尋ひろ君達から『知り合いの中学生の先せん輩ぱいも消えた』って聞いてたけど……。まさか、その知り合いっていうのが茜あかねちゃんだったなんて。

　意い外がいな所で自分と繫つながった事を奇き妙みように思いつつも、これも縁えんなのか、あるいは世せ間けんが思っていたよりも狭いのだろうかとセルティは感かん慨がいにひたる。

　そして、事じ態たいはそれどころではないという事を思い出し、茜を心配させまいと胸を叩たたく。

『安心してくれ。君の先輩も四し木きさんも、ちゃんと私が見つけてみせるから』

　ところが、そう言った瞬しゆん間かん、茜の顔が不安そうに曇った。

「えっ？」

『え？』

「四木さんもって……どういう事ですか？」

　──しまった！

　茜はどうやら四木が夕べから失しつ踪そうしているという事までは知らなかったらしい。

　事情を知らない静しず雄おもセルティが言ってはいけない事を言ったのは理解できたようで、『なにやってんだ』という呆あきれた視線がセルティの胸に刺さる。

『ち、違うよ。今のは打ち間違えなんだ。君の先輩「を」四木さん「と」、ちゃんと私が見つけてみせるからって書くつもりだったんだ』

「噓うそ……ですよね？」

　直した後の日に本ほん語ごも不自然なため、誤ご魔ま化かしが丸わかりだったようだ。

『……すまない。君はもう知ってると思ってたんだ』




　その後、『自分も一いつ緒しよに犯人を捜す』と言いだした茜をなんとか宥なだめつつ、彼女が知る限りの情報を得る事ができたセルティ。

　中でも特に彼女が気になったのは、次の言葉だった。

「辰たつ神がみ先せん輩ぱいは……首くび無なしライダーさんの事を、神かみ様さまみたいに言ってました」

『神様って』

「大おお袈げ裟さな言い方じゃなくって……。自分の世界を変えてくれる人だって……首無しライダーみたいになれるなら、死んでもいいって……」

『……物ぶつ騒そうな事を言われたなあ』

　──そう言えば、前に私と同じ顔に整せい形けいした子もいたなあ。

　今はアメリカにいるという少女の事を思い出しつつ、セルティは考える。

　──私を探している人間が消えたという話は四し木きさんから聞いていたが……。

　──ファンと言われるとこそばゆいけど、神様扱いされてたとなると逆に申もうし訳わけないなあ。

　──私はそんな、大した存在じゃないのに。

『とにかく、あとの事は私や赤あか林ばやしさんに任せて、茜ちゃんは危ない事はしないでくれ』

　下へ手たに自分と関わったせいで茜に何かあったら申し訳ないという思いと、もしも彼女に何かあったら粟あわ楠くす会かいがどう動くかという二重の心配により、セルティは彼女に一人で犯人捜しなどをしないようにと念を押した。

「でも、四し木きさんもそう言ってたのに……」

『大だい丈じよう夫ぶだって！　私を信じてくれ！　半年も消えてたけど、ちゃんと戻って来たろう？』

　無む理り矢や理りなこじつけで説せつ得とくをするセルティだったが、その熱意が通じたのか、茜あかねはしぶしぶながらも納なつ得とくしたような顔で頷うなずいて見せる。

『安心して待っていてくれ、茜ちゃんの先せん輩ぱいと四木さんは、絶対に連れ戻すから』

　太いフォントで文字を打ち込むセルティに、静しず雄おが言った。

「おい、俺おれも手伝うぞ。何かできる事はあるか？」

『私でも手に負えないぐらい荒あら事ごとになりそうだったら頼むよ。それまでは……トムさんあたりに何か心当たりがないか、聞いておいてくれると助かる』

「おう、すぐに呼べ、仕事サボってでも行くからよ」

　静雄が笑いながらそう言うのを聞き、セルティは心強く感じながらその場を後にする。

　──まあ、静雄を呼ばなきゃいけないなんて、相手が吸きゆう血けつ鬼きの集団だったとかそういうレベルの話だしな……。

　最初から静雄が暴あばれれば、大たい抵ていの犯はん罪ざい者しやなどあっさりと倒せるだろう。しかし今回は攫さらわれた人ひと質じち達がいるのだ。静雄が暴れたら人質ごと危ないので、彼らを救う事を最さい優ゆう先せんとしなければならない。

　そう考えながら、セルティは公園の入口に停とめていた黒バイクに跨またがった。

　なにより、まだ『人ひと質じち』として機き能のうすべく、攫さらわれた人々が生きている事を祈りながら。




　と──その瞬しゆん間かん。

　彼女は、背せ筋すじに何か嫌いやな物を感じて振り返った。

　茜と静雄がこちらを見て手を振っているのが見えたので、セルティはとりあえず振り返しつつ、視線を公園内のあちこちに巡らせる。

　──なんだろう。

　──何か、視線を感じた気がする。

　──いつもの好こう奇きの視線とは違うような……。

　そこまで考えたセルティは、『もしかしたら白バイかもしれない』という考えに到り、背筋を震わせながらその場を去る事にした。







　首くび無なしライダーに視線を送っていた当人は、バイクが視し界かいから消えるのを見送った後、静かに呟つぶやく。

「平へい和わ島じま静しず雄おはいいけれど、あの子は駄だ目めよね」

　西口公園の傍そばに停車していた車の中にいた『彼女』は、目を細めながら静雄と茜あかねに視線を向け、言葉を続けた。

「あの子も、消えるの」

　そして、誰だれかに対する、恋れん慕ぼにも似た果てしない憧しよう憬けいを含めた声が吐き出される。

「彼女は深く関わってしまったから、あの人に消されるの」

　瞳ひとみの中には、粟あわ楠くす茜に対する憎にくしみと憐あわれみを湛たたえながら。

　魂たましいが抜け落ちた、出来の悪い人形のような笑えみを顔面に貼はり付けながら。




「それが、彼女の運うん命めいよ」





♂♀






夕ゆう刻こく　新しん羅らのマンション　地ち下か駐ちゆう車しや場じよう




「やあ、一日ぶりだねぇ」

　情報集めの為ために街まち中なかを駆かけ回り、地下駐車場に戻って来たセルティ・ストゥルルソン。

　バイクから降りたばかりの彼女に声をかけたのは、夕べ会ったばかりの青年だった。

　──……!?

　──……ああ、嬰麗貝エイ・リーペイか。

　セルティは相手が昨日きのう連れん絡らく先さきを交換したばかりの知り合いだと解わかってホッとしたが、次の瞬しゆん間かん、ある事に気付いて慌あわててスマートフォンの画面を向ける。

『どうしてここが解った!?　メアドは教えたが住所までは教えてない筈はずだぞ！』

「おっと、それは蛇じやの道は蛇じや……って奴やつだよねぇ。安心していいよぉ？　警察とかマスコミにたれ込むつもりはないからさぁ」

　無む邪じや気きな微ほほ笑えみを向ける麗貝に、セルティは暫しばし考えた後、ある事に思い当たった。

『そうか……一時期【屍龍ドラゴンゾンビ】は臨也いざやと組んでたからな。その時に臨也から聞いたんだな？』

「俺おれは、直接その折おり原はら臨也って情じよう報ほう屋やとは会った事ないけどねぇ。俺が入院してる最中さなか、仲間が世せ話わになったらしい。ま、礼れいをしようにも、生きてるか死んでるか解らないんでしょ？」

『まあな。生きてても死んでても迷めい惑わくを掛ける奴だというのが今証しよう明めいされたよ』

　肩を竦すくめながら言うセルティに、麗貝も同じように肩を竦めて笑う。

「英えい雄ゆうも奸かん賊ぞくも、最後は他人が作りあげるものさ。あなたもこの半年、生きてるか死んでるかも解らない間に奸賊にされつつあるしねぇ？」

『そんな皮ひ肉にくを言いに来たわけじゃないんだろう？』

「ああ、話が早くて助かるよぉ。粟あわ楠くす会かいに何かあったんだろぉ？」

『急になんの話だ？』

　かまをかけている可能性を考え、セルティは逆に尋たずね返した。

「今け朝さから『邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤン』の連れん中ちゆうが五う月る蠅さく騒さわいでてねぇ。俺らも容疑者らしいよぉ？」

『邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤン』というのは、『屍龍ドラゴンゾンビ』のライバルチームであり、粟楠会の庇ひ護ご下かにある存在である。

　粟楠会のような組そ織しきの幹かん部ぶを攫さらうなどという恐ろしい真ま似ねをしでかすのは、それなりの力を持った組織だと考えているのだろう。

　しかし、『屍龍ドラゴンゾンビ』が敵てき対たいチームを通り越して、ケツモチである粟楠会に手を出すとは考え辛づらい。そういう意味で、セルティの中では麗貝リーペイはとりあえず容疑者からは外していた。

「俺達も疑われたままじゃ困るからさぁ。本腰入れて協力してあげようと思ってねぇ」

『なんだ、最近活発なカラーギャングでも教えてくれるのか？』

　仮に何らかの暴ぼう力りよく的な組織が犯人だった場合、四し木きを粟楠会の幹部だと知った上で攫ったならば、粟楠会を敵に回せる力があるという事だろう。

　バックに別の組が動いていてもおかしくないと考えながら、セルティはそう尋ねた。

　しかし、麗貝は軽く首を振って答える。

「その逆さぁ。池いけ袋ぶくろから、影も形もなくぱったりと消えた人間と……組織がある」

　少し考え、セルティは訝いぶかしみながら文字を打った。

『……まさか、折おり原はら臨也いざやが裏で暗あん躍やくしてるとでも言うつもりか？』

「いやいや、そうじゃないよぉ。ただねぇ、その可能性も零ゼロじゃないかなぁ。少なからず、折原臨也が関わった組そ織しきだからねぇ。どっちも」

『……「どっちも」？』

「ああ、そうさ。二つあるんだよねぇ。君も知ってるんじゃないかなぁ？」

　もったいぶるような仕し草ぐさでクルクルと回った後、駐ちゆう車しや場じようの柱はしらに寄りかかりながら、麗貝は二つの組織名を吐き出した。

「……『アンフィスバエナ』っていう地下賭と博ばくグループと、『ヘヴンスレイブ』っていう、麻ま薬やく組織なんだけどねぇ？」

『あ……そいつらは確か……』

　セルティにとって記き憶おくにある名前だった。

　かつて、情じよう報ほう屋やの折原臨也が潰つぶした組織。

　詳しよう細さいはだいぶ後に知る事となったのだが、臨也がその組織を二つ同時に潰す際、彼に使いっ走りをさせられた記憶がある。

『そいつらは消えたんじゃない。潰されたんだよ』

「だが、根っこは生き残ってたんだよねぇ」

『そうなのか？』

「あぁ、そうだよぉ？　どっちの組織も、中心人物だった奴やつは綺き麗れいに生き残ってる。手た綱づなは折おり原はら臨也いざやが握ってたらしいけれど、今、臨也が消えちゃったろぉ？　どっちも一時期復活してたんだよねぇ」

　のんびりとした口く調ちようのままだが、どことなく声の色に険が含まれている感じがした。

　恐らく『屍龍ドラゴンゾンビ』とは敵てき対たい的てきな組織だったのだろうと考えつつ、セルティは話の続きを促うながした。

『それが、最近急に消えたっていうのか？　粟あわ楠くす会かいに徹てつ底てい的てきに潰されたんじゃないか？』

「だったら、その噂うわさぐらいは入って来てもおかしくないんだけどさぁ。本当に、煙のように消えちゃったとしか思えないんだよなぁ。……街の裏側の、更さらに地下に潜もぐったみたいにねぇ」

『本当に関係あるのか？』

　不ぶ気き味みな話には聞こえるものの、本当にその組織が人ひと攫さらいに絡んでるとは限らない。

　そもそも、潰す際に臨也の使いっ走りになったとは言え、その二つの組織にセルティ個人がそこまで恨うらまれるような覚えは無い。

　──いや、臨也が消えたんだから、仲間だと思われてる私が恨まれても仕方は無いか。

　──しかし、それだけで人攫いの真犯人と断定するには弱いな。

『何か、もっと根こん拠きよがあるんじゃないか？』

「鋭いねぇ。隠かくし事もできやしない」

　ふざけた調子で肩を竦すくめた後、不ふ意いに笑いを消し、麗貝リーペイは真剣な表情で話の続きを口にした。

「半年ぐらい前、うちのチームに接せつ触しよくがあった。金に糸いと目めは付けないから、仕事をして欲しいってねぇ。怪あやしい話だったし、粟あわ楠くす会かいを無む駄だに敵に回しそうだったから断ったけど……その時にそいつ言ってたんだよ」

　一いつ旦たん言葉を止め、セルティの顔を見ながら言った。

「……『首くび無なしライダーをどこまで信じてる？』ってねぇ」

『？　どういう意味だ？』

「言葉通りの意味さ。あなたが本当に、人間の理ことわりから外れた異い形ぎようの存在だと信じるか……って、聞いてたのさ。妙みようにしつこくね。興こう奮ふんすらしてた気がする」

『誰だれなんだ、その【そいつ】とやらは』

　答えを促うながすセルティに、麗貝はその人物の名を口にする。

「よんじゅうまん、って書いて四し十じ万ま……って読む奴やつなんだけど、知ってる？」

『……聞いた事ないな』

　そう答えた後に、ハっと思い当たる事があったのか、慌あわてて文字を打ち直す。

『いや、待て。シジマ……そうか、アイツか』

　セルティの記き憶おくに蘇よみがえるのは、一年半前に町まち中なかを『観察』した時に見かけた、那な須す島じまという男に付き従っていた青年だ。

　ただ怯おびえているだけの青年に見えたが、珍めずらしい名みよう字じだったので妙みように印いん象しように残っている。

「俺おれが断ってから少し経たって、あいつは街から消えた。なんか、余よ所そでもだいぶあんたについて話を聞いて回ってたらしいからねぇ」

　麗貝リーペイはそこで再び顔に笑えみを貼はり付け、楽しげに言葉を紡つむぐ。

「誰かが噂うわさしてたよ。『首無しライダーに消されたんじゃないか』ってねぇ」

『……まさか』

「そ、『首無しライダーに攫さらわれた』って噂された失しつ踪そう者しやの第一号ってわけさ。もっとも、殆ほとんど俺らの間でしか言われてないけどねぇ。とにもかくにも、それから少し経ってから、首無しライダーについて探ってた連中の失踪が始まったってわけさ。最初は一人。一ヶ月して二人。三ヶ月で五人、半年で十五人……っていうペースでねぇ」

『なるほど……当たってみる価か値ちはありそうだな』

　有力な情報を手に入れた事に手て応ごたえを感じたセルティは、突然の訪問者に対して素直に礼れいの言葉を綴つづる。

『ありがとう。突とつ破ぱ口こうになるかもしれない。私からみんなにも伝えておくよ』

「みんなって、三み頭ず池ち八や尋ひろ君とか？」

『ああ……まあ、一応何か解わかったら教える約束だからな』

「彼は巻き込まない方がいいんじゃないかなぁ」

　珍めずらしく歯切れの悪い事を言う麗貝に、セルティが更さらに文字を打った。

『そりゃ、まあ、子供を巻き込まない方がいいとは思うが、手がかりが見つかったという事で少しでも安心させた方がいいと思う。具体的な名前を出さなければ、勝かつ手てに動くような真ま似ねはしないだろう？』

「そっかー。いや、そういうんじゃなくて、ここで巻き込むと、彼、多分君に懐なついちゃうんじゃないかなぁと思ってねぇ」

『懐くって……』

「彼の事は『屍う龍ち』でも狙ねらってるんだよねぇ。先代あたりから台たい湾わんの人だけじゃなくて、日に本ほん人じんも普通にチームに入れられるようになったしさぁ」

　ニヘラと笑う女性的な青年の言葉がどこまで本ほん気きなのか解わからず、セルティは昼間の静しず雄おの言葉を思い出しながら問いかける。

『やっぱり、彼は色々なチームから注ちゆう目もくされてるのか？』

「そりゃあね。あなたが戻ってくるのと並んで、ここ数日の池いけ袋ぶくろ界かい隈わいの話題の的まとさぁ。まぁ、まだ八や尋ひろ君の名前とかに辿たどり着いてるチームは少ないだろうけどねぇ」

『喧けん嘩かが強いのは解るが……お前個人は、どう評ひよう価かしてるんだ？』

　セルティの質問に対し、麗貝は嬉うれしそうに笑いつつ、目を僅わずかに伏せながら答えた。

「あれはねぇ、正しよう真しん正しよう銘めい化ばけ物ものだよぉ。久々に震えが来た」

『化け物、か』

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに肩を竦すくめるセルティ。

　その意い図とを理解した上で、麗貝リーペイは尚なおも続ける。

「あなたは身体からだが化け物かもしれない。でも心は人間より人間らしい。だから、こうして仲良く会話できる。でもねぇ、あの子は、君なんかより余よ程ほど人間離れしてるかもしれないよぉ？」

　夕べの喧嘩の時の事を思い出したのか、麗貝は背に汗あせを滲にじませながら強がるように笑う。

「怯おびえてるせいで攻こう撃げき的てきになる、っていうのは普通の反応なんだけどさぁ……。彼の場合、その反動にまったくと言って良いほど躊躇ためらいが無い。恐きよう怖ふの感情を、そのまま怒りとか殺さつ意いみたいに四し肢しに乗せて振り回せるんだ。漫まん画がとかで良くあるでしょ？　命の危き機きになった瞬しゆん間かん、力が覚かく醒せいして敵を吹き飛ばす……みたいな展開」

『まあ、解る』

「彼は、ほんの些さ細さいな怯えからでも、脳のう味み噌そのリミッターを外せるのかもねぇ」

　そして麗貝は、冗じよう談だんめかした調子で、少し物ぶつ騒そうな事を口にする。

「俺おれだって、平へい和わ島じま静しず雄おや首くび無なしライダーを見てなかったら、手を組むなんてとんでもない。真まっ先さきに排はい除じよしなきゃ……って思ってたかもしれないよぉ？」

『軽々しくそういう事を言うもんじゃない』

「おっと、ごめんごめん。まあ、実際、彼、あなたや静雄さんと会って、安心したんじゃないかなぁ？　気付いてた？　夕べ、彼、君を警けい戒かいしてたけど、その割に結けつ構こう嬉うれしそうだったよ？」







「静雄もあなたも居なかった前の土地じゃ、彼はさぞ大変だったろうねぇ」





♂♀






池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ　姫ひめ香かの自宅前




　自宅の扉とびらを開こうとした瞬しゆん間かん、姫香は扉が開かない事に気が付いた。

　鍵かぎが掛けられているのは普通かもしれないが、姫香は合い鍵を持っていない。

　正確に言うならば、姫香は合い鍵を持つ事を許されていない。

　家の電気はついているのだが、チャイムを押しても反応はなかった。

　──まただ。

　──最近、間かん隔かくが短い。

　と、彼女は顔色一つ変えずに心しん中ちゆうで呟つぶやいた。

　母は、恐らく中で『あの状態』になっている事だろう。

　姫香が幼よう少しようの頃ころから続いている、母の発ほつ作さのようなものだ。

　心の病やまいなのか、あるいは演えん技ぎを続けているのか、何かの儀ぎ式しきのような物なのかは解わからない。

　なんの前触れもなく、周囲の全てをシャットダウンして、壁に向かってひたすら話し続ける。

　壁に浮かぶ自分の影の中に、自分の世界が閉じ込められているかのように──自分への言葉も姉への言葉も妹への言葉も父への言葉も、近きん所じよの誰だれかに対する言葉でさえ、ずっと自分の影に向かって語りかけるのだ。

　その間は、こちらからの言葉には殆ほとんど反応しない。

　反応したとしても、それに対する答えはやはり自分の影に向かって語られる。

　影の中に一体どんな幸せな夢を見ているのだろうかとも思ったが、その孤こ独どくな『会話』を聞いていると、さほど幸福そうには思えなかった。

　自分の頭をゆっくりとすり下ろすように、額ひたいを壁に押しつけながら誰かと会話している母の姿すがたを思い出し、姫香はやはり表情を変えぬまま鞄かばんを開く。

　今日きよう使うのが二度目となる、ヘアピンなどを弄いじって作った特とく殊しゆな金かな具ぐ。

　鍵屋が使う解かい錠じよう道具のようにも思えるが、本物とはだいぶ違う。

　そもそも本物の解錠器具ピツキングツールを、彼女が持てるわけがないのだから。

　ピッキングは、一いつ般ぱん人じんは専用の道具を持つ事すら許可されていない。

　専門の資格を持った鍵かぎ屋やなどの人間以外に道具を売ると、その時点で犯罪が成立する。

　彼女の歳としでは鍵かぎ師しの資格を持つ事もできないため、非ひ合ごう法ほうな行動と言えたのだが──

　鍵屋の業務と並ぶ『正当な理由』がある場合には例外となる。

　果たして『定期的に閉め出される自分の家の鍵を開ける為ため』というものが正当な理由として認められるかどうかは解わからないが、姫ひめ香かにとっては、もはや同じ事だった。

　今日きよう、初めて他人の家の鍵を解かい錠じようしてしまったのだから。

　過去に自分の家の鍵以外に道具と技術を使った事は、今日も含めて二度しかない。

　一回は、中学の時、クラスメイトのいじめによって学校の倉そう庫こに閉じ込められていたクラスメイトを助ける為だったが──それを犯罪だと言うのならば、それはそれで構わないと姫香は考えていた。

　今日の事も、中に犯人がいるかもしれないと思ったから、久く音おんの事を心配して開けたまでだが、そんな事は言いい訳わけにはならないだろう。

　あの後、久音の姉である望美のぞみに誤ご魔ま化かしの言葉を顔色一つ変えずに言った自分が、泥どろ棒ぼうと何が違うと言うのだ？

　姫香はそんな事を考え、自分は確かに泥棒と同じなのだろうと考えた。

　いや、罪ざい悪あく感かんがまったく湧わかなかった事を考えれば、泥棒よりも性た質ちが悪いかもしれない。

　そう考えていた姫香は、自分の家の鍵に器き具ぐを差し込みながら、夕ゆう刻こくの事を思い出す。







　久く音おんの姉と様さま々ざまな話をした後の帰り道。

　鍵を開ける所を見ていた八や尋ひろには、当然引かれ、嫌きらわれたものだろうと考えていた。

　自じ業ごう自じ得とくなのだからそれも構わないし、窃せつ盗とうの常じよう習しゆう犯はんと疑われたり、あるいは噂うわさが立ったりしても仕方がないと。

　しかし、八尋は引くどころか、エレベーターの中で簡単にその話を切り出した。

「さっきは鍵を簡単に開けちゃうからビックリしたよ。あれって、誰だれに教えて貰もらったの？」

「小学校の時、近きん所じよに住んでる３つ上の先せん輩ぱいに教えて貰った」

　姫ひめ香かは少し驚いたが、特に隠かくし立てする事もないだろうと、あっさりと答える。

「その人がどうしてそんな技術を持ってたのかは知らないけど、よく家から閉め出されてる私を見て、鍵の開け方を教えてくれたの」

「閉め出されてた？」

「うちの家庭の事情。私達姉妹は、合い鍵とか持たせて貰えなかったし、その割にいつも鍵が開いてるわけじゃなかったから」

「へえ、大変だったんだね」

　八尋は、『自分の家は年ねん中じゆう無休の温おん泉せん宿やどだったから、人の出入りが激しいし、いつも誰かがいるのが普通でさ、鍵かぎとかあんまり意い識しきした事なかった』と語っていたので、こちらの奇き妙みような家庭環かん境きようについて『都と会かいにはそういう事情があるのだ』と思って納なつ得とくしたのかもしれない。

　姫香はそう受け取って流していると、八尋は改めて姫香に礼れいを言った。

「今日きようは、ありがとう」

「え？」

「辰たつ神がみさんがいなかったら、久音君のお姉ねえさんにも会えなかった」

「……」

　それも受け流そうと思ったが、姫香は小さく溜ため息いきを吐き、八尋を評する一ひと言ことを告げる。

「やっぱり、三み頭ず池ち君は少し変わってるよ」

「そう？」

「普通はさ、私がああいう事したら、泥どろ棒ぼうなんじゃないかって思う所だよ？」

　すると八尋は、あっさりと言う。

「ああ、うん、さっき驚いたのは、泥棒みたいだと思ったからだしね」

　まるで『自分は普通だよ？』と念を押すように、自信を持って答える八尋。

「だったら、私の事を軽けい蔑べつしたんじゃない？」

「泥棒してるの？」

「してないよ」

「じゃあ、嫌きらいになる理由なんてないさ」

　久く音おんが居たら『なんだその淡たん々たんとした会話は！』と言われそうな流れの中、八や尋ひろは過去を懐なつかしむように続けた。

「そうそう、俺おれの知ってる泥棒は、鍵はハンマーで殴なぐって開けてたよ。俺が見かけて声をかけたら、そのハンマーでこっちを殴ってこようとしてさ。あの時は、さっきよりもっとずっと驚いたよ？」







「あれ、笑う所だったのかな……」

　彼の言葉が本ほん気きなのか冗じよう談だんなのか解わからなかったが、必死に空気を盛り上げようとしているのは伝わってきた。

　だとすればいつも通りの無表情で申もうし訳わけない事をしたと思いつつ、姫香は扉とびらが開かれた事を確かく認にんする。

「ただいま」

　扉を開けたら人ひと影かげがあったので、母だろうと思って反射的に声をあげた。

　だが──

「……？　……っ！」

　開けた扉とびらの中に居たのが、母親ではない事に気付く。




　そして、彼女は自分の背後、ドアの外にも複数の気け配はいがある事に気付き──

　何か声を出す前に、背後から全身を押さえ付けられた。
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「おっ……おいおいオイオイ！　っんだありゃ、どうなってんだよ一体！」

　姫ひめ香かの家から離れた家の敷しき地ち内ない。

　その庭にこっそり入り込んで姫香の様よう子すを探っていた複数の人ひと影かげが、視線の先で起きている光こう景けいに思わず声を上げた。

　突然複数の男達が姫香の家の玄げん関かんに殺さつ到とうしたかと思うと、数人がかりで彼女を押さえ込み、入口側に止めていたバンに連れ込もうとしているではないか。




「ど、どうします？　法ほ螺ら田ださん」

「どうもこうも……ええー？　なんだこりゃぁ!?」

　やはり事じ態たいが把は握あくできず、法螺田は完全に混乱する。

『静しず雄おと渡り合える高校生』を仲間に引き込むべく、法ほ螺ら田だ達も独どく自じにその少年について後こう輩はい達に調べさせていた。

　少年の名は三み頭ず池ち八や尋ひろであり、秋あき田た出身であるという事。そして、入学初日から緑みどり色いろの髪かみをした少年、琴こと南なみ久く音おんと行動を共にし、辰たつ神がみ姫ひめ香かという生徒とも仲が良いという事などを知った法螺田は、とりあえず彼女から落とすという作さく戦せんを実行しようと後をつけたのである。

「もしかして、俺おれらと同じ考えの奴やつが、てっとり早く女を攫さらおうとしてんのか？」

　性しよう根ねが小こ悪あく党とうである法螺田の頭に、一いつ瞬しゆん『彼女を人ひと質じちにして八尋に言う事を聞かせる』という考えが浮かんだのは確かだ。

　だが、長い付き合いになる事を考えると、そんな刹せつ那な的てきな手段よりも普通に恩おんを売って身内に引き込んだ方が良いと考え直したのである。

　尾び行こうの末に姫香の家が判はん明めいし、今後についてどうするかと言っていた所で、にわかにその事件が起こったのだ。

「どうします、助けますか？」

「い、いや、あいつらなんかガタイ良いしな……」

「前に、黄こう巾きん賊ぞくのリーダーの女を攫った事があるって言ってたじゃないっすか」

「攫うのと助けるのじゃ全然別だろ！」

　まったく自じ慢まんにならない正論を吐きつつ、法螺田は混乱した頭で必死に考える。

「畜ちく生しよう、どうする？　もしもあいつらが粟あわ楠くす会かいとかだったら手を出すわけにもいかねぇし……」

「偶ぐう然ぜん通りかかった事にして、警察に通報するってのはどうですか？」

「警察か……。関わりたくねぇなぁ」

　法螺田の頭に自分を逮たい捕ほした白バイ警官の顔が過よぎり、一いつ瞬しゆんにして全身から血の気が引いた。

「あああ、くそ、考えろ考えろ？　頑がん張ばれ俺おれ！」

　そして彼は、苦し紛まぎれに結論を先さき延のばしにする手を選ぶ。

「お前、バイクすぐに出してあの車をつけろ」

　姫香を尾び行こうさせていた後こう輩はいの一人がバイクでここまで来ていた事を思い出し、裏の路ろ地じに停とめてあるバイクへと向かわせようとする。

「え!?　く、車のあとつけるなんてやったことないっすよ!?」

「人の後をつけられるなら車だってできんだろ！　いいからやるんだよ！」

「は、はい！」

　慌あわててバイクへと駆かけていく後輩を見送りながら、法螺田は先の事を考える。

　──うん。あれだな。尾行した先にいる連れん中ちゆうが弱そうな奴やつらだったら、勢いで潰つぶして俺が助けたって事にして恩おんを売ろう。

　──もしも粟あわ楠くす会かいとかだったら……。まあ、見なかった事にすりゃいいか。

　あっさりとそう割り切った彼の視線の先で、姫香の家の扉とびらから出てくる影があった。

「あぁ？」

　男達に指し示じを出しながらワゴンへと向かうその人ひと影かげを見て、法ほ螺ら田だは思わず眉まゆを顰ひそめる。




「女……？」
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間章　ネットの噂⑤







池いけ袋ぶくろ情報サイト『いけニュ～！　バージョンＩ.ＫＥＢＵ.ＫＵＲ.Ｏ』




新しん着ちやく記事『【悲ひ報ほう】首くび無なしライダーと仲良しになった緑みどり色いろの少年が失しつ踪そう！』




呟つぶやきサイト『ツイッティア』より引いん用よう。




・今け朝さの『いけニュ～！』で紹しよう介かいされてた●●●●の奴やつ、今連れん絡らく取れないんだけど。


　↑マジで？




　　↑失踪したっぽい。家に連絡しても誰だれもでないってさ。




　　　↑失踪？




　　　　↑首無しライダーの秘ひ密みつを知ったから？






『いけニュ～！』管理人コメント




「消えてしまったなりよ。




　この呟つぶやきをしてるのは『ブルースクウェア』のメンバーっぽいなりね。

　あの緑みどり色いろの髪かみの少年は、緑なのにブルーの一員だったなりか。

【この少年も堂どう々どうと個人情報聞きまくって写真まであげてるけど、攫さらわれてないなりよ。

　これでこの少年が失しつ踪そうしなかったら首くび無なしライダーが人ひと攫さらいだっていう都と市し伝でん説せつは所しよ詮せんデマに過ぎなかっって事なりよ】

　↑こんなこと今け朝さの記事で書いたけど、まだ失踪って確定したわけじゃないなりよ。

　コメントは差し控えるなりよ。

　前の記事のコメント欄らんに、うちの記事のせいで失踪したとかいうコメントを書いてる人がいるなりけど、そんなことはないなりよ。

　誰だれかのせいにする暇ひまがあったら、少年の無ぶ事じを祈るのが正しい池いけ袋ぶくろ人じんのありかたなり」





管理人『リラ・テイルトゥース・在ざい野や』　　　　
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呟きサイト『ツイッティア』より、一いつ般ぱん人じんの呟きを一部抜ばつ粋すい。




・うーん。いけニューの管理人、ぶん殴なぐりたい。




・人が行方ゆくえ不ふ明めいになってるのに【悲ひ報ほう】ってなんだよ。ふざけてんのかリラ公こう。


　↑あそこの管理人には言っても無む駄だ。そういう炎えん上じよう案あん件けんも含めてアクセス稼かせぎだから。




　　↑人が死んだ時の記事も語ご尾びでなりなり言ってるアホに何を今いま更さら。




　　　↑漫まん画がの違い法ほうＵＰ画が像ぞうとかも平へい気きでトップ絵とかに貼はりまくってるよね。




　　　　↑マジで訴えられて潰つぶれないかなー。いけニュー。






・これ結局首無しライダーが攫ったんじゃないの？


　↑攫う理由はなんでしょうね？




　　↑鈴すずカステラが好こう物ぶつだってバラされたから……？




　　　↑なんでだよ、鈴カステラ美お味いしいだろ。




　↑っていうかこれ、本当に首くび無なしライダーが犯人だったらどうなるの？




　　↑いけニューは首無しライダーが安全だってデマを広めた戦せん犯ぱんになる。




　　　↑デマだったって事がデマだったって事ですね。




　　　　↑いけニューの謝しや罪ざいまだ？




　　　　　↑そういうコメント書き込みにいくなよ？　アクセス数増えて喜ぶだけだから。






・ていうか、昼間、普通に首無しライダー見ましたよ。


　↑池いけ袋ぶくろですか？




　　↑西口公園で、平へい和わ島じま静しず雄おさんと話してました。




　　　↑あ、それは間違いなく本物ですね。




　　↑私も見ました。中学生ぐらいの女の子とも一いつ緒しよでしたよね。




　　　↑女の子も新たな都と市し伝でん説せつの可能性が……。






・最近、『屍龍ドラゴンゾンビ』の連れん中ちゆうが五う月る蠅さいよね。


　↑病弱で入院していたリーダーが戻って来たらしいっすよ。




　　↑病弱て。




　　　↑いや、マジで身体からだ弱かったんだけど、手しゆ術じゆつが成功して良くなったらしいっす。




　↑法ほ螺ら田だの奴やつも戻ってきたでしょ。




　　↑法螺田って誰だれだっけ？

　　↑法螺田、この前静雄にシメられてたよ。




　　　↑ねえねえ、法螺田って誰だっけ？




　　　　↑ほら、泉いずみ井いさんの腰こし巾ぎん着ちやくだった奴。




　　　　　↑あぁ、比ひ賀がさんの先せん輩ぱいね！　いたね、そんな奴！




　　　　　　↑手前てめえら誰だ？　名前調べてシメんぞコラ。




　　　　　　　↑誰ですか突然？　恐いのでブロックしますね。






・最近、うちの近所の山の別べつ荘そう地ちにたくさん車が出入りしてるんですよね。


　↑春だから、遠くから花はな見み客きやくとか来てるんじゃないですか？




　　↑かもしれませんね。恐こわそうな人もいるけど、家族連れとか、学生っぽい子も多いですし。




　　　↑もう学校始まってるのに？




　　　　↑あれ、そういえばそうだな……。
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七章Ａ　後継者①







夜　八や尋ひろのアパート




　三み頭ず池ち八尋が戻ったとき、大おお家やの弟である渡と草ぐさ三さぶ郎ろうが、いつもと同じように車の手入れをしていた。

「よう、遅かったな」

「すいません」

「謝るこっちゃねぇだろ。別に門限があるわけでもないんだしよ」

　笑いながら言う渡草に、八尋は改めて頭を下げる。

　そして、渡草に対して、少し迷った後に問いかけた。

「三郎さんは、首くび無なしライダーを知ってますか？」

「え？　おう、まあ、そこそこにはな」

「どんな人ですか？」

「どんな人って……。いや『人』っていうか。まあ、それはいいか」

　少し迷った挙あげ句く、三さぶ郎ろうは言葉を選びながら答える。

「まあ、お人ひと好よしじゃねえかなぁ」

「お人好し？」

「無む免めん許きよ無む灯とう火かノーナンバー、交通違い反はんの塊かたまりみてえな奴やつなのに、人には人ひと一いち倍ばい優しい奴だよ。目の前で困ってる奴がいたら、つい助けちまうような奴かな」

　三郎は車を磨みがきながら、少し上じよう機き嫌げんで語り続けた。

「俺おれも、最初は車に乗る身として迷めい惑わくな奴だって思ってた……っつーか、まあ、今でも道路で突然横とか走ったら迷惑だとは思うが、事情を知っちまうとなぁ」

「事情？」

「あ……いや、まあ、色々あるのさ」

　何かを誤ご魔ま化かすように、渡草は慌あわてて話を進める。

「ま、この町には、あの首くび無なしライダーをおっかながってる奴も多いし、あいつに痛い目にあったチンピラ連れん中ちゆうもいるけどよ。同じぐらい、アイツに助けられて感謝してる奴らもいるってこった」

「感謝……」

「お前も会えば解わかるさ」

　しみじみと言う三郎に、八や尋ひろがあっさりと答える。

「あ、いえ、昨日きのう会いました」

「会ったのかよ！」

「メールアドレス、教えて貰もらいました」

「めっちゃフレンドリーじゃねぇか！」

　ギュギュ、とから拭ぶきを強く押しつける形でよろめき、三郎は驚いた顔で八尋を見た。

「っつーか、お前、どういう高校生活してんだ……？　平へい和わ島じま静しず雄おにぶん殴なぐられて、セルティの奴と仲良くなるなんてよ……」

「あ、セルティさんの名前も御ご存ぞん知じなんですね」

「ああ、まあな。向こうにも渡と草ぐさ三郎って名前出せば通じると思うぜ」

　渡草はそこではたと気付き、八尋に一つ提てい案あんをする。

「そうだ。セルティと知り合いになったんなら、あれだよ。あいつ、静雄と仲いいからよ。仲を取り持って貰えよ」

「あ、そうなんですか？」

「おお、まあ、俺の知り合いの間じゃ、静雄と一番まともに話せる奴だと思うぜ。真剣に頼めば、親しん身みになってくれる奴だぜ。セルティは」

「そうですね……相談してみます。ありがとうございます！」

　素直に頭を下げる八や尋ひろに、渡と草ぐさは年ねん長ちよう者しやとしての言葉を口にした。

「まあ、町にもネットにも色んな噂うわさが転がってるもんだけどよ。結局は、自分の目で見て判はん断だんするしかねえさ。それで失敗した時は失敗した時だ」

「はい」

「お前だってそうだぞ？　友達は大だい事じにした方がいいぜ。噂に流されてお前を色いろ眼鏡めがねで見る奴やつもいるだろうが、お前の面つらを実際に見て判断する奴だってちゃんといるさ」

　その言葉には思う所があったのか、八尋は暫しばらく考え込んだ後、一ひと際きわ深く頭を下げた。

「……ありがとうござます」

　八尋は僅わずかに微ほほ笑えみを浮かべ、三さぶ郎ろうに対して問いかける。

「三郎さんは、素す敵てきな友達が多いんでしょうね」

「はは、喧けん嘩かばっかしてたからな。多いってほどじゃねえよ」

　照れ隠かくしの苦く笑しようを浮かべつつ、三郎は車体を磨みがく布を手早く動かした。

「まあ、色々いるさ。正義の番ばん長ちようみたいに頼りになる古こ風ふうな奴とか、胡散うさん臭くささの塊かたまりみてえなダフ屋のおっさんとか……。あとは……」

　そこで、声のトーンが僅かに落ちる。

　彼の目が、車体後部の窓に勝かつ手てに貼はられたアニメのステッカーを発見したからだ。

　そして、犯人であろう男女の顔を思い出しつつ、暗い声を絞しぼり出す。




「まあ……友達は大事にしろ。ただ、その分だけ友達は最初にちゃんと選んだ方がいいぜ、な？」
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八尋の部屋




　自室に戻った八尋は、部屋の床に転がりながら、先ほどの三郎の言葉を思い出す。

　──自分の目で判断するしかない、か。

　自分は、姫ひめ香かや久く音おん、そして首くび無なしライダーの目にはどう映っているのだろうか。

　そんな事をふと考える。

　中学までは、噂で自分の事を知った人間達が多く襲おそいかかって来た。

　返り討うちにした後は、そんな自分を見て『化ばけ物もの』と怖おそれ、怯おびえた目を向けてきた。

　噂を聞いて『倒してやる』と判断した人間が、倒された後に自分を見て怯えていたわけだが、自分の噂と現実には、どのぐらい差があったのだろう。

　首無しライダーは、自分が噂を聞いて想そう像ぞうしていたよりもはるかに人間らしい存在だった。

　平へい和わ島じま静しず雄おは、予想していたよりも遥かに強く、そして、やはり想像していたよりも人間らしい存在だったと思える。

　静しず雄おが怒ったのは、自分達が首くび無なしライダーを人ひと攫さらいだ見み世せ物ものだと貶おとしめたからだ。

　友人をバカにされて、あそこまで本ほん気きで怒るというのは、八や尋ひろにとってはとても崇すう高こうな事に感じられる。

　何しろ、八尋には友人がおらず、漫まん画がや映画の中でしか見た事のない存在だったのだから。

　──俺おれは、どうなんだろう。

　──もしも久く音おん君や辰たつ神がみさんが誰だれかにバカにされてたら……。あそこまで怒る事ができるんだろうか。

　──会ってまだ数日だから、無む理りかもしれない。

　──でも、時間なんて関係あるのかな？

　──あるんだとしたら……俺はこの先、あの二人と……いや、もっと多くの人と、友達になれるのかな。

　──平へい和わ島じま静雄さんと、首無しライダー……セルティさんみたいな親友同士に。

　セルティと静雄が直接仲良くしている場面を見たわけではないが、八尋には今の所それを疑う理由は無かった。

　本物の『化ばけ物もの』だと思っていた二人。いや、想そう像ぞう以上の『怪かい物ぶつ』だった二人が、自分などよりも遥かに人間らしく感じられる。

　噂うわさも真実であったのかもしれない。だが、決してそれだけの存在ではなかった。

　──町やネットに転がる情報、か。

　──確かに、情報って怖こわいなあ。

　三さぶ郎ろうの言葉をきっかけに、八尋は夕ゆう刻こくの事を思い出す。

　琴こと南なみ望美のぞみによって語られた、久音という人間についての話を。
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数時間前　琴南久音の部屋




『折おり原はら臨也いざやさん、って知ってる？』




　部屋に籠こもった望美が、電話越しにとある男の名前を出した。

「……いえ、知らない人です」

　答えながら八尋が視線を向けると、姫ひめ香かも知らないと首を振る。

『そっか、そうだよね。知らないのも無理はないか。まあ、池いけ袋ぶくろじゃそこそこ有名な情じよう報ほう屋やさんでさ。とにかく凄すごい人だったよ、うん』

「はあ」

　突然『情じよう報ほう屋や』などという単たん語ごを聞いて戸と惑まどったが、どうも名前には聞き覚えがあるような気もしていた。

　──なんだろう。最近聞いたような……。

　──あ。

　──昨日きのう、嬰エイさんが首くび無なしライダーさんと話してる時に、そんな名前が出てたような……。

　しかし本当に『オリハライザヤ』という名前だったかどうかは確信が持てず、やはり知らない人間として大人おとなしく話を聞く事にする。

　一体その情報屋が久く音おんとどう繫つながるのかと思って首を傾かしげていた八や尋ひろと姫ひめ香かだったが──

『私はね、その折おり原はら臨也いざやさんの奴ど隷れいだったんだ』

「はあ……。……え？」

　八尋は一いつ瞬しゆん流しかけ、単語の意味を吞のみ込むと同時に疑念の声を上げた。

『今から思うと奴隷って言えるけど、当時は全ぜん然ぜん辛つらいと思ってなかったから、「狂きよう信しん者しや」って感じだったかもね』

「狂信者……ですか？」

『私と久音はね。小さい頃ころから父とうさんと母かあさんがいなくてさー。引き取られてた家で相当なイジメに遭あってたの。半年ぐらい学校の給きゆう食しよく以外の御ご飯はんを食べさせて貰もらえなかったり、服を雑ぞう巾きん代わりされて、そのままその服を着せられたりなんて可か愛わいい方でさ。姉きよう弟だい揃そろって裸はだかにされたり、ここでは言えないような事も散々やられてたよ。まあ、良くある話だけどね』

「……」

　凄せい惨さんな話をあっけらかんと語る望美のぞみに、八尋は言葉を失ってしまう。

　そんな彼の空気を電話越しに察しているのかいないのか、望美はなおもハイテンションで語り続けた。

『それでね、どこから噂うわさを聞いたのか知らないけど、臨也さんが助けてくれたの』

「助けてくれた？」

『うん、そう。学校の帰りにさ、私に声を掛けてきたの』

　ざっくりとした説明のようだったが、次の瞬しゆん間かん、結果だけを効こう率りつ的てきに突きつける。

『臨也さんがね、私達の家を滅め茶ちや苦く茶ちやにしてくれたの。私達を虐いじめてた人達は、みんな自殺するか逮たい捕ほされるか、誰だれかに攫さらわれてどこかに消えちゃった』

「……」

『残された私達に、臨也さんは生き方を教えてくれた。久音には直接会ったことがないけど、私、毎日毎日久音に教えて上げてたの。臨也さんがどんなに凄すごい人かって。臨也さんがどんなに素敵な人かって。臨也さんのお陰で私達は生きてるんだって。私は臨也さんの為ためなら何でもするって！　私は臨也さんの為なら命だって惜おしくないって！』

　一体どこに面白い要素があるというのか、興こう奮ふんしたように笑いながら語り続ける望美のぞみの声を聞き、八や尋ひろも姫ひめ香かも黙だまって話を受け入れる事しかできなかった。

『アハハ！　もう解わかるよねぇ！　久く音おんったら、会ったこともない臨也いざやさんに嫉しつ妬としちゃってさ、私みたいな駄だ目めな姉あね貴きの事なんかを心配しちゃってさ！　私に彼かれ氏しができた時なんか、もう臨也さんを殺してやるなんて言って大変だったんだよー？』

「？　彼氏って……臨也さん？」

『違う違う！　私なんかが臨也さんの彼女になれる筈はずないじゃん！』

　あっさりと否定し、望美は少しばかり複雑な事情を説明する。

『んーとね、黄こう巾きん賊ぞくっていうカラーギャングの人達がいたんだけどさ。４年ぐらい前にね、そのカラーギャングの幹かん部ぶの人達に声をかけて、仲良くなって、そのまま恋人になったの』

　そして、次の言葉を聞いて、八尋と姫香は同時に眉まゆを顰ひそめる事となった。

『臨也さんが、そうしろって言ったから』

「……え？」

『沙さ樹きちゃんって子はリーダーの子の彼女になれたんだけど、私はサブリーダーの谷や田た部べって子の彼女になったの。まあ、臨也さんが「君は自由にしていい」って言ってたから、適当に付き合ってたらすぐにフラれちゃったんだけどね』

「本当に、その折おり原はら臨也っていう人に『あいつと付き合え』って言われたから付き合ったの？」

　姫香の問いに、望美は考える間も無く答える。

『そうだよー？　それが当然だったんだもん。あの時はね』

　──『あの時は』？

　──過去形だ。

　八尋がそう考えていると、彼女が再び笑った。

『そんなこと続けてたらさー、久音がどうなるか、解るでしょ？　私なんかの事を唯ゆい一いつの家族だって思ってくれて、大だい事じにしてくれた久音がさ。「どんなに辛つらい事があっても、絶対にお姉ねえちゃんは守ってみせるから」なんて可か愛わいいこと言ってた久音がさぁ！』

　カラコロケラリと笑い続ける望美だが、その声は、僅わずかに震えているような気がした。

『でもね、私には解らなかったんだ』

「あ……」

『解らなかったんだよ？』

　やや声のトーンを落としながら言う彼女に、八尋が問う。

「今は……違うんですよね？」

『……』

　少し黙だまった後に、望美が答えた。

『一年半ぐらい前かなあ。臨也さん、いなくなっちゃったんだ』

「いなくなった？」

『うん。池いけ袋ぶくろの街から、煙みたいに消えちゃったの。平へい和わ島じま静しず雄おに殺されたとか、ロシア人の傭よう兵へいに刺されたとか色んな噂うわさがあったけど』

　平和島静雄という名前が出て来た事にドキリとしたが、数ある噂の一つだろうと判はん断だんし、特に言葉には出さずに話の続きを聞く事にする。

『それから私さ、ずっと家に引きこもってるんだ。笑い話だけど、臨也いざやさんがいなくなっちゃって、何したらいいのか解わからなくなっちゃってさ。人とどう話していいのかも解らなくなって、今みたいに電話越しでも人と話す事できなかったぐらいだよ？』

　現在の流りゆう暢ちような話し方からは想そう像ぞうもできないが、先せん刻こく、直接話していた時の感じを思い出し、八や尋ひろは何となく理解する事ができた。

『ずっとね、部屋の隅すみで臨也さん臨也さん臨也さんって言ってたような気がする』

　その頃ころの記き憶おくは曖あい昧まいなのか、少し自信なさげな声になる。

　すると、彼女は少しだけ声の質を落ち着かせながら言った。

『そしたらさ、久く音おんが言ったの。「俺おれが、折おり原はら臨也になる」って』

「久音君が……？」

『うん。「俺が、臨也の代わりになって、姉ねえちゃんが生きていけるようにするから」って』

　望美のぞみは嬉うれしそうに、僅わずかに寂しげな色を含めた言葉を口にする。

『だからね、一年半前から、弟は折原臨也さんみたいになろうとしてるの。……ううん。臨也さん以上の何かになろうとしてるのかもしれない』




『それが私の為ためなのか久音自身の為なのか、私にも久音にも、もう解らないんだけどね』
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　天てん井じようを見上げながら、八尋は小さな溜ため息いきを吐きだした。

「世の中って、俺の知らない事ばっかりだな……」

　情報に踊おどらされる以前に、自分は世の中の事を何も解っていなかったような気がする。

　八尋は寝そべったまま右手を上げ、軽く握り締しめた拳こぶしを見つめながら去年までの自分を思い返した。

『世の中なんてこんなものだ』

　そう考え、希望を持たず、絶望もせず、ただ何となく生きてきた。

　どう足あ搔がいても化ばけ物もの呼ばわりされる事から逃のがれられなかった自分を疎うとましく思っていた。

　だが、今日きよう聞いた久く音おん達姉弟の歩んだ人生は、自分よりも遥かに凄せい惨さんだったのではないか？

　──俺おれはただ、人を傷つけてただけだ。

　──それなのに俺は、周りのせいにして、ただ拗すねてただけなんじゃないか？

　──久音は、傷つけられて、ずっと我が慢まんして、それでも諦あきらめなかった。

　裏のある御お調ちよう子し者ものというイメージしかなかった久音について、八や尋ひろは素直に尊そん敬けいの念ねんを抱く。

　──やってる事が正しいとは思えないけど……。

　──あいつ……凄すごい奴やつだったんだな。




　そんな事を考えながら部屋に視線を巡らせると、ベッドの横に置かれた木製フレームのラジオが目に入った。

　──辰たつ神がみさんも、色々と複雑な家庭環かん境きようみたいだし。

　──俺なんかより、ずっと辛つらい思いをしてきたのかもしれない。

　──俺はただ怖こわがられるだけだったし、家族は優しかったし……。

　──無い物ねだりしてただけなのかな、俺。

　自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいりかけた八尋は、拳こぶしにできた比ひ較かく的てき新しい傷を見ながら思う。

　──それでも。

　平へい和わ島じま静しず雄おと殴なぐり合った時の興こう奮ふんが、高こう揚ようが、生まれて初めて抱いた『この世界は楽しい』という気持ちが、まだ拳の中で震えている。

「俺は、この町に来て良かったと思う」

　想おもいを声にして呟つぶやいた後、何かを決けつ意いしたように起き上がった。

　そして、慣れないスマートフォンを操そう作さしながら、何か情報はないかとネットを探る。

　池いけ袋ぶくろの失しつ踪そう事件について検けん索さくした所、まずでてきたのは『いけニュ～！』というニュースブログサイトだった。

　久音とセルティのツーショット写真をニュースにしていたサイト。

　そして──久音の姉が運営しているサイトだ。
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『なんとか立ち直ってさ。今は久音と一いつ緒しよに、さっき言った「いけニュ～！」を運営してるってわけ。おかげさまで収しゆう入にゆうができて、マンションの家や賃ちんもちゃんと払えるようになったしね』

「？」

　サイト運営と収入という単たん語ごが結びつかずに首を捻ひねる八尋。

　姿すがたは見えていないものの、その空気を察したのか、望美のぞみがサイトについて説明を始めた。

『ああ、ほら、サイトにいくつも広告があったでしょ？　その広告収しゆう入にゆう』

「そういえば、色々広告があったような……」

『クリックするだけで収入になるタイプと、商品を買って初めて収入になるタイプ。あとは、直接企き業ぎようとスポンサー契けい約やくする形かな』

「へえ」

　何な故ぜあんなに広告が出てくるのかと思っていたが、それならば確かに納なつ得とくできる。八や尋ひろが感心していると、

『普通は小こ遣づかい稼かせぎにやるもんだから月げつ収しゆう一万円いけば良い方だけどね。私の場合だと、最近は平へい均きんして、月収二八〇万って感じかなあ』

「にひゃく……っ!?」

『うちの規き模ぼだと破は格かくな方だよ。池いけ袋ぶくろのニュース限定だからね。……ああ、もちろん、私が運営してるのはあのサイトだけじゃないから、他のサイトの収入も合わせてだけど』

「そっ……そんなに儲もうかるんですか、ネットって!?」

『ピンキリだよ？　真ま面じ目めにやって私の倍以上稼ぐところもあるし、あくどい事をやった挙あげ句くに閉へい鎖さされちゃう所もあるからね』

　諸しよ行ぎよう無む常じようだね、という望美に、八尋は更さらに尋たずねた。

「あくどい事って、なんですか？」

　すると、望美の声のテンションが僅わずかに上がる。

『まあ、アフィブログっていうのは魔ま窟くつだからね！　まともな所も多いけど、犯はん罪ざいスレスレの事を平へい気きでやってるサイトもあるんだよ？　中には、総そう会かい屋やまがいの事をやってるブログなんかもあるからさあ』

「総会屋？」

　またネットと関係無さそうな単たん語ごが出て来たと訝いぶかしむ八尋に、望美が例を出して解説する。

『うん。最初に狙ねらった企業に「うちのブログのスポンサーになれ」とか「情報を優先的に回せ」とか無む茶ちや振ぶりするのね。で、断ったら、その企業が不利になるようなニュースをたくさん取り上げて、「ほら、えらい事になったよ？」ってプレッシャーをかけるの。「やめて欲しければ金か情報を寄よ越こせ」って言ったら恐きよう喝かつになっちゃうから、あくまで遠回しにね』

「ひどい」

『名めい誉よ毀き損そんにならない範囲で悪意のある記事なんていくらでも書けるからね。例えば、ある雑誌が電子書しよ籍せき版ばんを出したけど、その値ね段だんが紙の本より高かった時があったのね？　そしたら、あるサイトは【紙代が掛からない電子書籍の方が高いなんてどういう事だ！】っていう記事を書いたの』

「？」

　それだけならば、確かに紙の雑ざつ誌しの値ね段だんより高いのはおかしいのではないかと思える。

　八や尋ひろ達の疑問に答える形で、望美のぞみは事の真しん相そうを話した。

『でも、その電子書しよ籍せき版ばんは特別でさ、紙の本にはないオマケのページがたくさんついて、紙の雑誌と比べて倍近いページ数だったんだよ？　つまり、電子書籍の方がちょっと高くなるのは、当たり前だったってわけ』

「あっ……」

『当然、そのサイトは知った上で、それを隠かくして記事を書いたんだよ？　本当はお得なのに、【電子書籍でぼったくる】って印いん象しようづけるためにね。拡散された後に、事情を知ってる人が「デマを書くな！」って怒ってサイトにコメントを書きにきても、それも含めてアクセス数、コメント数すう稼かせぎになるからねー。データだけ見せればスポンサーもつきやすくなるってわけ』

　そんな事をする人がいるのかと驚く八尋に、望美が楽しげに笑いながら続ける。

『いざ訴えられそうになったら「気付いてませんでした」って形だけの謝しや罪ざいして記事を消すってわけ。まあ、そのタイミングを見誤ると本当に裁さい判ばん沙ざ汰たになってジ・エンドだけどね』

「はあ……でも、流石さすがに望美さんはそんな事はしてませんよね？」

『いやあ、ウチはもっとタチ悪いよー？』

「もっと!?」

　片かた眉まゆを上げて携けい帯たい電話を見る八尋に、望美が電話越しに頷うなずく。

『そ。うちはネタ元として、他のサイトに記事のネタを売る事もやってるからねー。どこよりも早くネタを得る為ために、どうしたらいいか解わかる？』

　すると、姫ひめ香かがハっとして答えた。

「自分で……事件を起こす？」

『せいかーい！』

「そんな無む茶ちやな……」

　テンションの高い望美の声を聞きながら──八尋はそこで、違い和わ感かんを覚える。

「……？」

「……」

　──辰たつ神がみさん……。少し震えてる？

　常に冷れい静せい沈ちん着ちやくである彼女が、何な故ぜ自分の放った答えに動どう揺ようしているのだろう。

　不ふ思し議ぎに思っている間も、望美の口は止まらなかった。

『まあ、事件って言っても犯はん罪ざい行為とかじゃあないよー？　多分ね！　まあ、池いけ袋ぶくろに謎なぞの紙がばらまかれてたりとか、ＵＦＯっぽくラジコンを飛ばして貰もらって、それを自分達で撮さつ影えいしてツイッティアでばらまいて貰うとかね！　不ぶ気き味みであればあるほど、記事は広まりやすいしね』

　そして、八尋達は即そく座ざに久音の写真の記事を思い出す。

「じゃあ、今け朝さの久音君の記事も自じ作さく自じ演えんだったんですね」

　姫ひめ香かの質問に、望美のぞみが電話の向こう側で頷うなずいた。

『そうそう、そうだよ？　うちの場合、基本的にああいうのの三割は自じ作さく自じ演えん。池いけ袋ぶくろに住んでる芸げい能のう人じんの呟つぶやきなんかは仕込み無しだけどね。まあ、どっちにしろ、うちのサイトの記事をまともに受け取ったら駄だ目めだよー？　インチキやデマが多いんだから』

「なんでそんなインチキやデマを記事に？」

　八や尋ひろは眉まゆを顰ひそめながらそう尋たずねた。

　昼休みにざっとサイトの記事を眺ながめたが、セルティに関しては、迷めい惑わくも良い所という記事が多く、犯人扱いしたかと思えば手ての平ひらを返したりと、サイトの主体性すら感じられない。

『そりゃ、うちは誠せい実じつな記事よりインパクトと胡散うさん臭くささ重視で、人や企き業ぎようや世せ間けんを煽あおれるだけ煽るスタイルだからね！』

「どうしてそんな……」

『それが一いち番ばん稼かせぎ安いっていうのもあるけど……』

　少し間を空あけて、望美は再び『彼』の名をだした。

『もしも臨也さんがニュースサイトをやってたら、絶対こういう感じにするだろうしね』

「？」

『私のハンドルネームさ、【リラ・テイルトゥース・在ざい野や】はね……テイル尾とトゥース歯を翻ほん訳やくして並び替えるとさ……。オ・リ・ハ・ラ・イ・ザ・ヤになるんだよねー』

「はあ……」

　だから何だというのだろう。

　立ち直ったと言っていたが、臨也いざやという人間への未み練れんがまだ強いのだろうか。

　首を傾かしげる動作は、八尋が池袋に来てからもはや癖くせのようになってしまっていた。

　しかし、八尋はすぐに数秒前の自分を恥はじる事となる。

『私みたいな子さ、まだたくさんいるんだ』

「……たくさん？」

『臨也さん、私みたいな女の子を何人も作ってたみたいでさ……臨也さんが消えたのに絶ぜつ望ぼうしてる子、結けつ構こう多いんだよね。中には自殺を図って入院した子もいるし……。でもね、そういう子達は、すぐに気付いてくれたよ。サイトの存在と、さっき言った文字の並び替えアナグラムに』

「あっ……」

　そこで八尋は望美の意い図とに気付き、『だから何だ』と思っていた自分の迂う闊かつさを恥じ入った。

『そういう子達は、気付いた瞬しゆん間かんに安心するんだよ？　「ああ、良かった、臨也さんは消えてなんかいない」って。「ネットの中に、ちゃんと生きてる」ってさ。たったそれだけで生きる理由になる事もあるから、人間って面白いよね』

　望美は、自分と同じ『狂きよう信しん者しや』だった少女達の為ために、自分の手で『教きよう祖そ』である折おり原はら臨也を演じ続けている。

　彼女の行動の意味を考え、姫ひめ香かが核かく心しんとも言える問いを口にした。

「でも、それって……ずっと彼女達を騙だまし続ける……って事ですか？　これからも、ずっと」

『んー……。騙されたい子は、騙され続けてくれるだろうね』

　少し悲しげに言葉を紡つむぐ望美のぞみ。

『でもね、臨也いざやさんじゃないって事実を受け入れる事ができちゃうなら……。臨也さんが消えたっていう事実を受け入れられる子には、もう臨也さんは必要ないんだと思うよ？　……なんて考えれば、罪ざい悪あく感かんも薄まるかな』

　なんとなく、八や尋ひろには電話の向こうで望美が肩を竦すくめている光こう景けいが思い浮かんだ。

『ま、結局私がインチキの詐さ欺ぎ師しって事には変わりないよ』




『そもそも、インチキとデマで成り立ってるサイトだしね！　騙される方が悪いって！』
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「あっ」

『いけニュ～！』の記事を遡さかのぼっていると、自分の事が描かれている記事を見つけた。

　──俺おれの事も、記事になってる。

　当然ながら、平へい和わ島じま静しず雄おと喧けん嘩かをしていた時の記事だ。

　どうやら自分は、静雄に勝てそうな人間として話題にされたらしい。

　──とんだ買い被かぶりだ！

　──結局、手も足も出なかったのに……！

　動どう画がも撮とられていたが、どうやらカメラの解かい像ぞう度どが悪いようで、自分の顔だとハッキリは解わからない。

　だが、久く音おんは当然ながら自分の正体は知っていた筈はずだ。

　姉には黙だまっていてくれたのだろうか？

　──いや、望美さんは俺の事を知ってたし、そんな隠かくし事をするだろうか？

　──参まいったな。そんな事、あの部屋では一ひと言ことも……。

　溜ため息いきを吐く八尋だが、本ほん名みようなどを公開しないでくれた事には感謝するべきなのかもしれないという複雑な想おもいが絡まり合い、自分が金かね儲もうけのネタとして使われたというのに、激げつ昂こうするような事にはならなかった。

　──まあ、こんな映えい像ぞうじゃバレないだろうし。

　──そもそも結局負けてるんだから、ただの身みの程ほど知らずのバカと思われて終わりだろうな。

『静しず雄おにダメージを与えている』という時点で十分異常な事だと彼自身は気付かず、望美のぞみが書いたという記事についても『大おお袈げ裟さにも程ほどがある』としか思わなかった。

　逆に、紹しよう介かいされている映えい像ぞうに映っている緑みどり色いろの髪かみを見て久く音おんの事が心配になる。

　本当に彼は大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。

　望美が言っていた言葉が思い出される。




　──『犯人の目め星ぼしが完全についてたわけじゃないけど、犯人が首くび無なしライダーを凶きよう悪あくな人ひと攫さらいにしたいなら、自分の事は放っておかない筈はずだ……久音はそう言ってたね』

　──『まさか、記事をアップしてから数時間で攫さらわれるとは思わなかったけど』

　──『あいつなら大丈夫だよ。勝しよう算さんがあってやった事だろうし……』

　──『臨也いざやさんみたいになるなら、命ぐらい懸かけるよ。久音も、私も』

　──『思う事はあるだろうけど、臨也さんに会ったこともない人の説せつ教きようを聞く気は無いよ』

　──『まあ、自分がいつ刺されてもおかしくないロクデナシだって自覚はあるけどね』




　その時は何も言えなかったが、八や尋ひろは今になって少し腹が立ってきた。

　自分の命をなんだと思ってるんだ、と。

　更さらに彼女は、八尋についても言っていた。




　──『八尋君が気き負おう事はないよ。あの子は君の事も利用する手て駒ごまとしか思ってないから』




　関係無い、と八尋は思う。

「絶対に探し出して、直接文もん句くを言ってやる」

　軽く笑いながら、八尋はキュウ、と拳こぶしを握り締めた。




　そして、それにタイミングを合わせるかのように──彼の携けい帯たい電話が鳴り始める。

「？」

　電話に出ると、聞き覚えのある声が響ひびき渡った。

『やあ、俺おれだよ、黒くろ沼ぬま青あお葉ば』

「ああ、……どうしたんですか、先せん輩ぱい」

　そういえば放ほう課か後ごに携帯番号を交換したんだったと思い出しつつ、相手の話を聞く八尋。

『今すぐ、家、出れるかい？』

「もう夜中ですよ？　何があったんですか？」

　訝いぶかしむ八尋に、青葉は淡たん々たんとその答えを口にした。

『君の友達、辰たつ神がみさん？　攫われたよ』

「えっ……？」

　ゾクリ、と背せ筋すじに嫌いやな汗あせが滲にじみ出す。

　冗じよう談だんだろうと言う前に、青あお葉ばが言葉の続きを吐き出した。

『犯人はともかく、連れ去られた先は解わかってる』

「!?」




『どうする？　一いつ緒しよに助けにいくかい？』













七章Ｂ　後継者②







数十分前　都と内ない某ぼう所しよ




　人通りの無い、都と心しんから少し離れた公園の傍そば。

　普段の茜あかねならば、夜には近づかないような場所だ。

　昼間であっても、出向く理由は特にないのだが──何な故ぜか茜は、四し木きが攫さらわれた直後だというのに、そのような裏通りに赴おもむいていた。

　誰だれかと待ち合わせでもしているのか、キョロキョロと周囲を見回している。




「ここでいい筈はずだけど……」

　そんな事を呟つぶやく茜の前に、一台のワゴン車が止まる。

「？」

　次の瞬しゆん間かん、ワゴン車から数人の男が降りてきて、彼女をゆっくりと取り囲んだ。

「茜あかねちゃんだね？」

「……」

　危険を察したのか、茜は背負っていた細長い袋ふくろに手を伸ばす。

　だが、男達はニコニコと笑いながら、ワゴン車の横のドアを開いた。

　茜は車内にいた人ひと影かげを見て、驚きの目を向ける。

　そして、次の瞬しゆん間かん──安堵したように微笑み、自らワゴンに一歩近づいた。




「おいコラ！　手前てめえら、何しとんじゃ！」

　茜が何か言おうするよりも一いつ瞬しゆん早く、男の野の太ぶとい怒ど声せいが響ひびき渡る。

　その場にいた全員が声の方に振り返ると、こちらに向かって駆かけてくる数人の男達の姿すがたが見えた。

　どう見ても堅かた気ぎではない面子メンツだったが、茜は特にその外見には怖おそれない。

　彼らが、いつも四し木きと共にいる面子だと理解していたからだ。

「……！」

　ワゴンから降りてきた男達は、それに気付いた瞬間、慌あわててワゴンに乗り込む。

　そのうち一人が茜を無む理り矢や理り乗せようと手を伸ばしたが──

「いやっ！」

　男の形ぎよう相そうに何か危険なものを感じ、慌ててその手を振り払った。

「くっ……」

　そのままワゴンの扉とびらは閉じられ、強こわ面もての男達が追いつく寸前に車を発進させる。

「待てコラぁ！」

　男の一人が車の屋や根ねに飛びかかろうとするが、ワゴンの屋根には届かず、そのまま地面に転がってしまい──路ろ地じには茜と強面の男達だけが残される結果となった。




「茜お嬢じようさん、なんだってこんな夜にこんなとこまで……」

「みなさんこそ、どうしてここに？」

「あ、いや、たまたま通りかかっただけっすよ」

　茜が四木の失しつ踪そうを知っているとは思いもしないため、強面の男達は互いに目くばせをしながら誤ご魔ま化かす言葉を口にする。

「んな事より、どうしたんすか茜お嬢さん。今、自分からあの怪あやしいワゴンに乗ろうとしてたでしょう……っ！」

「……はい」

　気まずそうに俯うつむいた後、彼女は噓うそ偽いつわり無く理由を告げた。




「ワゴンの中に、知ってる人がいたから……」





♂♀






新しん羅らのマンション　地下駐ちゆう車しや場じよう




『結局、その四し十じ万まって奴やつが犯人なのか？　それとも、最初の被ひ害がい者しやなのか、どっちなんだろうな……』

「さあねぇ。どちらにせよ、あなたが戻って来たからには、何かしら動くと思うんだけど……」

　セルティの疑問に対し、麗貝リーペイは自分も当事者になりつつあるというのに、肩を竦すくめて他ひ人と事ごとのように答える。

「まあ、こうして俺おれと君が仲良く話してるのを見たら、俺もターゲットになるかもねぇ。緑りよく頭とうの彼みたいに」

『ん？　どういう事だ？』

「へ？」

『え？』

　話が微び妙みように嚙かみ合わない事に気付いた麗貝が、まさか、という顔で言った。

「あー……もしかして、まだ知らない？」

『何をだ？』

「あの緑頭の彼も、攫さらわれたよぉ？」

　──……。

　──……は!?

　予想外の事じ態たいを知らされ、セルティの時間が一いつ瞬しゆん止まる。

　そして、そのタイミングを見計らったかのように、セルティの携けい帯たい電話から、派は手でな着ちやく信しん音おんが鳴り響ひびいた。

『もしもし、運び屋さんかい。合ってるなら電話を二回指で叩たたいてくれ』

　──赤あか林ばやしさん。

　四し木きと同じ粟あわ楠くす会かい幹かん部ぶである男の声に、セルティは久く音おんの事で混乱しつつも、慌あわてて通話口を指で叩く。

『いやあ、緊きん急きゆうなんで、メールじゃなくて直接電話させて貰もらったよ。実は、いましがた茜あかねちゃんが攫われかけてねえ』

　──っ!?

　昼間に話したばかりの茜が攫われかけたという話を聞き、セルティの心はますます搔かき乱された。

「あんたと茜あかねちゃんが昼間に話したのは知ってる。ずっとうちの若い衆しゆうが茜ちゃんを陰から見張ってたからな。あんたが犯人じゃないってのも俺おれには解わかるし、実じつ際さい攫さらおうとしてたのは見た事ねえ男おとこ衆しゆうだった。筋すじ物ものにも見えなかったが、それだけに正体は分からねえってとこだ」

　赤あか林ばやしは軽く状況を説明した後に、本題に入る。

「で、その連れん中ちゆうを今、おいちゃんの仲良くしてる『邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤン』にバイクでこっそり追わせてるんだけどね……」




「自分の手で真犯人を捕つかまえて、汚お名めい返へん上じよう、名めい誉よ挽ばん回かいと行く気はあるかい？」





♂♀






都と内ない某ぼう所しよ




『法ほ螺ら田ださん、なんとかバレずについてけました……。あいつら、八はち王おう子じの森んところにある別べつ荘そうの中に入っていきましたよ』

「でかした！　そのまま見張ってろよ？」

　使いっ走りの後こう輩はいからの電話連れん絡らくを聞いた法螺田は、上じよう機き嫌げんで答える。

『ええ……でも、正直ヤバイですよ？』

「何がだ？」

　眉まゆを顰ひそめる法螺田に、後輩が焦あせったような声で言った。

『広い敷しき地ちにワゴン車が何台も止まってて……何か、結けつ構こう人が出入りしてるんすよ……』

「どこのチームの連中だ？　ま、まさか、粟あわ楠くす会かいとかじゃねえよな？」

　その手の集団だった場合は即そく座ざに手を引くと決けつ意いしながら尋たずねる法螺田。

『いや、そういうんじゃなくて……何か妙みようっすよ。暴ぼう力りよく団だんとかじゃなくて、明らかに普通の連中も出入りしてるっつーか……高こう坊ぼうか中ちゆう坊ぼうぐらいのガキもいるような……』

「なんだそりゃ？」

『ただ、人数は……俺が見ただけでも軽く十人以上いるみたいっすよ』

「マジか。くそ、あのワゴンに乗ってた四、五人だけなら仲間集めりゃなんとでもできんだがなぁ……。まあいい、取りあえずあれだ、場所の地図でもなんでもいいからメールで寄よ越こせ」

　法螺田はそう言って電話を切るが、その瞬しゆん間かん、別の人間から着ちやく信しんがあった。

　三み頭ず池ちという少年を見張らせていた、ブルースクウェア時代の仲間からである。

「よう、どうだった？」

『あー、三頭池って小こ僧ぞうの家は割れたんだけどよ……ヤバイぜ』

「そっちもかよ！　どいつもこいつもヤバイヤバイ言いやがって。何がヤバイってんだよ」

　苛いら立だつ法ほ螺ら田だに、仲間が言った。

『そいつのアパートよ……あれだぜ、渡と草ぐさの実家だぜ』

「っ!?」

『いつものワゴン車磨みがいててよ、その三み頭ず池ちって奴やつとなんか話してたぞ』

　渡草。

　かつて同じ『ブルースクウェア』に所しよ属ぞくしていたが、泉いずみ井いという当時のリーダーを裏うら切ぎって、門かど田たという男と共に反はん旗きを翻ひるがえしたメンバーの一人だ。

「おいおい、まさか門田がもうそのガキを取り込んでるってのかよ……っ！」

『いや、わかんね。ほら、渡草んとこアパートだろ？　そこにたまたま間ま借がりしてるだけじゃねえか？』

「ぐぬぅ……」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような呻うめき声を上げ、法螺田は暫しばし考え込む。

　──くそ、どうする？

　──三頭池ってガキに恩おんを売るのはいいが、門田が出てくると不ま味ずい。

　──なんとか、俺の手を汚さずに、安全だって解わかった所で恩を売るには……。

　──そもそも、得え体たいの知れない連れん中ちゆうにぶっ込みかけるのも何かやばそうだしな……。

　手持ちの情報を元に、頭の中で必死に考えた結果──

　彼は、一つの結論に辿たどり着いた。

　──そうだ。

　──こんな時の為ためのブルースクウェアじゃねえかよ。

　──あいつらに突っ込ませて、なんかヤベえ事になったらバックレりゃいいか。

　──全部上う手まく行って、ブルースクウェアの中に三頭池って奴が取りこまれたらしめたもんだぜ。そしたら俺は溜たまり場ばに行って『お前の彼女を探してやったのは俺だぜ』って言えばいいだけだしな。

　──……噓うそはついてねぇから、ブルスクの現げん役えき連中にも文もん句くは言われねえよな、うん。

　自分にとって都つ合ごうの良い事だけを考えながら、泉井は携けい帯たい電話をプッシュする。

　──あとは、泉井さんが出てこねえのを祈るだけだな。

　背せ筋すじをゾクリと震わせつつ、電話に出た少年に対し、わざとらしいほど上じよう機き嫌げんな声で言った。

「よう！　黒くろ沼ぬま青あお葉ば君だったっけ？　俺だよ俺！　俺オレ！　優しい法螺田先せん輩ぱいだよ！　手前てめえら可か愛わいい後こう輩はいに、ちょっと美お味いしいネタを教えてやろうと思ってなぁ！」




「平へい和わ島じま静しず雄おとタメ張れるっつービッグなルーキー君がいるんだけどよぉ。そいつに、ちょいとばかし恩を売らせてやろうと思ってな！」





♂♀






都と内ない某ぼう所しよ　地下室




　地下室に監かん禁きんされてから半日以上が経過したが、四し木きも久く音おんも冷静なままだった。

　四木の部ぶ下かの男は時とき折おり弱よわ音ねを吐きかけていたが、その度たびに上じよう司しに無む言ごんで睨にらみ付けられ、即そく座ざに気を引き締しめ直すという事を繰り返している。

　お互いに情報を出し惜しみしているのか、あるいは見張りに話が聞かれるのを警けい戒かいしているのか、あまり多くを語らないまま、時だけが刻こく々こくと過ぎ去っていった。

　監禁中のトイレに関しては、その時だけ足を解かれ、辿たどり着くまでの目め隠かくしとドアの外の見張り付きで許可されたが──その一方で、食事に関してはまだ水の一いつ滴てきも口にできていない。

　トイレの内ない装そうやそこに辿り着くまでに歩かされた感覚などから計算して、やはりどこかの別べつ荘そうのようだと四木は推すい測そくする。

　何度か会話を試みたが、見張りの男は『何も話す事はできない』の一点張りだった。

　これは自分達の業ぎよう界かいのやり方ではない。

　四木はそう断定していた。

　監禁の仕方一つをとっても、どれもこれもが『素人しろうとの力押し』という感覚が強い。

　本当に素人ならばまず人ひと攫さらいを実行する必要もないのだが、四木は今まで集めた情報から、一つの結論に達しかける。

　そして、それを確かく認にんするように、久音に言った。

「おい、坊主ぼうず」

「はい、なんでしょう」

　相手が筋すじ物ものと解わかってからは、妙みように素直に敬けい語ごを使ってくる少年。

　だが、四木はその敬けい意いが偽いつわりだと見抜いていた。

　かつて彼が重じゆう用ようしていた折おり原はら臨也いざやという男と、立ち振る舞いから言葉使いまで良く似ていたからだ。臨也はここまで軽くは無かったが、言葉の奥底にある、こちらを見み透すかそうとしてくる毒どつ気けが共通している。

「……お前、最初にここに来た時、『辰たつ神がみ彩あやと愛あいもここにいるんだろ』みたいな事を言ってたよなあ」

「はい、言いました」

「あれは、どっちだ？」

「どっち……と言いますと？」

　首を傾かしげる久音に、四木は『芝しば居いの必要は無い』とでも言いたげにハッキリと言い放つ。

「その二人は、俺おれらと同じように、攫さらわれた人ひと質じちとしてここにいるのか？　それとも……」

「……その疑問が出てくるぐらいなら、俺に答え聞く必要ないんじゃありませんか？」

　困ったように久く音おんが笑った時、部屋の入口の辺りがにわかに騒さわがしくなる。

「おっと……新しいお客さんか？」

　一いつ旦たん話を中断し、開かれた部屋のドアに注ちゆう視しする四し木きと久音。

　すると、そこに現れたのは、四木達と同じように手足を縛しばられた一人の女学生だった。

　久音と同じ制せい服ふくを着ている事から、来良らいら学がく園えんの生徒だという事が解わかる。

「あっれー？　姫ひめ香かちゃん！」

「……琴こと南なみ君。良かった、無ぶ事じだったのね」

　目め隠かくしを取られた少女は、まず最初に琴南の緑みどり色いろの髪かみを見て、無表情のままそう言った。

「感動の再会なんだからさ、もっとこう、『生きてて良かったー！』って涙ながらに喜んでくれる展開はないの？」

「ごめんなさい。今の所、無事に帰れる保ほ証しようもないから……」

「そんな淡たん々たんと謝られると、本当に絶望的になるからやめようよ、ねえ？」

「お姉ねえさんが、心配してたよ」

　姫香と呼ばれた少女がそう口にした瞬しゆん間かん、久音の顔から笑えみが消える。

「……会ったの？」




「二人で、会ってきた」

　周囲の男達に三み頭ず池ちの名前を聞かれないように、姫香は敢あえて『二人で』と答えた。

　人攫い達だけではない、久音の横に縛しばられている男は一ひと目めで『堅かた気ぎの人間ではない』という鋭い目つきをしていたので、固こ有ゆう名めい詞しはできるだけ出さない方が良いと判はん断だんしたのである。

　久音は数秒沈ちん黙もくしていたが、やがて大きく溜ため息いきを吐きながら首を振った。

「まいったな……。姉ちゃんが馴な染じみの宅たく配はい業者以外に玄げん関かんのドアを開けるなんて、珍めずらしい事もあったもんだ」

「ごめんなさい。迷めい惑わくだった？」

「いや、いいよ。姉ちゃんが受け入れたなら、俺がどうこう言う理由はない」

　鍵かぎを無む理り矢や理り開けた経けい緯いは告げず、彼女は結果だけを口にする。

「勝算があって攫われたんだろう、って言ってたけど……もしかして、犯人、もう解ってるの？」

「……姉ちゃん、マジでどこまで話した？」

「……折おり原はら臨也いざや、って人のことまで」




「……」

　折原臨也。

　その名前を聞いて、久く音おんの後ろにいた四し木きはピクリと眉まゆを上げた。

　だが、学生二人はそんな彼の反応は気付かず会話を続けている。




「……あー、そっか。姉ねえちゃん、そこまで言っちゃったのか」

　ニヘラと笑った後、冷めた目をしながら久音は言った。

「じゃあ、もう猫ねこ被かぶる必要ないな」

　いつものおちゃらけた調子ではなく、獲え物ものを狙ねらう蛇へびのような目で姫ひめ香かを見ながら問いかける。

「逆に質問するけど。姫香ちゃんは、どこで犯人に気付いた？」

「嫌いやな予感はずっとしてた。もしかしたらそうなんじゃないかって。正直に言うと、首くび無なしライダーがいい人だって解った時点で……もう、それしかないだろうって思ってた」

　いつも通り淡たん々たんとした調子で答える彼女だが、その声は、普段より幾いく分ぶん弱々しく感じられた。

「それでも、信じたかった。この結果を覚かく悟ごはしてたけど……。まだ、何かの間違いであって欲しいって思ってる」

　すると、それまで黙だまって聞いていた二人の大人おとなの内、坊主ぼうず頭あたまの方が叫び出した。

「おい、なに手前てめえらだけで勝かつ手てに話進めてんだ！　俺おれらにも解るように言えや！」

　次の瞬しゆん間かん、その頭が上じよう司しと思おぼしき男の縛しばられた両足によって蹴けりつけられた。

「ぐべっ」

「黙だまってろ。解ってないのはお前だけだ」

「へ？　ど、どういう事っすか、四木の兄あに貴き！」

　混乱する坊主頭の男に、久音が冷たい笑えみを浮かべて言う。

「この事件の最初の被害者は、お兄さん達って事ですよ」

「……は？」

「次が俺、そんで今、この女の子も被ひ害がい者しやになった感じですよ」

「何言ってんだテメェ！　俺らが調べただけで、十五人も攫さらわれてんだぞ！」

　坊主頭の男の声に、四木と呼ばれた男が答える。

「攫われたんじゃない。最初から、俺達は事件を勘かん違ちがいしてたんだ」

「はい？　ど、どういう事っすか四木の兄貴！」

「消えた連れん中ちゆうは首無しライダーに攫われたんじゃない。そう見せかける為ために、自分から姿すがたを消したって事だ」

「……？」

　意味が解らない、という顔をする部ぶ下かに、更さらに四木が何か言おうとしたが──

　それを遮さえぎる形で、入口のドアが開かれた。




「どう？　少しは落ち着いた？」

　入口から現れた女は、手足を縛しばられたままの姫ひめ香かに優しく微ほほ笑えみかける。

　姫香はそれに対し、なんら感情を見せずに答えた。

「私は最初から落ち着いてるよ。そっちこそ、落ち着いてるって言えるの？」

　そして、姫香は少し間を置いてから、久く音おん達に聞かせるようにその単たん語ごを口にする。




「……姉さん」

[image: ]
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中央自動車道




　八はち王おう子じ方面に向かう高速道路を、一台のワゴン車が進む。

　誘ゆう拐かい犯はん達のものではない。

　ブルースクウェアの成人メンバーが所有している、チーム専用車の一台だ。

　車に揺られつつ、黒くろ沼ぬま青あお葉ばは思う。

　──まさか、あの法ほ螺ら田だって人が先に情報を摑つかむなんて。

　──少し見くびってたか……？　思ってたよりできる奴なのかも。

　よもや単なる偶ぐう然ぜんと勢いだけで相手の本ほん拠きよ地ちを突き止めたとは知らずに、青あお葉ばの中で法ほ螺ら田だの評ひよう価かが揺れ動いていた。

　普段は助じよ手しゆ席せきに座る事が多い青葉だが、今は後こう部ぶ座ざ席せきに座り、隣となりにいる後こう輩はいに対して今後の事を話している。

「まさか、本当についてくるとは思わなかったよ。三み頭ず池ち君」

「どうしてですか？　クラスメイトが攫さらわれたっていうなら、当然でしょう」

「……君、本当にところどころ浮うき世よ離ばなれしてるね。普通はこういう事は警察に任せたりするものじゃないかな？」

　常じよう識しき的てきな事を言う青葉に対して、八や尋ひろは少し考えてから言った。

「言われてみればそうですね。どうして警察に通報しないんですか？」

「俺おれ達たちも色々と脛すねに傷があってね、警察に下へ手たに通報して目をつけられるのはまずいんだよ。匿とく名めいの通報だとすぐに動いてくれなさそうだしね」

　苦く笑しようを交えつつ、青葉は後輩に対して自分達の意い志しをぶっちゃける。

「こっちも慈じ善ぜん事じ業ぎようじゃないさ。その団体の弱みを握れるなら警察沙ざ汰たにする前に色々とできる事があるって事さ。っていうか、警察に通報するって手段を、言われるまで気付かなかったって……逆に凄すごいね君」

「警察には迷めい惑わくかけてばっかりなんで、なるべく関わらないようにしてるんです」

「なるほど」

　青葉は一度頷うなずいた後、手て札ふだを一つ切り出した。

「波は布ぶ良ら木ぎ村むらの警察には、いい思い出がないかい？」

「……」

　八尋は沈ちん黙もくしたまま、ゆっくりと青葉に目を向ける。

　青葉はそんな八尋に顔を向けず、窓の外を見ながら話を続けた。

「悪いけど、君の事は少し調べさせて貰もらったよ。故こ郷きようじゃ、随ずい分ぶんとヤンチャしてたみたいじゃないか。足の骨を全部砕くだかれて、未いまだに病院から出てこれない奴やつもいるってね」

「……」

　楽しげに語りつつ、青葉はおもむろに八尋の方に振り返る。

「そんな君が、どうして池いけ袋ぶくろに来たんだい？　地元の連れん中ちゆうじゃ飽き足らず、東とう京きように強い奴でも探しに来たのかな？　例えば、平へい和わ島じま静しず雄おとか……」

　そして──彼の言葉は、途と中ちゆうで遮さえぎられた。

　八尋が何かをしたわけではない。

　ただ、青葉と目があっただけだ。

「……」

　しかし、青葉が言葉を止めるには、それで十分だったのである。

　車内の温度が、二、三度急に下がったように感じられた。

　底知れぬ闇やみが、青あお葉ばの目の前に唐とう突とつに現れたと錯さつ覚かくする。

　三み頭ず池ち八や尋ひろの目は、今までとは別人と思える程に暗く澱よどんでおり、青葉は一いつ瞬しゆんにして悟さとった。

　自分が今、高層ビルの合あい間まの綱つな渡わたりにも等しい状況に追い込まれていると。

　何か一つ手て順じゆんを間違えれば、自分に途と轍てつも無い災さい厄やくが降りかかる状況だと。

「黒くろ沼ぬま先せん輩ぱい」

　抑よく揚ようの無い声。

　次の瞬しゆん間かんに、『死んで下さい』と言いながら首を折りに来ても不自然ではない声こわ色いろだ。

　しかし、それで怯おびえて腰が引ける程、青葉も柔やわな性しよう根ねではない。

「なんだい？」

　薄い笑えみを浮かべる

「俺おれが両手両足を折ったそいつは……俺を、ダンプで撥ねました」

「……」

「無む免めん許きよ運転って事もあったのと、俺を撥はねた後に数人がかりで、ツルハシを振り上げて襲おそってきたって事もあって……、俺がそこまでやっても、正せい当とう防ぼう衛えいで済みました」

　日記でも読み上げるかのように、淡たん々たんと、ただ淡々と事実だけを口にしていく八尋。

　本当にそれで正当防衛が適用されたのかと青葉は疑ったが、敢あえて深くは指し摘てきしなかった。

　八尋の今の言葉の前では、そんな事は些さ末まつな疑念に過ぎなかったのだから。

「今日きようはダンプで轢ひき殺しに来た。次は、家にまで突っ込んで来たらどうしよう、家族まで死んだらどうしようって、怖こわくて怖くて仕方ありませんでした」

「……それで？」

「それなら、二度と車が運転できないようにするのが一番いい。そう思っただけです」

　あっさりと言った八尋に、青葉は背せ筋すじをゾクリと震わせた。

　恐きよう怖ふによる戦せん慄りつではなく、目の前の人間があまりにも『異質』だという事実に、歓かん喜きまじりの感情が迸ほとばしったのである。

　──なるほどね、コレが、三頭池八尋か。

　──……面白い。




「黒沼先輩は、俺おれが飽きる飽きないの暇ひまつぶしで喧けん嘩かをしてたと思ってるんですか……？」

　複雑な表情で黙だまり込んだ青葉に、八尋は尚なおも言葉を続けた。

「俺は、楽しんだ喧嘩なんてこれまで一度も──」

　無い、と言いかけ、思わず言葉を止める。

　先日の平へい和わ島じま静しず雄おとの喧嘩、ひいてはその時の自分に迫る静雄の拳こぶしがフラッシュバックしたからだ。

　トラウマになるとしか思えない、強きよう烈れつな一いち撃げき。

　しかし、それでも──あの時の喧嘩は、今までと違うと感じられる。断言する事ができた。

　何な故ぜか、と問われたとしても、八や尋ひろには、すぐにその理由を言げん語ご化かする事は難しいだろう。

　彼自身も混乱しており、同時に、感じ取っていたのだ。

　化ばけ物ものとしてしか扱われてこなかった自分が、何かに変わる事ができるチャンスなのだと。

　しかし八尋は、そのチャンスに暗あん雲うんが立ちこめている事も理解した。

　──ああ、そうか。

　──結局、こうなるのか。

　黒くろ沼ぬま青あお葉ばが外見通りの大人おとなしい人間ではないという事は、ここ数日で思い知らさている。

　だが、流石さすがに自分の過去まで調べられて、こうして池いけ袋ぶくろの人生の中に持ち込まれた事は想そう像ぞう外がいだった。

　──ここでも、俺は結局逃げられないのか。

　考えてみれば当然の事だ、自分が首くび無なしライダーや平へい和わ島じま静しず雄おの情報を調べる事ができたように、東とう京きようの人間も、自分の情報など簡単に調べられるのだろう。

　つまりは、自分はそれだけの事を地元でしてきてしまったという事だ。

　八尋はそのような慚ざん愧きの念に囚とらわれ、ゆっくりと目を瞑つむる。

「……すいません、少し、感情的になってました」

　そのまま青あお葉ばから目を逸そらし、窓の外の景色けしきに目を向ける。

　高速道路を照らすオレンジ色の明かりが、八尋の物もの憂うげな顔を照らし続けた。

　──俺おれは、何をしに行くんだろう。

　──辰たつ神がみさんを助けに？

　──そんな資格が、俺にあるのか？

　──化け物の俺に、誰だれかを助ける事なんて……

　少年の頭の中に、過去の記き憶おくが走そう馬ま燈とうのように蘇よみがえる。

　様さま々ざまな人間達が、自分に向けてきた目。目。目。

　その視線に耐えられず、八尋はその全てから目を背けたくなった。

　──駄だ目めだ、乗り越えないと何も変わらない。

　──何でもいい、些さ細さいなきっかけが欲しい。

　──前でも後ろでもいい、ただ一歩、どこかに進むためのきっかけが──

　強く拳こぶしを握りしめた八尋は、具体的な神や悪あく魔まを想そう定ていせず、ただ、何かに祈った。

　刹せつ那な──




　影が。




　唐とう突とつに現れた『特とく異い点てん』が、八尋の思し考こうを強制的に中断させた。

　──……!?

　高速道路のオレンジ色の照しよう明めいや、後続車のヘッドライトに照らされながらも、そうした光を一切反射しない純じゆん粋すいな『闇』が、八尋の視線の先──ブルースクウェアのワゴンの真ま横よこを通り過ぎたのである。

「首くび無なしライダーさん……？」




「おい、どうなってる青あお葉ば！　首無しライダーにも連れん絡らくしたのか!?」

　運転手の困こん惑わくした声に、青葉が答えた。

「いや、確かく証しようを取ってからにしようと思ってからな……まだ連絡してない」

「前で誘ゆう導どうしてるバイク、見た事があるぞ！　『邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤン』の奴やつだ！」

「そうか、もしかして、粟あわ楠くす会かいが何か摑つかんだのか？」

　少し悔くやしそうに言うと同時に、青葉は気付く。

「ん……？」

　白いライダースーツを纏まとった数人のバイカー達が、少し遅れる形でセルティを追つい従じゆうしているという事に。

「あれは……『屍龍ドラゴンゾンビ』の連中か!?」

　黒に連なる白の群という、不ふ思し議ぎな連帯が高速道路上に生まれている。

　青葉はその奇き妙みような流れに吞のまれつつある事に気付き、口元を嬉うれしそうに歪ゆがめた。

「こりゃまた……想そう像ぞう以上に騒さわがしくなりそうだ」




「ある意味、この祭に乗り遅れなくてラッキーだったよ」
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　辰たつ神がみ姫ひめ香かは、自分を不幸だとは思わない。




　さりとて、幸福だと感じた事も無かった。

　果たして、己おのれの人生が幸運なのか不幸なのか。

　姫香には、それを主観的に判はん別べつする事ができない。




　彼女は、強い人間だ。

　とはいえ、腕わん力りよくが強いわけでも、頭が特別良いわけでもない。

　ただ、肝きもの据すわり方だけは、生せい来らいの頃ころより周囲と比べて群を抜いていた。

　幼よう少しようの頃から、お化ばけ屋や敷しきなどに入っても泣きわめく事はなく、ジェットコースターに乗っても悲鳴一つあげはしない。

　感想を聞かれると「凄すごく怖こわかった」とは言うのだが、淡たん々たんとした調子で語られるその言葉を信じられる者は少なかった。




　物もの心ごころが付いた頃から、彼女はただ、周囲の現実を受け止め続ける。

　父親が、恐ろしく怖い顔で母を怒ど鳴なりつけ、見知らぬ他人を殴なぐりつけている光こう景けいを。

　まるで別人になったかのように、優しい笑顔で頭を撫なでる父の手の平の温あたたかさも。

　妹が生まれた時に、父が犯はん罪ざい者しやだと知った事も。

　非合法な金利の貸かし付つけ業ぎよう者しや。つまりは闇やみ金きん融ゆうを経営していた父親が、多くの人々を苦しめていたという事も。

　姫ひめ香かがまだ小学生の頃──父親が逮たい捕ほされる事を望んだ姉が、父の会社の秘ひ密みつを警察に告こく発はつした事も。

　逮捕された父親の一件で、クラスメイトから嫌いやがらせを受けた事も。

　なんの躊躇ためらいもなくその逆ぎやつ境きようを払いのけ、逆にクラスの中で強い立場になった事も。

　その途と端たんに、クラスの子供達がこれまでとは逆に媚こびへつらってきた事も。

　父が家から消えた後、母が、緩やかに壊こわれていった事も。




　母は怒ど鳴なってばかりの父を恐れながらも、やはり愛していたのだろうか。

　それとも、恐きよう怖ふによる忠ちゆう誠せいを愛と勘かん違ちがいしていたのだろうか。

　姫香には理解できなかったし、それは当人同士の事なので、自分が詮せん索さくする必要はないと考えていた。

　どちらにせよ、母は喪そう失しつ感かんを埋める為ために、自分の理り想そうの世界を自分の『影』の中に作り上げ、壁に生まれた暗くら闇やみにただ、ただ、語り続けた。

　その『架か空くうの現実』の中では、母は父に怒鳴られるだけではなく、暴ぼう力りよくまで振るわれているらしかった。常つね々づね姫香や姉妹の名を呼びながら『私を一人にしないで。あんな人と二人きりにしないで』と呟つぶやき続ける。

　何な故ぜ妄もう想そうの世界でまで、わざわざ現実以上の苦労を背負い込むのか、それが理想だとでも言うのだろうか。姫香には理解できなかったが──理解できないなりに、そんな母をも受け入れ、家族として大だい事じに想おもってきた。

　更さらに言うなら、姫香は警察に逮たい捕ほされた父親の事も、人間としてはどうしようもないクズだと断じた上で、家族としては愛している。

　是ぜ非ひとも、刑けい務む所しよで更こう生せいして真ま人にん間げんになって戻ってくればいいと思っているし、立ち直る為にきちんと支えていくつもりだった。

　姫ひめ香かにとって誤ご算さんだったのは、彼女は自分が強い人間だと気付いていなかったという事。

　それ故ゆえに、姉や妹も、同じように全ての現状を正面から受け止めているのだろうと信じ、疑問にも思わなかった。

　姉の口から、世界そのものへの恨うらみ言ごとを聞くまでは。




　姫香が中学に上がった頃ころ、当時大学生だった姉が、父の顧こ客きやくから刺された事があった。

『自分が情報を漏もらしたと疑われたせいで、他の闇やみ金きん融ゆう業ぎよう者しやにも金を回して貰もらえなくなった』

　と、取り調べ室で喚わめいていたそうだ。

　男は小さな町まち工こう場ばの社長であり、銀行にも貸し渋られ、緊きん急きゆう時じに闇金を利用していたようだ。だが、その風ふう評ひようのせいでその男の工場は倒とう産さんし、路ろ頭とうに迷った末に凶きよう行こうに出たらしい。

　確かに、彩あやとその社長は顔見知りであり、その貸し付け資料を警察に差し出したのは事実だ。

　当然ながら、そんな結果になるとは彩も思っていなかったのだろう。

　姫香は後から知ったが、世の中には、違い法ほうな金きん利りと知っていても、闇金を自ら利用する者達が多く存在しているらしい。

　さりとて、闇金が必要悪だとは姫香は考えない。

　父が自分の利り益えきだけを追い求めてきた事は確かだし、その町工場の社長は助かっていたのかもしれないが、それ以上に多くの人間を取り立てで路頭に迷わせている事実があるのだから。

　だから、姉が間違った事をしたとは思っていないし、その社長は恨うらむのならばそもそも貸し渋りした銀行や景けい気きの悪さを恨むべきではないか。

　淡たん々たんとそんな事を考えていた姫香は、姉が刺された事に酷ひどく気を病やんだものの、そのショックを気力で乗り越え、姉の支えになろうと身の回りの世せ話わを続けていた。




　──「どうして、私がこんな目にあったの？」

　──「私は、正しい事をしたのよね、そうだよね？　姫香？」




　その通りだ、姉は正しい事をした。

　姫香はそう思っていたからこそ、ハッキリと言った。

　姉ねえさんは正しい事をした、でも、それが報むくわれるとは限らない。

　世界はそういう風ふうにできてるのかもしれない。

　神も仏ほとけも絶対に存在しないとまでは言わない。いるのかもしれないけれど、正しい事をした人をその場で助けてくれるわけではないのだろう。だから、私達は一いつ緒しよに頑がん張ばろう。

　何の裏も表おもてもなくそう言い切った姫香に、姉は言った。




　──「……よく、そんな残ざん酷こくな事が言えるね」

　──「壊こわれた母かあさんが、壁に向かってなんて言ってたか解わかる？」

　──「……『お父とうさんを警察に突き出すなんて止めなさい。私達は家族なのよ』……って」

　──「それが、母さんにとって正しい世界なの？」

　──「母さんにそんな事を言われる世界が正しい姿すがただとでも言うの？」

　──「私はイヤよ、あなたみたいには思えない」

　──「全ぜん部ぶ悟さとったみたいに世の中を冷めた目で見て、簡単に諦あきらめるなんて、絶対にイヤ」




　姉の言葉は、姫香の心を強く抉えぐった。

　図ず星ぼしだったからではない。

　冷めた目で見た覚えなど無いし、心しん底そこ辛つらいと思うからこそ、諦めたくないと思っていた。

　なのに、まったく逆に受け取られてしまった事が悲しくて仕方が無かった。

　しかし、性しよう根ねが頑がん健けんである姫香は、そんな悲しみにも耐え、泣きわめく事も激げつ昂こうする事もなく、健けな気げに怪け我がで動けない姉の世話をし続けた。

　だが、他人は疎おろか、母や姉妹の目にさえ、そんな姫香の強さは奇き異いとして映ってしまう。

『あの子には感情がない』

　そう勘かん違ちがいされる事も暫しばしあった。

　彼女は周囲の人間と比べても遜そん色しよくない感受性はあったし、心には喜き怒ど哀あい楽らくも存在している。

　楽しい事があれば笑う。それは他の人間と同じだ。

　ただ、彼女には、楽しいと思う間よりも、悲しみや苦しみを耐える時間の方が多すぎた。

　それ故ゆえに、彼女は滅めつ多たな事では動じないし、激しい怒りを堪かん忍にん袋ぶくろの中に溜ため込む事ができるし、悲しみの涙を吞のみ込む事もできる。

　決して、感情を露あらわにする事が人間として弱いわけではない。

　だが、辰たつ神がみ姫ひめ香かという少女にとっては、それ以前の問題だった。

　良かれ悪かれ、彼女は自らの感情を揺さぶろうとする、ありとあらゆる障しよう害がいに対して耐性が強すぎたのである。




　その強さ故に、彼女はすれ違ってしまった。

　自分自身よりも大切に思っていた、大切な姉妹達と。

　妹の愛もまた、父親が警察に捕つかまった事やそれに端たんを発する苦労や、正しい事をした筈はずの姉が刺された事や壊こわれていく母親など、立て続けに襲おそい来る『現実』に耐えられる程、強くはなかった。

　姉は怪け我がも治り無ぶ事じに大学に復帰したものの、入院していた事が原因で、就しゆう職しよく先さきすら決まっていない事じ態たいに陥おちいっており、そんな所にも現実の理り不ふ尽じんさを感じていたようだ。

　そんなある日、姉はテレビを見て呟つぶやいた。

　──「首くび無なし……ライダー……」

　池いけ袋ぶくろに長く住んでいる身としては、知らない者はいないだろう。

　姫ひめ香かも初めてエンジン音のないバイクを見かけた時は驚いたが、その時は、ただ単に『変わったバイクに乗る奇き妙みような暴ぼう走そう車しや』ぐらいにしか思っていなかった。

　彼女だけではない。当時池袋に住む多くの人間にとっては、その程度の認にん識しきの者が多かったのである。

　しかし、ある日、転てん機きが訪れたのだ。

　正しよう体たい不ふ明めいの存在である『首無しライダー』が、テレビカメラの前にその姿すがたをさらけ出したのである。

　まるで自分自身の姿を誇こ示じするかのように、『首無しライダー』は現実ではありえない動きを見せ、身体からだから湧わき出す『影』で大おお鎌がまを作り、ビルの壁すら疾しつ走そうしてみせた。

　姫香は凄すごいと思っていたが、特とく撮さつかもしれないという思いも捨てきれない。

　だが、その頃ころから、首無しライダーは昼間でも、人ひと前まえでも、普通にその超ちよう常じよう的てきな力を使うようになっていった。

　まるで、町からその存在を受け入れられたとでもいうかのように。

　姉もそんな姿を直接目にしたのだろう。

　彼女は何かに取とり憑つかれたように首無しライダーについて調べ始め、それが如い何かに常じよう識しき外はずれで、この世の理ことわりから外れた存在かを語り続けていた。

　姫香は気付いていた。

　姉のそれは、信しん仰こうなのだと。

　絶対に崩くずれる事のない理り不ふ尽じんな社会に風かざ穴あなを開ける、更さらに理不尽な存在、別の世界から来た何かなのだと信じ切っていた。

　もしかしたら本当に幽ゆう霊れいなのかもしれない。あるいは、天てん使しや悪あく魔まの類たぐいかもしれない。

　ただそれが証しよう明めいされるだけで、世界の理は変わるだろう。

　時計の針が過去に進むのか未来に進むのかは解わからない。

　科学として解明されるのか、あるいは神しん秘ぴとして崇あがめられるのか。

　どちらにせよ、世界は変わる。

　自分達を、この理不尽な世界から連れだしてくれる。

　何の根こん拠きよもなく、姉はそう思い込んでいた。

　首くび無なしライダーが本当に世の理を超えた存在だとしても、誰だれかを救いに来たわけではないというのに。

　そもそも、首無しライダーは20年も前から池いけ袋ぶくろにいるらしいのだ。本当に誰かを救う為ための存在ならば、何な故ぜ姉が刺された時に助けてくれなかったのか。

　だから、姫香にとって首無しライダーは『不ふ思し議ぎな力を持った他人』に過ぎなかった。

　しかし、それを強く主しゆ張ちようする気も無い。

　姉にとって『首無しライダー』は生きる活力を与えてくれる存在であり、ただ町に存在しているだけで彼女を救ってくれたという事に間違いはないのだから。

　そう思っていた。

　首無しライダーが、池袋の街からその姿すがたを消すまでは。




　最初はただの噂うわさ話ばなしだったが、本当に首無しライダーが姿を見せなくなってから日を追うにつれ、姉の焦しよう燥そうが目に見えて解るようになっていく。

　時々、母と同じように、壁に向かって独ひとり言ごとを呟つぶやいているのを見かけた事もあった。

　──「首無しライダーは私達をどこかに連れて行ってくれる」

　──「絶対に、こんな世界から逃がしてくれる」

　そんな事をブツブツと呟いていた姉だが、その頃ころには妹の愛あいも既すでに感化されており、二人ふたり揃そろって首無しライダーを探しに街を彷徨さまよう事すらあった。

　姉妹に希望を与えるだけ与えて、何もせずに消えてしまった首無しライダー。

　逆さか恨うらみだという事は百も承しよう知ちで、姫香は首無しライダーを好きにはなれなかった。

　あるいは本当に、人に中ちゆう途と半はん端ぱな希望だけを与えて、その後に絶望に突き落とす為に現れた悪魔なのかもしれないとさえ思う。

　同時に、会ったこともない首くび無なしライダーに対してそんな事を考える自分が酷ひどくゲスで醜みにくい存在であると気付き、姉を刺した男と同類か、あるいはそれ以下なのだと落ち込んだ。

　自分の方こそ、あの首無しライダーにとっては理り不ふ尽じんな存在なのだろうと。

　顔には出さなかったものの、鬱うつ屈くつとした想おもいが姫ひめ香かの中に積み重なって行った。




　ところがある日、姉の機き嫌げんが急に良くなった。

　それに続いて、妹の様よう子すもおかしくなる。

　姫香はその頃ころ、姉に幾いく度どとなく聞かれていた。

　──「姫香の言う通り、この世に神も仏ほとけもないのかもね」

　──「ねえ、神様がいないなら、私達で作ればいいと思わない？」

　意味が解わからず、姫香は曖あい昧まいにしか答えていなかったが──姉は上うわの空そらで言い続ける。

　──「姫香も、もう無む理りをしなくていいの。いつか解る日が来るわ」

　首無しライダーが消えた池いけ袋ぶくろの街で、姉は誰だれよりも首無しライダーを渇かつ望ぼうしていたのである。




　それから一ヶ月後──姉は姿すがたを消した。

　同じぐらい首無しライダーを追い求めていた妹と共に。

　普通ならば、姉と妹が同時に行方ゆくえを眩くらませたショックで、そこまで冷静には考えられなかったかもしれない。しかしながら、姫ひめ香かはそのショックからすぐに立ち直れる強さを持っていたが故ゆえに、一つの推すい測そくに思い至る余よ裕ゆうが生まれてしまった。

　──姉は、本当に攫さらわれたのだろうか？

　雑ざつ誌し編へん集しゆう部ぶに残されていたという書きかけのメモを見て、姫香は違い和わ感かんを覚えた。

　あれほどまでに首無しライダーを信しん仰こうしていた姉にしては、あまりにも淡たん々たんとし過ぎている上に──家で姉が熱く語っていた内容よりも、首無しライダーに関する情報があまりにも少な過ぎたのである。

　──まさか。

　嫌いやな予感はあった。ある可能性にも気付いてはいた。

　しかし、それを否定したかった。

　いくらなんでも、そんな馬ば鹿かげた事をするわけがないと。

　姫香は姉も妹も家族として愛していた。

　だからこそ、首無しライダーと家族ならば、姫香は家族を信じようと決めたのである。




　そして現在。

　姫香はそんな姉と、最悪に近い形で再会する。

　死体や再さい起き不ふ能のうの大おお怪け我がをした状態で対面する事を最悪とするならば、その次に嫌な形での再会であるとも言えた。

　池いけ袋ぶくろから少し離れた場所にある別べつ荘そうの地下室で、姫香は知る事となる。

　自分の姉が被ひ害がい者しやではなく──『加か害がい者しや』の側だったと言う現実を。




「久しぶりね、姫香。何日ぶりかしら」

　姉ねえさんと呼ばれた女は、どこか虚うつろな笑えみを浮かべながら床に転がる姫香を見下ろした。

　一方の姫香は、冷めた表情で実の姉を見上げている。

「さっき、ワゴンの中でずっと一いつ緒しよだったじゃない。私は転がされていただけだから、顔もろくに見れなかったけど」

「あら、そうだったかしら、……ああ、そうだったかもしれないわね」

　穏おだやかな顔つきでそんな事を言った姫香の姉、辰たつ神がみ彩あやは、その微ほほ笑えみを崩くずさぬまま妙みような事を言い出した。

「でも、姫香も無ぶ事じにここにこれて良かったわ。大だい丈じよう夫ぶよ、ここにいる人達は、みんないい人だから」

「……何を言ってるの、姉さん？」

「首くび無なしライダーのセルティ様が戻って来たの。だから、もう大丈夫」

「姉さん？」

　話が微び妙みように嚙かみ合っていない事に気付いた姫ひめ香かは、怪け訝げんな顔をする。

「私達は、新しい時代を目にするの。あなたもその目もく撃げき者しやになれるのよ」

「何を言ってるの……姉ねえさん……母かあさんは無ぶ事じなの？」

「母さん？　ああ、お風ふ呂ろ場ばで壁と話してたけど、大だい丈じよう夫ぶよ、あの人は父とうさんのものだから。もう姫香や愛あいが父さんや母さんの事で苦しまなくていいの。それもこれも、全部セルティ様のお陰なの。きっと父さんは刑けい務む所しよのどこかで死んでるわ。母さんもそのうちセルティ様が助けてくれる。そうよ、大丈夫、きっと全部上う手まくいくから大丈夫よきっと……」

「もう止やめて……。姉さんはただ、逃げ出す理由に首くび無なしライダーを利用してるだけ。そんなのは、あの人にも迷めい惑わくよ」

　姫香がそう言うと、姉はグギリ、と激しく首を傾かしげ、姫香に問いかける。

「あの人？　あの人って、セルティ様の事？」

　その顔は笑顔のままだったが、底知れぬ冷気を感じさせる声だった。

「……そうよ」

「あなたにあの方の何が解わかるの？」

「解るよ、だって直接そう言ってたから」

　その言葉に、彩あやは顔から笑顔を消した。

「……何？　どういう事？」

「それは……」

　言い淀む姫香の代わりに、久く音おんが口を開く。

「姫香ちゃんも一いつ緒しよに会ったんですよ。セルティさんにね」

　挑ちよう発はつするような一ひと言こと。

　同時に、部屋の中の時間が止まる。

　彩の重々しい沈ちん黙もくに、周りの男達も、釣つられて声を発する事ができなくなっていた。

「……どうして？」

　自らその沈黙を破り、彼女は静かに言う。

「どうして？　どうして貴女あなたなの？」

「姉さん……」

「やっぱり、おかしいわ。この世界はおかしい。早く逃げ出さないと……。早く、黒い煙の中に……」

　ブツブツとおかしな事を言い出す姉に、姫香が叫ぶ。

「もう止めて姉さん！　こんな事、姉さんが始めたとは思えない！　誰だれが最初に姉さんをこんな事に引きずり込んだの!?」

「引きずり込む……？　違うわ、姫香。私達は、引き上げられたの。あの腐くさった泥どろの沼ぬまみたいな所から……。その証しよう拠こに、ほら、私今、凄すごく良い気分なの。ね？　解るでしょう？」

「何を言って……」

　やはり会話が嚙かみ合っていない。

　姫ひめ香かが返答に窮きゆうしていると、背後にいた四し木きが小声でそっと囁ささやいた。

「説せつ得とくは、今は無む駄だだと思いますよ、お嬢じようさん」

「え……？」

「あー……。気を強くもって聞いて欲しいんですが、あんたのお姉ねえさん、クスリか何かキメてるようだ」

「……！」

　鉄てつ仮か面めんのように冷静だった姫香の顔が、僅わずかに青ざめる。

「あの目と顔つき……見覚えがあります。『ヘヴンスレイヴ』ってクスリに手を出した奴やつが、みんなあんな感じになるんですよ。嫌いやな事を感じたら、その直後に反動があるらしい。多幸感に包まれて、自分にとって都つ合ごうの良い事しか見えないし、聞こえなくなる」

　嫌な事を感じたというのならば、当然ながら姫香が自分よりも先にセルティと接せつ触しよくしていたという事だろう。姫香はそれを即そく座ざに察し、確かに今の姉はまともでないと理解した。

「そんな……！」

「だが、まだ初期だ。今やめさせりゃ、なんとかなる」

　久く音おんはそのやり取りを聞いて、ショックを受けている姫香の代わりに辰たつ神がみ彩あやへと問いかけた。

「ねえねえ、お姉さん？　ってことは、愛あいさんも無ぶ事じなんですね？」

　姫香の妹の名前を出すと、彩は少し考えてから言葉を返す。

「愛？　愛……。ああ！　ええ、そうよ、安心して。愛もちゃんとやるべき事をやってるだろうから。セルティ様や平へい和わ島じま静しず雄おと馴なれ馴なれしくお話をしてた後こう輩はいの女の子を、ここに連れてくるって」

　その答えに、四木とその部ぶ下かがピクリと身体からだを反応させた。

「つかぬ事を聞きますがお嬢さん、その後輩の女の子ってぇのは、なんという名前です？」

「あら、あなた誰だれ？　まあいいわ……ええと……そうよ、アカネちゃん、って言ってたかしら」

「……」「あ、兄あに貴き！」

　苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような顔をする四木と、あからさまに狼ろう狽ばいする部下。

　四木はすぐに表情を戻し、冷静なまま会話を続けた。

「どうして、その女の子を？」

　すると、それは彼女にとって『都合の良い事』だったのか、姫香の時とは違い、ちゃんとした答えを返してくる。

「平和島静雄も人間を超えた人だもの、あの方と話をする資格があるわ。だけど、普通の子が軽々しくあの方と仲良くしてるなんて、許せないじゃない」

　そう言って微ほほ笑えみながら、久音の頭を蹴けりつけた。

「ぐぁ……っ！」

「やめて、姉ねえさん！」

「大だい丈じよう夫ぶよ、姫ひめ香か。彼を殺すつもりはないわ。ただ、少し反省して貰もらって……その後、行方ゆくえ不ふ明めいになって貰うだけよ」

　さらりととんでもない事を言う姉に、姫香は尚なおも食い下がる。

「それも……それも全部セルティさんのせいにするつもりなの！」

　すると、彩あやは不ふ思し議ぎそうな顔をして首を傾かしげる。

「？　何を言っているの？　みんな、セルティ様が消すのよ？　セルティ様の意い志しは私達はちゃんと解わかっているもの。私達の意志は、セルティ様の意志なんだから」

「……」

「池いけ袋ぶくろから消えてしまった首くび無なしライダーの伝でん説せつを、私達が守り通したのよ？　今は失しつ踪そう事件になっているけど、そのうちみんな噂うわさするわ。首無しライダーに連れて行かれた人間は、影を通って苦しみの無い世界に辿たどり着くって」

　話がまったく通じていない。

　適当にはぐらかしているわけではなく、本当にそれが真実だと思い込んでいるような顔だ。

　雑ざつ誌し記き者しやとしての理り知ち的てきな面おも影かげはもはやなく、彩はただ、何かを盲もう信しんする狂きよう信しん者しやとして姫香の前に立っている。

　姫香は僅わずかに目を伏せ、そのどうしようも無い現実を真ま正しよう面めんから受け止めた。

　──姉さんは、間違ってる。

　──それでも私は、姉さんからも、愛あいからも逃げ出さない。

　──現実からも、首無しライダーさんからも……絶対に逃げない。

　そう決けつ意いしながら、姉に向かって口を開いた。

「姉さん……。お願いだから、首無しライダーさんとちゃんと会って、向き合って話をして？　そうすれば、姉さんもきっと解ると思うから」

「大丈夫よ、姫香。私達は今、もうとっくに幸せなんだから。都と市し伝でん説せつを生み出して広めていくとね、まるで自分達がその伝説の一部になったように錯さつ覚かくする……先せん輩ぱいの記者さんがそう言ってたけど、まさにその通りよ。錯覚なんかじゃない。私はもう、首無しライダー様の一部なのよ」

　目に穏おだやかな狂きよう気きを孕はらんだ姉の姿すがたを真ま正しよう面めんから見み据すえ、姫香は尚も何か言おうとした。

　だが──それよりも先に、部屋の扉とびらが開かれ、入って来た男が何かを彩に耳打ちする。

「……愛が？」

　そう呟つぶやいた後、慌あわてて外に向かう彩。

「ごめんなさい、姫香。愛ったら、そのアカネっていう女の子を攫さらうの、失敗しちゃったみたいなの」

「え？」

　姫ひめ香かはキョトンと目を丸くし、その背後で、四し木きが小さく安あん堵どの息を吐き出した。

「大だい丈じよう夫ぶよ、次は私が上う手まくやるから」

「待って、姉ねえさ……」

　彩あやは勢い良く扉とびらを閉め、後に見張りの男一人だけを残して去って行った。

　まるで、姫香が語る言葉という現実から逃げだしていくかのように。





♂♀






八はち王おう子じ某ぼう所しよ




『……まさか、こんな所で会う事になるとは思わなかった』

　三み頭ず池ち八や尋ひろからのメールを見たセルティは、粟あわ楠くす会かいの関係者が集結しつつある中、少し離れた場所で少年と落ち合う事にした。

「すいません、俺おれもビックリしてます」

『一体どうしてここに？』

「実は……」

　八尋が事情を説明すると、セルティは肩を落としながら納なつ得とくする。

『黒くろ沼ぬま青あお葉ばか。一体どこで情報を手に入れたんだ？』

　不ふ思し議ぎには思ったが、あの少年も臨也いざやに近い情報網もうを持っている。

　もしかしたら粟楠会の人間を盗とう聴ちようしていたのかもしれないと思いつつ、特に深く追つい及きゆうはしない事にした。

『だが、どうする気だ？　こんな所まで来て、青葉達と一いつ緒しよに人ひと攫さらいの所に乗り込む気か？』

「友達が二人も攫われてるんです。放って置けません」

『警察に任せておけ……とは私も立場上言えないんだが、君まで危ない目に遭あう必要はない』

「必要はなくても、やらなきゃいけない気がするんです。手伝わせて下さい」

　自分でも理り不ふ尽じんな事を言っているのは理解しているが、八尋は引き下がらない。

「ここで引いたら、摑つかみかけた『きっかけ』が、手ての平ひらから逃げてしまうような気がして……」

『きっかけ？』

　セルティの問い掛けに、八尋は慌あわてて首を振り、僅わずかに話を逸そらして言った。

「理不尽な事を言っているのは解わかってます。だけど……久く音おん君と辰たつ神がみさんが攫われたなら、次は俺が狙ねらいかもしれません、囮おとりぐらいにはなれると思います」

『確かに、まさか姫香ちゃんまで攫われているとは思わなかったからな……』

　八尋が普通の高校生ならば、一も二も無く『危ないから』と押し通す事ができるのだが、八尋が普通ではない事はセルティも既すでに知っている。

　言わば、少しマイルドな平へい和わ島じま静しず雄おのようなものだ。喧けん嘩かに関しては止める必要もないのだろうが、何しろ今回は相手の正体すら分かっていない。早い話が、突とつ然ぜん銃じゆうを乱らん射しやしてくるような類たぐいの人間達かもしれないのだ。

　──粟あわ楠くす会かいの血の気の多い連れん中ちゆうに加えて、屍龍ドラゴンゾンビの連中まで来てるしな……。

　それに加えてブルースクウェアの面子メンツも集まっているという。

　屍龍ドラゴンゾンビとブルースクウェアの関係は、決して良好であるとは言えない。屍龍ドラゴンゾンビと犬けん猿えんの仲である『邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤン』までいるとなれば、下へ手たな刺し激げき一つで抗こう争そう状態となるだろう。

　──何しろ、組くみ長ちようの孫まごの茜あかねちゃんを攫さらおうとした連中相手だ。粟楠会も容よう赦しやする気はないだろうし、下手をすれば銃じゆう器きの類を持ってきているかもしれない。

　ネガティブな方向に思し考こうが偏かたよったセルティは、慌あわててヘルメットを左右に振り、改めて八や尋ひろに問いかけた。

『君は、何が目的なんだ？』

「えっ？」

『昔、非日常を求めて池いけ袋ぶくろに来た子がいた。その子がこういう裏側の道に来た時、それを止めなかったのが良かったのか悪かったのか、今では良くわからない。ただ、その子は大きな怪け我がをして「こっち側」から身を引いた。何か信念があって怪我をするのは自じ業ごう自じ得とくだ。だが、一時的な感情の流れで「こっち側」に関わるのはお勧すすめしない』

　セルティは目の前の少年と向き合い、とある少年の事を思い出しながら更さらに続ける。

『教えてくれ。君は、何か強い目的や理由があってこの街に来たのか？』

　すると八尋は、暫しばらく沈ちん黙もくした後──ハッキリとセルティに目を向け、その口を開いた。

「セルティさん」

『なんだ？』

「……これから、凄すごく失しつ礼れいな事を聞きます。殴なぐられても仕方ない事を」

『？　いや、質問だけで殴ったりはしないが……』

　ヘルメットを傾かしげるセルティに、八尋は大きく息を吸った後、思い切って告こく白はくする事にした。

　何な故ぜ、自分がこの街に来たのかを。

　地元で、何と呼ばれていたのかという事を。




「みんなに『化ばけ物もの』って呼ばれるのは……どんな気分ですか？」
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別べつ荘そう地ち下か




「どうしよう、早くなんとかしないと、そのアカネちゃんっていう子が……」

　まったく話が通じなかった事を悲しんでいた姫ひめ香かだが、やはりすぐにその悲しみを抑え込み、淡たん々たんとした調子でそう言った。

　すると、背後にいた四し木きが口を開く。

「貴女あなたのお姉ねえさん達に、『次の機き会かい』なんてありませんよ」

「？」

　姫香の疑問を察した久く音おんが、四木の代わりに答える。

「そのアカネちゃんって子はね、多分、粟あわ楠くす茜ちゃんさ。粟楠会かいの組くみ長ちようのお孫まごさんのね」

「……良く知ってるな、坊主ぼうず」

「同じ道どう場じようなんで」

「……ああ、お前、楽らく影えいジムの人間か」

　得とく心しんがいったように頷うなずく四木。

　久音はそれに頷き返した後、見張りに聞こえないように、小声で言った。

「つまりね……ここの別べつ荘そうにいる人達は、粟楠会を敵に回したって事だよ」

　それを引き継つぐ形で、四木が言う。

「茜お嬢じようさんには見張りをつけさせてる筈はずだ。そうなったら、攫さらいかけた連れん中ちゆうは尾び行こうされてると思っていいだろう」

「え、それって……」

「粟楠会の人間が、何人もここに向かってる……って事ですよ、お嬢さん」

「……」

　四木の話を聞いて、姫香が難しい顔をした。

　助けが来るという安あん堵どよりも、『姉がその筋すじの人間達を敵に回してしまった』という事実の方が重要なのだろう。

「おい、何をコソコソ話してる」

　小声で話し続ける四木達を不ふ審しんに思ったのか、見張りの男が眉まゆを顰ひそめながら近寄ってくる。

「ああ、すいませんねぇ。血で床を汚しちまいそうで、困ってたんですよ」

「血？」

　怪け訝げんな顔をして近寄る男。

　やはり彼は素人しろうとなのだろう。なんの警けい戒かいもせずに四人の陰を覗のぞき込み──

　その鼻はな柱ばしらに、四木の掌しよう底ていが叩たたき込まれた。

「ぶごっ……」

　大きく仰のけ反ぞった顔から、鼻はな血ぢが勢い良く零こぼれ始める。

　いつの間にか四し肢しの拘こう束そくを解といていた四木が、勢い良く立ち上がってその男の右手首と頭を両手でそれぞれ摑つかみあげた。

「さてと……」

「ひっ……」

　手を背中に回された挙あげ句く。髪かみの毛を強く引かれている男。

　四し木きはそのまま男の重じゆう心しんを操あやつり、顔面から思い切り棚たなの角かどへと叩たたきつけた。

「～～っ！」

　声にならない悲鳴を上げた男に対し、四木はもう一度大きく身体からだを操あやつり、そのまま男の顔面を床へと叩き落とした。

　ベチャリ、と嫌いやな音がし、男の鼻が潰つぶれたのが久く音おん達たちにも理解できた。

　気き絶ぜつしたまま、ドクドクと鼻はな血ぢを流し続ける男に、四木は言う。

「な？　汚れただろ？」

　肩を竦すくめる四木に、久音が驚いたように口を開いた。

「いつの間に手足が自由に……あれ……？」

「最初からいつでも抜け出せたんだが、正体が解わかるまでは大人おとなしくしておこうと思ってな。あの程度の拘こう束そく、この筋すじでメシ食ってる俺おれらが抜け出せないわけが……」

「あ、あの……」

　倒れた男のスマートフォンを漁あさる四木に坊主ぼうず頭あたまの部ぶ下かが気まずそうに言う。

「四木の兄あに貴き……俺、抜け出せなかったんで、外して貰もらっていいっすかね……？」
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別べつ荘そう地ち周辺




『なるほど。それで君は、私や静しず雄おを探してた……ってわけか』

　八や尋ひろの告こく白はくを聞いたセルティは、落ち着いた調子で少年に文字を見せた。

『静雄の奴やつは、化ばけ物ものだったか？』

「……強さだけなら」

『強さ以外は？』

「……いい人でした」

　その答えを聞いて、セルティは心の中で口くち笛ぶえを吹く。

　静雄に思い切り殴なぐり飛ばされて、即そく座ざに彼を「いい人だ」と言い切れる人間など今まで滅めつ多たにいなかった。

「あの人は、セルティさんや弟さんの為ために怒ってました。俺、自分の事じゃなくて、友達をバカにされたから怒るあの人を見て、正しよう直じき凄すごいと思いました」

『ああ、そうだな』

　──まあ、静しず雄おは自分の事でキレるのもしょっちゅうだけどな。

　セルティはそう思ったが、話の腰は折るまいと敢あえて文字にはせず、話を聞き続ける。

「俺おれなんかよりもっと多くの人に化ばけ物ものだって言われてたのに、凄すごく真まっ直すぐに生きてるっていうか……。俺はどうしてああいう風ふうになれなかったんだろうって……」

　──……まっすぐ……かな……。

　静雄に折られた道路標ひよう識しきやポスト等を頭に思い浮かべ、セルティは『流石さすがにそれは過か大だい評ひよう価かし過ぎなのでは』と思ったものの、無む免めん許きよ運転をしている自分がどうこう言える事ではなかろうとやはり気にしない事にした。

「俺、もしかしたら、一人じゃないのかもしれないって……。池いけ袋ぶくろにくれば、他に化け物って呼ばれてる人達と話す事ができれば、自分が生きる意味とか解わかるんじゃないかと思って……本当に、すいませんでした」

『別に、謝る事じゃないさ。私が人間から見て化け物なのは本当の事だからな』

　セルティはそう言うと、ヘルメットをあっさりと脱ぬいで見せた。

「！」

　そこにはただ、漆しつ黒こくの影が滲にじみ出す首の断面だけが存在している。

　八尋は突然の事に驚いたが、呼吸を整えつつ、セルティに言った。

「本当に……人間じゃないんですね」

『怖こわがらないな』

「いえ、足が竦すくんでます」

　ゴクリと息を吞のみながら八尋はそう呟つぶやき、拳こぶしをぐっと強く握りしめながら、申もうし訳わけなさそうに口を開く。

　彼が本当に怯おびえていたのは、首が無いセルティの容よう姿しについてではなく──そんな『本物』を前にして、自分の矮わい小しようさを突きつけられた事に対する怯えだった。

「俺みたいな、ただ行動で化け物化け物って言われてる中ちゆう途と半はん端ぱな奴やつと一いつ緒しよにされたら、本当に迷めい惑わくですよね」

『なればいいじゃないか』

　再び頭を下げようとした八尋の言葉を遮さえぎる形で、セルティはスマートフォンを突きつけた。

「……え？」

『中途半端がイヤなら、化け物になるのも悪くないと思うぞ』

　それは、数年前のセルティからは、決して出てこない言葉だった。

『化け物になる事を怖おそれるな』

　セルティには、所しよ詮せん自分は人間ではないという想おもいが強かった時期がある。

　それ故ゆえに、全ての人間達との間に自ら溝みぞを引いていた。

『例え私と同じような首くび無なしの身体からだになったとしても……それでも、君は君だ』

　彼女が自ら引いた溝みぞを埋めたのは、人間になろうと思ったからではない。

　ただ、今の彼女にとって幸運な出会いがあっただけだ。

『世界は広い。人生を信じろ……なんて偉えらそうな事は言えないが……例え化ばけ物ものだろうと、お前を信じてくれる奴やつや、お前を愛してくれる奴は、きっとどこかに居る』

　彼女の頭に浮かぶのは、ただ、化け物である自分を純じゆん粋すいに愛してくれた男の顔。

　それは同時に、純粋に自分が愛している男の顔でもあった。

「俺おれを……信じてくれる人？」

『その、いつか出会うどこかの誰だれかを信じる事を諦あきらめない限り、お前は人であり、化け物であり──』




『お前はずっと、三み頭ず池ち八や尋ひろだ』




「あ……」

　八尋にはその瞬しゆん間かん、首の無い女性が微ほほ笑えんだように思えた。

　ただそれだけの事で、十分だったのである。

　首無しライダーの笑顔は、八尋が前に進む為ための『きっかけ』として、恐らく最高の物だった。
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別べつ荘そう地ち下か




　四し木きは坊主ぼうず頭あたまの拘こう束そくを解くと、彼に指し示じを出して久く音おんと姫ひめ香かを自由にさせた。

　その間、四木は見張りの男の持っていたスマートフォンを起き動どうさせ、地図のアプリケーションで現在位置を確かく認にんする。

　そして、その住所を元にネットで検けん索さくをかけ、自分達がいる物件がなんなのかを割り出した。

「まったく、便べん利りな時代になったもんだ」

　呟つぶやく四木の目に映るのは、『四し十じ万ま不ふ動どう産さん所有　別荘地』の文字だ。

　どうやらこの周辺一帯が、四十万グループが所有、販はん売ばいしている土地らしい。

　四十万という名前には覚えがある。

　──なるほど、俺が攫さらわれたのは、そっちの絡みかもな。

　──『ヘヴンスレイヴ』を扱ってるのは四十万だけだしな……たまたま俺が首無しライダーの一件を調べてたから、目を付けて一いつ石せき二に鳥ちようを狙ねらったってわけか。

　その筋すじの人間である自分を攫えば、『首無しライダーはとうとう粟あわ楠くす会かいに手を出した』と世間に思わせる事ができると同時に、自分の組そ織しきを潰つぶした粟あわ楠くす会かいへの意い趣しゆ返がえしにもなる。

　──だが、何な故ぜ今なんだ？

　──首くび無なしライダーの信者を利用して人を集めて、それを隠かくれ蓑みのに麻ま薬やく組織を復活させたってわけか……？

　──いや、素人しろうとを中心近くに引き込むなんて下へ手たな真ま似ねをするような奴やつだったか？

　そもそも、本当に四し十じ万まが絡んでいるのなら、とっくに自分を始し末まつしに来てもおかしくはない筈はずだ。

　四し木きの頭にはいくつもの疑ぎ問もん符ふが浮かぶが、手持ちの情報だけでは何も解決しないだろうと判はん断だんし、とりあえず今後の事について考える事にした。

　まず、スマートフォンで組の人間、上じよう司しである粟楠幹みき彌やに連れん絡らくを入れる。

　こんな時の為ために重要幹かん部ぶの電話番号を全て頭に叩たたき込んでいる四木は、直接番号を打ち込み相手の着ちやく信しんを待った。

『……誰だれだ？』

　知らない番号からの着信だったからだろう。訝いぶかしげな幹彌の声が聞こえる。

「すいません、幹彌さん。俺おれです」

『！　四木か!?　今、どこにいる！』

「八はち王おう子じです。人ひと攫さらいどもの懐ふところに潜もぐり込んだ所ですよ。お嬢じようさんは御ご無ぶ事じですか」

『さっき、攫われかけたって連絡があったが、お前んところの部ぶ下かに助けられた。感謝する』

　短い礼れいの言葉だが、四木は特に気にせず、自らの状況を幹彌に伝えた。横にいる姫ひめ香かに気を遣つかってか、彩あや達たちの事には触れていない。

「中ちゆう毒どく者しやが何人か居ますが、裏で絵え図ず描かいてるのは恐らく四十万でしょう。その更さらに裏で糸を引いてる奴がいるのかどうかは、これから調べます」

『……赤あか林ばやしの子飼いの族ぞくと、青あお崎ざきの所の若い連れん中ちゆうがそっちに向かってる。巻き込まれないように気を付けろ』

　幹彌の言葉に、四木は眉まゆを顰ひそめた。

「青崎の奴、まさか銃器どうぐは持たせてないでしょうね」

　粟楠会きっての武ぶ闘とう派はである青崎の派は閥ばつは、本人を含めて血の気の多い人間ばかりだ。麻薬中毒者とは言え堅かた気ぎの人間に銃じゆう弾だんが撃うち込まれた、などという事になれば、粟楠会自体が無くなりかねない。

『奴の理性を信じるしかない。俺もこの立場じゃなきゃ、直接カチコミに行ってる所だ』

「まあ、私も騒さわぎを大きくしないように努力はしますがね」

　その後、幹彌といくつかやり取りをした後に電話を切り、四木は背後にいる久く音おんと姫香に振り返った。

「私達はこれから外に出ますが、お嬢さん達は迂う闊かつに動かない方がいいですよ」

「いえ……行きます。姉が心配ですから」

　四し木きがどういう職しよく業ぎようの人間かに気付いた後でも、姫ひめ香かは物もの怖おじせず凜りんとした言葉を響ひびかせた。

　大した度ど胸きようだと思いつつも、四木としては素人しろうとを連れ歩く理由はない。

　簡単に拘こう束そくを解とくべきではなかったかと思し案あんしていると、ドアの辺りから階段を下ってくる足音が聞こえて来た。

　ちらりと目で合あい図ずすると、坊主ぼうず頭あたまの部ぶ下かが頷うなずきながらドアに忍しのび寄る。

　そして、ドアが開かれると同時に、坊主頭の男は勢い良く来らい訪ほう者しやに躍おどり掛かり──

　あっという間に殴なぐり返され、白しろ眼めを剝むいて気き絶ぜつする結果となった。

「！」

　こめかみを的てき確かくに狙ねらった鮮あざやか過ぎる一いち撃げきに、四木は思わず息を吞のんだが──

　警けい戒かいするよりも先に、その来訪者の奥にいる人ひと影かげに気が付いた。

　ヘルメットを除き、まさしく人の形をした影そのものとでもいうべき存在に。




「辰たつ神がみさん！　久く音おん君！　大だい丈じよう夫ぶ！」

　慌あわてて駆かけ寄ってきたのが八や尋ひろだと気付くと同時に、姫香と久音は双そう方ほう目を丸くする。

「三み頭ず池ち君!?」

「八尋!?　それに……セルティさん!?」

　こちらの名を呼ぶ二人を見て、特に怪け我ががなさそうだと喜んだのも束つかの間ま──

　その傍そばにいた一人の男を見て、八尋はゾクリと背を震わせる。

　長年培つちかってきた経験と、生まれながらの本能が即そく座ざに告げた。

　目の前にいるこの男は、静しず雄おと方向性こそ違えど、とても危険な存在だと。

　しかし、その危険な空気を纏まとう男は──セルティに対して深々と一いち礼れいした。

「やれやれ、助かりましたよセルティさん」

『四木さん！　無ぶ事じだったんですね！』

「ええ、何とか。よく、地下にいると解わかりましたね」

『裏口からこっそり忍しのび込んできたんですけど、途と中ちゆうにいた見張りを捕つかまえて脅おどして、ここの事を教えて貰もらいました』

　セルティの文字を見て、四木が言う。

「……脅す必要は無かったと思いますよ？」

『？　そういえば、なんだか笑いながら涙を流してて……変な反応でしたけど……』

「でしょうね。まあ、とにもかくにも、貴女あなたが先に来てくれて助かりました。揉もめ事ごとの最さい中ちゆう、安心して学生さん達を預けられる」

　久音と姫香をチラリとみながら言う男を見て、八尋はどうやらその男が敵では無いらしいと悟さとったが──

　同時に、ハッと気付く。

「あの、この人、もしかして……人ひと攫さらいの仲間じゃなかったんですか？」

　足元で伸びている坊主ぼうず頭あたまの男を見て狼狽うろたえる八や尋ひろだが、鋭い目つきの男は小さく溜ため息いきを吐いた後、苦く笑しよう交まじりに答えた。

「先に勘かん違ちがいして仕掛けたのはこちらですから、お気になさらず。こいつも、学生さんに殴なぐり倒されたなんて恥はずかしくて喧けん伝でんしたりはしないでしょうし、させませんよ」

　八尋はそれを聞いて安あん堵どした後、改めて頭を下げる。

「解わかりました。起きたら、本当にすみませんでしたと伝えて下さい」

　本来ならしっかりと男を起こして詫わびたい所だったが、その時間が無いとばかりに、八尋は姫ひめ香か達に向き直った。

「早く逃げよう。ここはもうすぐ、厄やつ介かいな事になる」

　すると、それに対して姫香が首を振る。

「まって、姉ねえさんは置いていけない」

『そうか、君のお姉さん達もここに捕つかまってるんだな。一いつ緒しよの部屋じゃなかったのか……』

　セルティは、姫香を安心させようとする文字を打ち込んで姫香に見せた。

『私が囮おとりになるから、その隙すきに八尋君達と裏口から逃げるんだ。いいね』

「……違う、違うんです、セルティさん」

『え？』

　戸と惑まどうセルティに、姫香は唇くちびるをキュウ、と嚙かみしめた後に事の顚てん末まつを語りだした。

「私の姉さんも妹も……人攫いの一いち味みだったんです……」

『なっ……ど、どういう事だ!?』

　驚くセルティに、四し木きが皮ひ肉にくげに言葉を紡つむぐ。




「どういう事もなにも、貴女あなたが羽を伸ばしすぎたのが原因ですよ」





♂♀






別べつ荘そう周辺




「……なんで『屍龍ドラゴンゾンビ』の雑ざ魚こどもがこんな所にいる？」

「それはお互い様だろ？　『邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤン』が八はち王おう子じで集会って事は、とうとう池いけ袋ぶくろからその臭くせぇ息ごと消えてくれるって事か？」

　複数の組そ織しきが現場の別荘地に集結しつつある中、当然ながらチーム同士の諍いさかいも起こりつつあった。当然ながら『屍龍ドラゴンゾンビ』も『邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤン』も、上じよう層そう部ぶは状況を理解して冷静なのだが、血の気の多い構こう成せい員いんによる小こ競ぜり合いも始まりつつあった。

「あぁ？　まさか、手前てめえらが人ひと攫さらいに関わってるわけじゃぁねえよなぁ？」

「吼ほえるなよ、粟あわ楠くす会かいの犬は、人攫いと俺おれらの区別もつかねぇほど鼻が腐くさっちまったか？」

「っぁあ？」

「っだらぁ！」

　もはや言葉にすらなってない怒ど声せいを浴びせ合う彼らを、遠くからカメラで録ろく画がする者達も存在していた。




「やれやれ、あれじゃもう、別べつ荘そうの中の連れん中ちゆうには気付かれてるだろうな」

　少し離れた駐ちゆう車しや場じようの片かた隅すみ。青あお葉ばがそう言って、ワゴン車の中からビデオカメラを回している。

「声が入るぞ」

「いいよ、俺達の声は後で編へん集しゆうするから」

「つーか、俺らはどのタイミングに殴なぐり込みゃいいんだ？」

　仲間の言葉に、青葉が答えた。

「相手の正体を摑つかんでから。場合によっちゃ、屍龍ドラゴンゾンビと邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤンの小競り合いになるだろうから、そのタイミングで出る事になるかもね」

　そんな事を話していると、暗あん視し装そう置ち付つきの双そう眼がん鏡きようを覗のぞいていた仲間が、現場に動きがあった事を伝えて来る。

「おい、団体さんが別荘の入口に向かったぞ」

「どれどれ……おっと、ありゃ『邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤン』じゃないな。その一いつ個こ上うえ。粟あわ楠くす会かいの怖こわいお兄にいさん達だね……」

　カメラのズーム機き能のうを使って様よう子すを探る青葉。

　別荘の入口近くで、何やら小競り合いが起きているらしい。

「始まるかな？　さて、鬼おにが出るか蛇じやが出るか……」

　楽しそうに事の成り行きを見守っていた青葉だが、次の瞬しゆん間かん、画面の左上に揺らめく光に気が付いた。

「ん？」

　小さな炎ほのおだと気付いた時には、その光点は一回り大きく膨ふくらみ、別荘の二階から敷しき地ちの外に向かって、光の軌き跡せきを描いて落ちていく。

　──火か炎えん瓶びん!?

　青葉がその正体を看かん破ぱした刹せつ那な──ガラスの破は砕さい音おんと共に、勢い良く地面に炎が広がった。




「うおおお!?　んだありゃぁ!?」

「どこの連中だぁ！」

「手前てめえらの仕し業わざかぁ！」

　火か炎えん瓶びんがどこからともなく投げつけられる。

　それは、爆ばく発はつ寸前だった両チームの起き爆ばく剤ざいとしては十分過ぎる出来事だった。

　誰だれかが最初に相手を殴なぐりつけると同時に、喧けん噪かがあらゆる場所で一いつ斉せいに膨ふくれあがる。

「あぁ、やれやれ、血の気の多い連れん中ちゆうだなぁ。邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤンの連中も、うちが相手だと妙みようにムキになりやがるし、逆もまた然しかり、と」

　少し離れた場所で様よう子すを見ていた麗貝リーペイは、呆あきれた目でその抗こう争そうを眺ながめていた。

「まぁ、始まったものはしょうがないかねぇ」

　呆れた声を出しているが、その目は楽しそうに笑っている。

　そんな彼の後ろから、邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤンの若手メンバーが数人、鉄パイプを持って迫っていた。

「死ねや麗貝ィィイ！」

　鉄パイプを振り上げながら叫ぶ男達に、麗貝は振り返り様ざまに銀の閃せん光こうを煌きらめかせる。

　ガキン、ガギン、と、鋭い金きん属ぞくの衝しよう突とつ音おんが聞こえたかと思うと、男達の鉄パイプがバラバラになって転がった。

　呆ぼう然ぜんとする男達の目に映ったのは、麗貝の両手にそれぞれ握られた柳りゆう葉よう刀とう。

　自分達の鉄パイプの惨さん状じようとその刀を見比べた後、男達は短い悲鳴を上げて逃げていった。

「あんなのが向こうの新入りかぁ。お互い、人材不足は深しん刻こくだねぇ」

　首を振りながら苦く笑しようしつつ、麗貝はゆっくりと歩を進めた。

　仲間達を止めるわけでもなく、ただ、始まってしまった『祭』の顚てん末まつをその中心から確かめる為ために。




　一方で、それが別べつ荘そうの中から投げられたという事を理解した粟あわ楠くす会かいの若わか衆しゆう達たちは、一いつ瞬しゆん怯ひるんだものの、怒ど声せいを上げて別荘の入口に押し寄せる。

　すると、今度はそれに狙ねらいを定めるように、新しい火炎瓶が投げつけられた。

　それだけではない。

　周囲にあった別の家か屋おくの敷しき地ち内ないからも、組そ織しき問とわず、集まった集団に対して手当たり次第に火炎瓶を投げつけ始めたではないか。

　更さらにはそれに混じって、催さい涙るい弾だんのようなものまで投げつけられ──四し十じ万まグループ所有の別荘地は、酷ひどいパニック状態に陥おちいった。

「くっそ！　おい、チャカ持ってこい！」

　　　　　　　　　　「バカ野や郎ろう！　青あお崎ざきさんに殺されるぞ！」

　　　「このままじゃ埒らちがあかんだろうがぁ！」

　　「泉いずみ井いはどうした！　アイツに得え物もの持もたせてカチ込ませろ！」

　　　　　　　「奴やつは駄だ目めだ！　泉井の野郎、火だけは駄目だからよ！」

　悲鳴と怒ど号ごうが入り交じる中、反はん撃げきとばかりに、車で別べつ荘そうの中に突っ込む者まで現れ、破は壊かい音おんが森の静せい寂じやくを殺し、火か炎えん瓶びんの炎ほのおが催さい涙るい弾だんの煙によって照り返され、夜の闇やみを煌こう々こうと明るく照らしている。




「えらいことになったな」

　ビデオを回している青あお葉ばは、小声でそう呟つぶやいた。

「おい、八や尋ひろってガキはどうしたんだ？」

「首くび無なしライダーと会ってるよ。首無しライダーは、俺おれが顔を出すと嫌いやな顔……っていうか嫌な仕し草ぐさをするからね」

「だからって、放っておくのか？」

「いや、首無しライダーと八尋がどう動くかが楽しみなんだよ。それをビデオに納めるのが目的みたいなもんだからね」

　ニヤニヤと笑いながらビデオカメラを回し続ける青葉。

　そんな彼の期待に応こたえるように──
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　混こん沌とんと破壊が渦うず巻まく別べつ荘そう地ちに、馬の嘶いななきのようなエンジン音が響ひびき渡った。




　その不ぶ気き味みなエンジン音を聞いて、一番激しく反応したのは、別荘の中にいる者達だった。

「この音……間違いないわ……首無しライダー様のバイクよ！」

「本当だ！　どこ……どこにいるの!?」

　ある別荘の二階から火炎瓶を投げていた彩あやと愛あいが、恍こう惚こつとした目から涙を零こぼした。

　窓から身を乗り出し、彩はその音の発はつ生せい源げんを必死に探す。

　すると、炎の明かりと煙に紛まぎれ──隣となりにある別荘の屋や根ねの上に、その姿すがたを発見した。

　彼女達の歪ゆがんだ『信しん仰こう』の源みなもとである存在──首無しライダー、セルティ・ストゥルルソンの姿を。




「あぁ……あぁ……来たわ……ついに来てくださったんだわ！　私達を助けに！」

　涙を流しながら、屋根の上でバイクに跨またがるセルティの姿を仰あおぎ見る彩。

　ところが──

「彩姉ねえちゃん……でも……」

　戸と惑まどいながら、妹の愛が、ゆっくり指を上げる。

「あれは……誰だれ？」

　その指の先は、首くび無なしライダーの後ろにいる漆黒の影を指していた。




　ソレは、黒い闇やみそのものだった。

　首無しライダーが闇の色のライダースーツを纏まとっているのだとすれば、ソレは、ドライアイスの煙のように蠢うごめく影が、そのまま人の形として立ち上がったかのような存在に思える。

　一体あれは誰だれなのか。

　いや、あれはそもそも人なのか。

　そんな事を疑問に思うのは、セルティ達の姿すがたに気付いた極ごく一いち部ぶの者達だけだった。




　しかしながら──次の瞬しゆん間かん、その場所にいた全員が、その『影男』の存在に気付く事となる。




「──────────────────」




　屋や根ねの上で、ソレは雄叫おたけびを上げた。

　夜の闇を劈つんざき、悲鳴を消し去るような叫び声だった。

　殴なぐり合っていた男達や、火に怯おびえて逃げ惑まどっていた者達でさえ、思わず手と足を止めた。

　その雄叫びに、彼らは本能的に感じたのである。
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　迫り来る火や、目の前の喧けん嘩か相手を上回る、圧あつ倒とう的てきな『恐きよう怖ふ』を。

「なん……だ、ありゃ」

　暴ぼう走そう族ぞくの一人がそう呟つぶやくが、答えられる者はいなかった。

　池いけ袋ぶくろにおいて、首くび無なしライダーはもはや知らぬものはいない、既き知ちの怪かい物ぶつである。

　だが、そこに居た化ばけ物ものは、彼らにとってまったく未知の存在だった。




　現場にいた全員に緊きん張ちようが走る。

　炎ほのおが燃える音と、催さい涙るいガスを浴びた者の咳せき込む音だけが響ひびく中、緊張に耐えかねた暴走族の一人が、屋や根ねの上にいる男に鉄パイプを投げつけた。

「なんだぁテメェはぁ！」

　だが、影男は飛ひ来らいした鉄パイプをあっさりと摑つかみ取ると──そのまま、屋根の上から駆かけ下りる。

　そのまま地上まで飛び降りるのかと思いきや、二階のベランダに下り立ち、その中にいた『人ひと攫さらい』達と対たい峙じした。

　その別べつ荘そうの二階にいたのは、体格の良い男達が五人程。火か炎えん瓶びんを破は壊かいしようと手を伸ばす影男を見て、男達は「な、なんだお前！」と叫んで取り押さえようとする。

　しかし、そんな男達があっさりと叩たたき伏せられ、ねじ伏せられていく。

　別荘の敷しき地ちの入口あたりで粟あわ楠くす会かいの人間達と小こ競ぜり合いを起こしていた者達は、二階から聞こえた悲鳴を聞いて、思わず心が怯すくんでしまう。

　ヘブンスレイヴの影えい響きようで感覚が鈍くなっていたとはいえ、あまりにも異い様ような光こう景けいの前に、クスリの効果を超えた恐怖を感じてしまったようだ。

「おい、今だ！　こいつらぶっ殺せ！」

　その隙すきにとばかりに、粟楠会の若わか衆しゆう達たちが人攫い達に躍おどり掛かり、何人かを地面に殴なぐり倒す。

「死ねこらぁ！」

　勢いで歯止めの利かなくなった若衆達は、倒れた者達のアバラや頭に蹴けりを入れ続けた。

　すわ、このままでは確実に人しと死しにが出るという状況の中──二階の窓が派は手でに割れ、そのまま外に『影男』が飛び出して来た。

　影男は異様なスピードで若衆達に近づくと、男達の中心に勢い良く割り込んだ。

「な、なんだ手前てめえ！　どっちの味み方かただっらぁ！」

　突然邪じや魔まをしてきた『影男』に焦あせりつつも、若衆の一人が勢い良く殴り掛かる。

　だが、『影男』はそれを紙かみ一ひと重えで躱かわし、手首を握ってそのまま相手の身体からだを捻ひねり倒す。

「ぐぁっ!?」

「んだっ！　っらぁ！」

　言葉にならない怒ど声せいを上げ、次々と襲おそいかかる粟楠会の若衆達。

　彼はそんな男達を軽くいなしつつ、そのまま混こん沌とんとした別べつ荘そう地ちの中を駆かけ回った。

『邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤン』だろうと『屍龍ドラゴンゾンビ』だろうと、『人ひと攫さらい』だろうと『粟あわ楠くす会かい』だろうと、まったく分け隔へだて無く戦いを挑いどみ続ける。

　もっとも、無差別に喧けん嘩かを売っているわけではなく、近くで最も派は手でに争っている場所に行き、双そう方ほうの敵てき意いを一いつ斉せいに自分に向けるような戦い方だった。

　まるで、自分一人を共通の敵と認にん識しきさせる事で、周囲の争いそのものを和らげるかのように。




　──あれ……もしかして、八や尋ひろか？

　ビデオを回しながら、青あお葉ばは心しん中ちゆうで呟つぶやく。

　大おお勢ぜいを相手に立ち回り、その鋭く無む駄だの無い動きが、平へい和わ島じま静しず雄おと喧嘩していた少年の映えい像ぞうに酷こく似じしている事に気付いたからだ。




「アッハッハ！　さっきの雄叫おたけび、聞いたかぃ？」

　楽しそうに笑いながら、『影男』の正体に気付いたもう一人の男──嬰麗貝エイ・リーペイが、いつの間にか傍そばに居た二人の姉に向かって語りかける。

「なんて楽しそうに叫ぶんだい……八尋君さぁ」







　それから数分後。

　炎ほのおと煙に塗まみれた喧けん噪そうの地を駆け巡った『影男』は、最終的に家の外がい壁へきを身軽に駆け上り、とある別荘の一室に足を踏み入れた。

　そこに居たのは、二人の若い女性。

　辰たつ神がみ姫ひめ香かの姉と妹だった。

「なんなの……貴方あなたは……一体なんなの!?」

　彩あやは目の前に現れたソレに、潜せん在ざい的てきな恐きよう怖ふを感じる。

　これは、首くび無なしライダーではない。

　自分達の知らない、まったく異い質しつな化ばけ物ものだ。

「首無しライダーと……セルティ様とどういう関係なの……？」

　都と市し伝でん説せつの一部になりつつあると錯さつ覚かくしていた彩達にとって、まさに『影男』は、冷や水を浴びせかけるかの如ごとき存在である。

　人間離れした動きと姿すがたで自分達を駆く逐しするその姿は、まるで『お前達のようなただの人間は、首無しライダーには似に合あわない』と言っているかのように感じられた。

「なんなのよぉ！」

　叫びながら、彩は火か炎えん瓶びんを投げつける。

　すると、『影男』は投げつけられた火か炎えん瓶びんを空中で摑つかみ取り──その炎ほのおを黒い手で握り消しながら、淡たん々たんとした声で答えた。




「見ての通り……化ばけ物ものです」
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10分前　地下室




『うああああ、そんな……私が原因だったなんてえええ！』

　文字を乱雑に打ち込みながら床を転げ回るセルティ。

『ええええ。えー？　えええー!?　どういう事!?　私を信しん仰こうするカルト宗しゆう教きようって……なんだそれは!?　聞いてない！　私は何も聞いてない！』

　およそ『伝でん説せつの首くび無なしライダー』からは程遠い醜しゆう態たいを見て、姫ひめ香かや久く音おんは呆ぼう然ぜんとし、セルティという存在の人間らしさを先ほど理解していた八や尋ひろは、『大だい丈じよう夫ぶですか』とセルティの肩をさすっていた。

「やれやれ、この姿すがたを見せれば、全員幻げん滅めつするでしょうけどね」

　四し木きの言葉に、ハッとして立ち上がるセルティ。

『そうですよ！　私がそいつらの前に躍おどり出て、「こんなことはやめろ」って言えば、それで全部解決するんじゃないですか!?』

「どうですかね。ヘブンスレイヴのせいでまともじゃない連れん中ちゆうばかりだとすると、『教きよう義ぎのためなら本ほん尊ぞんだろうと叩たたき壊こわす』って考えになってもおかしくないでしょうね。まあ、普通に『首無しライダー様がこんな事を言う筈はずがない』って言って、偽にせ物もの扱あつかいされて終わりですよ」

『そんな！　じゃあ、どうすれば！』

　焦あせるセルティに、四木が淡たん々たんと告げた。

「後は我々の仕事ですよ。貴女あなたの疑いは晴れました。原因の一いつ端たんが貴女とは言え、粟あわ楠くす会かいとしては貴女に責任を取らせる、という真ま似ねはしませんので御安心を」

　その言葉には暗あんに『貸し一つな』という意味が含まれているのだろうと気付き、セルティの暗あん鬱うつとした気持ちに拍はく車しやが掛かる。

「待って下さい……姉ねえさんは……姉さんと妹はどうなるんですか？」

「……素人しろうとさんを十人以上纏まとめて始し末まつする……というまでの事はしないでしょうが、この後の混乱を考えると、怪け我がをしないとは保ほ証しようできませんね」

「そんな……」

　何とかならないかという目をしている姫香。このまま否定を続ければ、自ら姉妹を助ける為ために走り出してしまいそうな勢いだった。

『私が、揉もめ事が起こる前に無む理り矢や理り全員を縛しばり上げましょうか？　そうすれば、粟あわ楠くす会かいの人達も無理はしないでしょう？』

「……確かに、そうなれば首しゆ謀ぼう者しやの四し十じ万ま以外は警察か病院に引き渡して終わりですかね」

　四し木きはそう答えたが、それに異いを唱となえる者がいた。

「それは、止めた方がいいんじゃないですかね……」

『久く音おん君？　どうしてだ？』

　セルティの問いに、久音は自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑いながら答える。

「その……姫ひめ香かちゃんのお姉ねえさん達がセルティさんを信しん仰こうしてるみたいに……同じように、折おり原はら臨也いざやって奴やつを信仰してた女を一人知ってますけどね……。もしも、折原臨也に要いらない物扱いされたら、その場で自殺しかねないって感じでしたよ」

　──なんでここで臨也の名前が出てくる!?

　驚くセルティに、久音は更さらに語り続けた。

「セルティさんが直接全員を止めたら、一人か二人、下へ手たすりゃもっと多くの人に、とりかえしのつかない心の傷を負わせる事になるんじゃないっすかね？　姫香ちゃんのお姉さんなんか、特にその口でしょ？」

「……否定はしないよ」

　僅わずかに悲しげな感情を混ぜて言う姫香に、セルティはどうしたものかと考え込むが──

　八や尋ひろが、そこで姫香に対してあっさりと言った。

「じゃあ、俺おれがやるよ」

「え？」

「俺が、全員抑え込むよ。その、辰たつ神がみさんのお姉さん達も、場合によっては、その、なんとか会の人達も」

『何を言ってるんだ、八尋君、そんな事は……』

　セルティが止めようとすると、八尋が薄く笑いながら言った。

「さっき、セルティさんが言ってくれたじゃないですか。寧むしろ、化ばけ物ものになれって」

『それとこれとは……』

　止める間もなく、羽は織おっていた上着を脱いで肩を回し始める八尋。

「何を言ってるの……なんで八尋君が、そんな危ない事を……」

「おいおい、マジか？」

　姫香と久音も口々にそう言うが、八尋は少し考えてから、二人に言った。

「俺さ、暴ぼう力りよくしか、取とり柄えがなかったんだ」

「……」

「俺は、久音君や辰神さんみたいに強くない。それこそ、いつも現実から逃げてばかりだった」

　それは、八や尋ひろの本ほん音ねだった。

　姫ひめ香かの過去も久く音おんの過去も知った今、自分では、二人のようにその過去を乗り越えてはこられなかったかもしれないと考える。

　二人は心が強い。しかし、自分は心が弱く、ただ、たまたま暴ぼう力りよくの才能があっただけだ。

「だけど……なんていうのかな、こんな俺おれが世界とまた繫つながれるきっかけがあるとすれば、やっぱり、暴力しかないんだろうなって思ってる」

「……」

「うん、俺はきっとさ、頭がイカレてるんだよ」

　どこか吹っ切れたように笑うその笑顔は、久音と姫香が初めて見る、八尋の最も生き生きとした表情だった。

「だから、せめてさ……後こう悔かいが無いように生きたいんだ」

　そして、上着を丁てい寧ねいに畳たたみ、なんとか顔に巻こうとし始める八尋。

　彼の行動を見て、何がしたいのか気付くセルティ。

『あ、顔は隠かくすのか』

「家族には、心配も迷めい惑わくもかけたくないですし……。顔バレしたら、仕返しが怖こわいですから」

『大だい胆たんな事をしようって割に、変な所で慎しん重ちようだな、君』

　セルティの紡つむいだ文字に、八尋は困ったように笑いながら答える。

「……憶おく病びようなだけですよ」




　セルティは、そんな八尋の微ほほ笑えみを見て、止めても無む駄だだと判はん断だんした。

　過去に何人かこういう少年を見てきているが、人の意見で考えを変える顔ではない。

　彼女は溜ため息いきを吐くような仕し草ぐさで肩を上下させた後──手ての平ひらから、色濃く蠢うごめく『影』の布ぬの地じを生み出した。

『せめて、正体を隠す仮か面めんは貸してやろう』




　影でできたその不ふ思し議ぎな布地を渡そうとした瞬しゆん間かん、背後から大きな溜息が聞こえて来る。

「やれやれ、好き勝かつ手てに話を進めてくれるもんですね」

『あっ……四し木きさん、これは、その……粟あわ楠くす会かいの人達の為ためにもなるっていうか、ほら、素人しろうとさんと殺し合いになったとかだと、色々と不ま味ずいでしょう？』

　焦あせりながら説明するセルティを無視し、四木は八尋の前に立ち、その目を見み据すえて言った。

「おい、坊主ぼうず」

「……はい」

「その『なんとか会』も纏まとめて相手にするって言ったが、その意味、解わかって言ってるのか？」

「……」

　黙だまり込む八や尋ひろに、四し木きが続ける。

「もしも、そいつらが報ほう復ふくとして、お前の家族に手を出したらどうするとか、考えないのか？」

「その時は……」

　八尋は一いつ瞬しゆん躊躇ためらった後、ハッキリと言い返した。

「しょうがないから、最後までヤルしかないかなって……」

　皮ひ肉にくでも冗じよう談だんでもない。

　本当にあっさりと、八尋はその答えを口にした。

　透すき通った目でそんな事を言われた四木は、目を細めながら八尋を睨ねめ付ける。

　そして、セルティに対して苦く笑しよう交まじりに言った。

「なるほど、確かにこいつぁ、化ばけ物ものだ」

『……四木さん？』

「正体不ふ明めいの化け物がやる事じゃ、しょうがねえやなぁ」

　四木は、少年のやる事を黙もく認にんするとも取れる一ひと言ことを口にする。

　しかし──

「ただし、その『なんとか会』に人しと死しにやとりかえしのつかねぇ怪け我が人にんが出た時は……」

　どこまでも冷たく、果てしなく鋭い言葉で四木は断言した。




「その化けの皮……容よう赦しや無なく剝はがさせてもらうぞ、坊主ぼうず」





♂♀






現在　別べつ荘そうの屋や根ね




　八尋の頭の中に、そんな四木の言葉が思い浮かぶ。

　結果として、あの時の四木の鋭い目が、この日八尋が感じた最大の恐きよう怖ふであり──同時に、最後の恐怖でもあった。




　──不ふ思し議ぎだ。

　──この影を纏まとってると……いろんなものが、怖こわくなくなった気がする。

　自分が化け物でも構わないと受け入れ、セルティから渡された『影』を纏った瞬しゆん間かん、八尋の中から『怖おそれ』は綺き麗れいに消え去っていた。

　それは、彼にとっては重要な事である。

　恐怖するからこそ、彼はどのような相手にもやり過ぎてしまう傾向があった。

　しかし、薄らいだ恐怖は心に余よ裕ゆうを生み、自然と力を加か減げんする事ができる。

　セルティの影を纏まとっている影えい響きようなのか、それとも、セルティの言葉が身に染しみついたのか、あるいはその両方か。

　理由は解わからないが、八や尋ひろは完全に化ばけ物ものとして振る舞っているこの瞬しゆん間かん──確かに、恐きよう怖ふから解放されていたのである。

　姫ひめ香かの姉と妹を怪け我がさせないように抑え込み、部屋にあったベッドのシーツで縛しばった後、彼かれは再び屋や根ねへと登った。

　平へい和わ島じま静しず雄おと全力で喧けん嘩かをした時とは、またひと味違う達成感に溢あふれていた。

　こんなものは錯さつ覚かくに過ぎないのだろう。

　誰だれかの為ためだろうとなんだろうと、暴ぼう力りよくは暴力だ。

　自分はただ、姫香を言いい訳わけにして人を殴なぐったに過ぎない。

　それは解わかっていたが──それでも、八尋は嬉うれしかった。

　悪人でも化け物でも、偽ぎ善ぜん者しやでも構わない。

　ただ、自分の意い志しを伴って『化け物』になれたことで、今まで閉じ込められていた世界から一歩外に出られたような気がする。

　初めて己おのれの人生を肯こう定ていできたような気がして──

　八尋は再び、空に響ひびく雄叫おたけびを上げた。







「わお。凄すごいねぇ！　凄い凄い、凄いなぁ！　まさか、こんな所でヒーロー様が見られるとは思わなかった！」

　突とつ如じよ現れた怪かい物ぶつに圧あつ倒とうされ、戦せん意いを喪そう失しつしている暴ぼう走そう族ぞく達の中、嬰麗貝エイ・リーペイが一人ではしゃぎ続ける。

「それとも、怪かい人じんの方かなぁ？　ま、どっちでもいいさ。格好かつこいいからねぇ」

　柳りゆう葉よう刀とうを背にしまい、子供のように手を叩たたき続ける麗貝。

「ますますうちのチームに入れたくなったよ。三み頭ず池ち八尋君」

　そう言ってから、ふと真ま顔がおになって呟つぶやいた。

「いや……今は、名無しの化け物と呼ぶべきかな。存在しない筈はずのものか……」

　麗貝は横にいる二人の姉に、良い事を思いついたとばかりに問い掛けた。

「ねえ、あの怪物の名前……『蛇手スネイクハンズ』……ってのはどうかな？」







「さて、面白くなるぞ……」

　ビデオのスイッチを切り、青あお葉ばは心の底から楽しそうに口元を歪ゆがませる。

「あの怪物……まあ、八尋君なんだけどさ……。街の全てのチームを敵に回したとも言えるし、全てのチームを味み方かたにしたと言えるかもね」

「どういう事だよ」

「ダラーズに代わる、新しい祭の始まりって事さ。前は集団が街を動かした。今度はその逆さ」

　黒くろ沼ぬま青あお葉ばは、その童どう顔がんに似付かわしくない邪じや悪あくな笑えみを顔面に貼はり付け、屋や根ねの上の怪かい物ぶつを見ながら、独ひとり言ごとを呟つぶやいた。

「さて……君は君の力で、どうやって池いけ袋ぶくろの街を変えていくんだろうね……？」







　こうして、この夜──

　新しい『化ばけ物もの』が、派は手でな産うぶ声ごえを東とう京きようの街に響ひびかせたのである。




　その産声は、青葉の撮さつ影えいした動どう画がを元にしてネットを駆かけ巡り──

　僅わずか一日足らずで、一つの『都と市し伝でん説せつ』として語られる結果となった。




　まるで街そのものが、その怪物の存在を喧けん伝でんしているかのように。
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エピローグＡ　創業者







池いけ袋ぶくろ情報サイト『いけニュ～！　バージョンＩ.ＫＥＢＵ.ＫＵＲ.Ｏ』




新しん着ちやく記事『【都と市し伝でん説せつ誕たん生じよう】首くび無なしライダーに恋人現る!?』




【首無しライダーが連れてきた、新たなる都市伝説】──（東とう京きようウォリアー電でん子し版ばんより転てん載さい）

　かの有名な都市伝説【首無しライダー】が、池袋の街に戻ってきたという目もく撃げき情報が寄せられたのが４月の半なかばだ。

　それと同時に、新しい都市伝説が話題となっているのを御ご存ぞん知じだろうか。

　動どう画が投とう稿こうサイトに上げられた、暴ぼう走そう族同士ぞくの深夜の抗こう争そうと思おぼしき映えい像ぞう。

　その中に首無しライダーが突然参さん入にゆうした事で、騒さわぎは収しゆう束そくに向かったのだが──問題は、実際に武力を行使して抗争を無む理り矢や理り止めたのが、首無しライダー本人ではなかったという事だ。

　首無し馬に変身するエンジン音の無いバイク。そして、それに跨またがり漆しつ黒こくの鎌かまを振るう無む頭とうの乗り手。彼、あるいは彼女が連れて来たのは──もう一人の異い形ぎようだった。

　全身に揺らめく黒い影を纏まとい、顔面すら隠かくしている。

　そして、驚くべき体たい術じゆつで、襲おそい来る暴ぼう漢かん達たちを次々と撃うち倒していく。

　たった一人で、数十人を相手に、圧あつ倒とう的てきな強さを見せた異形の存在。

　果たして、この新たなる『都と市し伝でん説せつ』の正体は何者なのか。

　池いけ袋ぶくろを中心として活動するライター、九つ十く九も屋や真しん一いち氏しは、この件に関してブログに『伝説を生むのに疲れた首くび無なしライダーは、後こう継けい者しやを連れて来た。もしかしたらこの半年の失しつ踪そうは、都市伝説後継者を探す為ための旅だったのかもしれない』とコメントしている。





──（記事の続きは元記事へＧＯ）　












『いけニュ～！』管理人コメント




「首無しライダーに恋人登場なりよ。




　首無しライダーが女だっていうのは私もちょくちょく主張してきたなりが、まさかのリア充じゆうだったなりね。

　黒いライダーと黒いウォリアー。いい組み合わせなり。どこに行くのも一いつ緒しよって感じで熱々のほやほやなりよ。

　なんか、『屍龍ドラゴンゾンビ』の面子メンツを中心に、その怪かい物ぶつを『蛇手』……SnakeHandsって呼んでるのが流は行やってるみたいなりね。

　だから、このサイトでは便べん宜ぎ上じようこの怪物を『ＳＨ』か『スネイクハンズ』という仮名で紹しよう介かいしていくなりよ。

　世の中に広まりまくって、辞じ書しよに登とう録ろくされる日が楽しみなりね。




　それと、失踪してた緑りよく頭とうの少年、この二人に助けられて無ぶ事じに助かったらしいなり。

　首無しライダーにも恋人ができたし、世は全て事も成しのハッピーエンドなりな。

　めでたしめでたし。なりよ？」





管理人『リラ・テイルトゥース・在ざい野や』　　　　
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新しん羅らのマンション




「めでたくなーい！」

　ニュースサイトを見て居た新羅が、突然声を上げてソファーの上を転がり始める。

「めでたくない、ちっともめでたくないよセルティー。セールティーーー」

『何がどうした。脳のう味み噌そに蛆うじ虫むしでも湧わいたか』

「見てよ、その記事！　僕を差し置いて、セルティに恋人がいるとか酷ひどいデマを垂たれ流してるよー！」

『デマじゃなかったどうする？』

　意い地じの悪い事を言うセルティに、新羅は顔を青ざめさせながら叫んだ。

「そんな……そんな事になったら、セルティは渡さないよ！　その八や尋ひろって子と決けつ闘とうだ！」

　セルティから事情を聞いていた新羅は、怪かい物ぶつの本ほん名みようを口にして高々と拳こぶしを振り上げる。

『そいつ、静しず雄おと普通に殴なぐり合えるぐらい強いんだぞ』

「……医い療りよう用語の古こ今こん東とう西ざいで勝負だ！」

『子供か！』

　セルティが叱しかり付けるが、新羅は尚なおも転がり続ける。

「うわああ、大体、今回の事件は僕は全般的に腹立たしいよ！　セルティを崇あがめると言いながら、セルティの銅どう像ぞう一つ作らないだなんて！　俺おれなんかとっくに寝てるセルティを３Ｄスキャンして、等とう身しん大だいのセルティを量産してるっていうのにさ！」

『ちょっと待て、今聞き捨てならない事を言わなかったか!?』




　その後、なんとか新羅を落ち着かせた後に、セルティはしみじみと八尋について考えた。

『それにしても、池いけ袋ぶくろには化ばけ物ものがいるってあの子に教えたのは誰だれだろう』

「ん？」

　新羅が首を傾かしげたので、セルティは少年の過去についての補ほ足そくを付け加える。

『いや、八尋君が東とう京きように来た理由がさ、地元で喧けん嘩かしてた時に、旅行客に「池袋にはもっと凄すごい怪物がいるぞ」って事を言われたらしいんだ』

「……んん？」

　新羅は少し考えた後、セルティに言った。

「その八尋君って子、どこから来たって？」

『秋あき田たと言っていたが』

　すると新しん羅らは、ポンと手を叩たたき、あっさりと答える。




「ああ、それ僕だよ」




『……は？』

「ほら、大おお曲まがりの花はな火び大会の次の日、波は布ぶ良ら木ぎ村むらの温おん泉せんに寄ったじゃない」

『ああ……あの秘ひ湯とうな』

「あそこで散歩してたらさ、たまたま血みどろになって喧けん嘩かしてる男の子を見つけて、そんな世せ間けん話ばなしをした記き憶おくがあるよ？」

　なんだ、そうだったのか……と二人で談だん笑しようした後、セルティは大文字のフォントを新羅に突きつけた。

『おっ……お前が引き込んだんじゃないか！』

「そ、そういう事になるのかな？」

『なんてこった……さっきの記事に書いてある、「首くび無なしライダーが全国行あん脚ぎやして後こう継けい者しやをスカウトしてきた」って、殆ほとんどその通りだったじゃないか！』

「……ああああああ！　しまったぁー！」

　新羅は無む念ねん極きわまりないと言った顔で、セルティに叫ぶ。

「どうしよう、僕は自分で自分の恋こい敵がたきを池いけ袋ぶくろに呼んじゃったのかい!?　艱かん難なん辛しん苦くを俺おれから俺にプレゼントしたの!?　敵に塩を送るとはよく言うけれど、他人に塩を送って恋敵にクラスチェンジさせるなんて、僕はもうダメだ……僕も怪かい物ぶつになるよセルティ！　だから今着てるその影を僕にダイレクトに分けてというか一いつ緒しよの影にくるまろぶぎゅるぷ」

『どさくさに紛まぎれて抱きつくなバカ！』

　セルティは新羅を押しのけつつ、やっといつもの日常が戻って来た事を実感していた。

　失しつ踪そう者しやが戻って来た事で人ひと攫さらいの噂うわさも消えつつあり、セルティを人攫いと罵ののしる人間もだいぶ減ったように感じられる。

　同じく日常のありがたみを感じつつ、新羅がふと疑問を口にした。

「そういえば……その、辰たつ神がみさんの家族はどうなったんだい？」

『ああ……入院してるよ。四し十じ万まっていう奴やつに無む理り矢や理りクスリをやらされたらしいし、四し木きさんや久く音おんは被ひ害がい届とどけを出してないから、罪つみになるのかどうかも良く解わからない』




『まあ、後は家族同士の問題だろうな』





♂♀






来良らいら総合病院　個室




　クスリの影えい響きようはまだ身体からだを蝕むしばんでいるものの──セルティの『狂きよう信しん者しや』達が正しよう気きを取り戻したのは、事件が終わってから５日目の事だった。




「愛あいも、もうすぐ退院できるって」

　妹の事を伝えると、姉はベッドに横たわったまま、姫ひめ香かの方を向いて静かに呟つぶやいた。

「……結局、正しいのは姫香だけだったね」

「そんな事ないよ。姉ねえさんはただ、やり方を間違えただけ。みんなの幸せを考えてくれてた事は、本当に嬉うれしいと思ってる」

　淡たん々たんと言う姫香に、彩あやは寂しげに笑いながら言葉を返す。

「……貴女あなたは、本当に強いのね」

「買い被かぶりだよ」

「だから、首くび無なしライダーは姫香を選んだんだよね……」

「関係ないよ。なんだったら、今度紹しよう介かいするから」

　あっさりと『首無しライダーを紹介する』という妹に、彩は苦く笑しようしながら言った。

「合わせる顔なんか無いわ。それこそ、殺されてもおかしくない事をしたんだもの」

「もう……そんな人じゃないよ」

　溜ため息いきをつく姫香に、彩は、ふと気になった事を尋たずねてみる。

「ねえ……首無しライダーさんは……どうして、半年も姿すがたを消してたの？」

　自分達に絶望を与えた事に対し、彩は、逆さか恨うらみと解わかってはいつつもどうしても気になってしまっていた。

　姫香は少し考えた後、包み隠かくさず、聞いたままの事実を口にする。

「温おん泉せん旅行だって」

「……」

「……」

　二人の間の時間が止まった。

　暫しばしの沈ちん黙もくが続いた後、彩が震える声で言った。

「温泉……旅行……？」

「うん……秋あき田たとか九きゆう州しゆうとか……色々巡ってたって……」

　コクリと頷うなずく姫香に、彩は暫し呆ぼう然ぜんとしていたが──

　やがて、堰せきを切ったように笑い出す。

「あは……アハハ……何ソレ、温おん泉せん旅行って……」

　一分ほど笑い続けた後、その笑顔に、涙が混じり始めた。

「半年も温泉旅行に行くなんて……そんな奔ほん放ぽうな人に……私は人生を捧ささげようとしてたの？」

　滑こつ稽けいな自分を散々笑いながら泣く姉を、姫ひめ香かはずっと見守っていた。

「あなたの言う通りだったね、姫香。世の中って……本当に、こんなものなのかもね」

　悲しげに「ごめんね」と謝った姉に対し、姫香は無表情のまま首を振った。

「私も、こんな世界に納なつ得とくなんかしてない」

「え……？」

「でも、私はそんな生活が嫌きらいにはなれない。父とうさんも母かあさんも、姉ねえさんも愛あいも……大だい事じな家族がいるから。だから……逃げるんじゃなくて、私はみんなが笑えるようにしたいだけ」

　姉の手を取りながら、姫香は、昔言えなかった言葉を口にする。

「世界は理り不ふ尽じんかもしれないけど、変えられないとは思ってないよ」

「私の事を、まだ家族だって思ってくれるの……？」

　不安げに言う姉に、姫香は「何な故ぜそんな当たり前の事を聞くの？」と首を傾かしげた。

　そんな妹の言葉を聞き、彩あやは、窓の方に目を向けながら呟つぶやく。

　先ほどとは、違う意味の涙を流しながら。

「やっぱり貴女あなたは強い子よ、姫香」







　姫香が病院の外に出ると、そこでは八や尋ひろが待っていた。

「どうだった？」

「うん、だいぶ元気になったみたい」

　姫香の言葉に、八尋は自分の家族の事のように安あん堵どする。

「良かった、また、家族で元通りに暮らせるんだね」

「……うん、本当の意味では、元通りになるか解わからないけど……」

「どういう意味？」

　何の躊躇ためらいもなく尋ねる八尋に、姫香は特に気にした様よう子すもなく、己おのれの家庭の事情を話した。

　母親の話を黙だまって聞いていた八尋だが、ふと、思いついたように言葉を紡つむぐ。

「君のお母さんはきっと、その壁の影の向こう側に置いてきたんじゃないかな」

「え？」

「嫌いやな自分を……姫香ちゃん達に辛つらく当たるかもしれない、弱い自分をさ」

　八尋は言葉を選びながら、姫香の母親の行動について語る。

「童どう話わの床とこ屋やが王様の耳はロバの耳って木の洞ほらに叫んだみたいに、隠かくしておきたい本ほん音ねを、いつかそうなるかもしれない自分を、ずっと壁の影に閉じ込めてたんじゃないかな」

「どうして、そう思うの？」

　気休めを言っているのかもしれないと思いつつ、姫ひめ香かは敢あえて八や尋ひろに根こん拠きよを尋たずねた。

　すると、八尋の口から予想外の答えが吐き出される。

「俺おれも、そうだったから」

「……八尋君も？」

「俺は憶おく病びようだったからさ、俺を傷つけようとしてくる人達が怖こわくて仕方なかった。本当は心の中でこう思ってたんだ。殺される前に、殺すのが一番早いって。そうすれば、もう安心だって」

「……」

「だから俺はずっと、心の中では相手を動かなくなるまで殴なぐり続けてた。毎晩、毎晩、そんな妄もう想そうの世界に逃げてたんだ。その分だけ、現実で自分を抑え込めるように」

「でも、それって、逆効果だったりしないの？」

　素すの疑問を口にする姫香に、八尋は肩を竦すくめながら答えた。

「そうかもしれない。でも、実際、本当に殺した事まではないから……いや、でもやり過ぎた事は何度もあるから、やっぱり意味は無いのかな……」

　考えても答えが出ないと判はん断だんした八尋は、溜ため息いきをついた後、苦く笑しようしながら姫香に言う。

「俺は、何が正しいのか解わからない。これから少しずつ覚えていくよ」

　そして、傷だらけの自分の手を強く握りしめ、姫香に断言した。

「だから、俺はみんなの代わりの手になるよ。辰たつ神がみさんや久く音おん達が困ってたら、それを守る為ために俺は拳こぶしを振るう事にする」

「……よく、照れもせずにそういう事言えるね」

「そうかな？　やっぱり俺、変かな？」

「うん、変だよ」

　ハッキリと言った後、姫香は感情のままに、自分の表情を作り変えた。

　それは、悲しみや怒りのように、押し止める必要も我が慢まんする必要も無い感情だった。

「でも、私は素す敵てきだと思う」




　柔らかい微ほほ笑えみを浮かべる姫香を見て、八尋は少し照れくさそうに笑い返した。
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　そんな二人を遠とお目めに見送りながら、琴こと南なみ久音は、携けい帯たい電話に向かって声を出す。

「あーあー、姉ねえちゃんがお喋しやべりなせいで、俺の猫ねこ被かぶり計画が台だい無なしだよ」

『そもそも、その髪かみ型がたと顔で猫を被るのが無む茶ちやなんだって』

　望美のぞみは携けい帯たい電話の向こうでカラコロと笑い、八や尋ひろについて語り始めた。

『でも、あの八尋君って子、やっぱり面白いお人ひと好よしだよ。久く音おんの本性を知っても、ずっとあんたの心配してたし』

「姉ねえちゃん、それ聞いてなんて答えたんだよ」

　ムスリとしながら言う久音に、望美は明るい調子で答える。

『八尋君が気負う事はないよ。あの子は君の事も利用する手て駒ごまとしか思ってないから……って言ってあげたよ』

「また余よ計けいな事を」

『そしたら彼、なんて言ったと思う？』

「？」

　正解が予想できず、言こと葉ば澱よどむ久音。

　そんな彼に、望美が言った。

『関係ない、だってさ』

「関係……ない？」

『どんな理由があっても、自分と普通に話してくれる子供達は初めてだって。喧けん嘩かしてるのを見た後でも、自分を怖こわがらずに普通に話しかけてくれる人がいた事が嬉うれしかったって。そう言ってたよ』

「……」

『だから、自分にとっては、辰たつ神がみさんも久音君も、命がけで守る価か値ちがあるんだって。信じられる？　たったそれだけの事でだよ？』

　久音は暫しばし考え込んだ後、訝いぶかしげに尋たずねる。

「ほんとに、そんな事言ってたのか？」

『さあねぇ？　信じるか信じないかは久音次第だよー？　私の売りは、インチキやガセネタだって解わかってるでしょ？』

　──あ、これは、マジで言ってんだな。

　直感でそう思った久音は、長い長い溜ため息いきを吐いた後、冷たい声で囁ささやいた。

「あいつがどう勘かん違ちがいしようと、俺はただ、あいつを利用してるだけだよ」

『あらら、八尋君、可哀相かわいそうに』

「あんだけ凄すごい力を持ってるのに、単純な奴やつだよ、まったく」

　肩を竦すくめながら、久音は携帯電話越しに悪あく態たいをつく。




「だから俺は、人間が嫌きらいなんだよ」





♂♀






琴こと南なみ家け




　携けい帯たい電話が切られたのを確かく認にんした後、望美のぞみは意い地じ悪わるく笑いながら呟つぶやいた。

「あんたじゃ、臨也いざやさんにはなりきれないよ」

　嬉うれしそうに、楽しそうに、その真しん意いを微ほほ笑えみの奥に隠かくしながら。




「臨也さんと比べて……あんたは少し、優しすぎるからね！」
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新しん羅らのマンション




『まあでも、実際面白い奴やつだよ、八や尋ひろ君は』

「僕だって面白いよ!?　待ってて、いま何か……何か面白いことを言うから……！」

『無む理りするな』

　顔を赤くする新羅を諫いさめながら、セルティは八尋の事を思い出す。

　結局、影でできたマスクと、身体からだに巻く影の布ぬの地じ一式は少年に渡すことにした。

　せっかく生み出したものだし、すぐに消してしまうよりは、彼が持っていた方が良いと判はん断だんしたのである。

　──『何日持つかは私も実験した事がないから解わからないが、まあ、霧む散さんしたりしたら連れん絡らくをくれ。前にヘルメットとか作って被かぶって貰もらった時にはなんともなかったから、肌はだや髪かみには優しい……と思う』

　すると、八尋は真ま面じ目めな顔をして重要な事を問いかけた。

　──「これ、洗せん濯たくとかして大だい丈じよう夫ぶなんですかね？」

　クツクツと心しん中ちゆうで笑うセルティを見て、新羅が気付く。

「ああっ！　さてはセルティ、その八尋君って子の事を思い出して笑ってる……!?」

『妙みような所で鋭いなお前』

「待って……面白い事……面白い事……ら、落らく語ごでもいいかいセルティ！」

　泣きそうになる新羅を見て、セルティは呆あきれながら文字を綴つづった。

『必死過ぎだろ。……まあ、まだ暫しばらく休みだからな。新羅の落語に付き合うのも悪くない』

「本当かい!?　……っていうか、まだ暫く運び屋は休むんだ？」

『四し木きさんが、暫しばらくは大人おとなしくしててくれってさ。なんだかんだで、まだ私の事を疑ってる連れん中ちゆうもいるらしい。ただ、まあ、何か別のバイトを探すから安心してくれ』

「大だい丈じよう夫ぶだよ、セルティは僕が一生食べさせてあげるから！　ついでに専せん業ぎよう主しゆ夫ふにもなるから、セルティは毎日僕の前でぐうたらしててくれればいいんだよ！」

　目を輝かせながら言う新しん羅らに、セルティは呆あきれながらスマートフォンを付きつける。

『そんな張り合いの無い人生、こっちから願い下げだ』




　彼らは気付いてなかった。

　先せん刻こくの『いけニュ～！』のサイトの片かた隅すみ、通常の広告に混ざって、奇き妙みようなバナーが一つあるという事に。

　画面を一番下までスクロールした後に出てくる、『ＳＨ』とだけ書かれた小さなバナー。

　めざとく気付いた者がクリックすると、次のようなサイトに転送される。




『池いけ袋ぶくろの揉もめ事、解決します。


人ひと捜さがしからイジメの復ふく讐しゆう、用よう心じん棒ぼうまでなんでもござれ！




池袋互ご助じよ会かい　スネイクハンズ』　






　その奇妙な広告が原因となり、セルティは今後暫く、様さま々ざまな形で『張り合いのある生活』に巻き込まれていく事となるのだが──

　今の彼女には、知る由よしも無い事だった。













エピローグＢ　あるいはネクストプロローグ　　復讐者







「四し十じ万まの足は摑つかめたか？」

　事件から５日が過ぎた頃ころ、四し木きが改めて部ぶ下かに問いただす。

　だが、答えは数日前と変わらずに芳かんばしくないものだった。

「いえ、どこにも……」

　四十万が例の『首くび無なしライダー教きよう団だん』を立ち上げたのは確かである。

　それは、入院した後に正しよう気きに戻った『狂きよう信しん者しや』達の証しよう言げんも取れていた。

「俺おれ達たちの接近を察して逃げた……ってわけでもなさそうだな」

　あの別べつ荘そう地ちにいたのは、全員が現実逃とう避ひをした首無しライダー信しん者じやというわけではなかった。

　万まんが一いちの時のボディーガードとして、金とクスリで雇やとわれた、四十万の昔むかし馴な染じみなども含まれていたのである。実際、四木が殴なぐり飛ばした見張りの男は、その類たぐいの人間だった。

　しかし、その誰だれもが、四十万の行方ゆくえについては解わからないと言う。

　四十万が立ち上げたのは確かだが、後は、狂信者達が勝かつ手てに話を大きくし続けた形となっていたようだ。彼は途と中ちゆうからは直接関わる事もなく、資金と『ヘブンスレイヴ』を提てい供きようしていたに過ぎないらしい。

　四し十じ万まグループの総そう帥すいである祖そ父ふや幹かん部ぶである父親にも脅おどしをかけてみたが、息子むすこはもう一年以上行方ゆくえ不ふ明めいのままという話だった。

　ただの小物にまで落ちた筈はずの男が、一体何を企たくらんでいるのだろうか、

　少しばかり不ぶ気き味みなものを感じつつ、四し木きは事務所の窓から外を見て呟つぶやいた。

「やれやれ……あの情じよう報ほう屋やが消えて、少しは気が楽になったと思ったんだがな」




「結局、問題が一つ消えれば一つ生まれるのが、この商売の因いん果がな所か……」
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都と内ない某ぼう所しよ　貸事務所内




　とあるビルの中にある、小さな貸事務所。

　上の階ではオレオレ詐さ欺ぎのグループが間ま借がりしているらしく、様さま々ざまな会話が天てん井じようから響ひびいてくるフロア。

　何もない空間に一つだけ置かれた椅い子すに、一人の男が座っている。

　男は顔の上半分に包ほう帯たいを巻いており、その隙すき間まから覗のぞいた目が何もない空間を凝ぎよう視ししていた。

　すると、そんな男の首に、たおやかな女の手が絡みつく。

　よく見ると無数の傷がついているその指で、男の首を艶なまめかしくなでながら女が言った。

「折おり原はら臨也いざやは……今回の件に絡んでこなかったね」

「そうだな」

「どうなのかな？　本当に、死んだんだと思う？」

「どっちでもいいさ。俺は、自分の復ふく讐しゆうさえできればそれでいい。折原臨也は二の次だ」

　すると、女は意い外がいそうに首を傾かしげる。

「へえ……四十万君、折原臨也に復讐するつもりだと思ってたけど、違うんだ」

「お前はどうなんだ、ミミズ」

　冷めた口く調ちようで問う男──四十万に、ミミズと呼ばれた女は、んー、と軽く悩んだ後に答えた。

「わかんない。嫌いやな奴やつだったから、殺せるなら殺せればラッキーかな、って思うけど」

　クスクスと嗤わらいながら紡つむがれたその言葉は、どこまでが冗じよう談だんでどこからが本ほん気きなのか解わかりづらいものだった。

　そんな彼女は、四十万の頭に自分の頰ほおを乗せながら、楽しそうに問い続ける。

「折原臨也がどうでもいいなら、誰だれに復讐するの？　首くび無なしライダー？　平へい和わ島じま静しず雄お？　粟あわ楠くす会かいの赤あか林ばやし？」

　ミミズの問いに、四し十じ万まは抑よく揚ようの無い声で言った。

「街だよ」

　その目には静かな狂きよう気きが宿っており、昔の彼を知る者は揃そろって言う事だろう。

　この男は、本当に四十万なのかと。

　変わり果てた男は、静かに虚こ空くうに視線を向けたまま──その奥に見える景色けしきを思い浮かべつつ、ただ、粛しゆく々しゆくと言葉を紡つむぎ出した。

「俺おれは、池いけ袋ぶくろの街に復ふく讐しゆうする事にした」

「大きく出たねぇ。一体、何をする気なの？」

「別に何も？」

　四十万は無表情のまま、艶なまめかしいミミズの身体からだには目もくれずに言葉だけを吐き続ける。

「街にはいくらでも、惨さん事じの種たねは転がってるさ。ただ、殆ほとんどが芽めが出ずに終わる」




「俺はただ、そこにほんの少しの水と……肥ひ料りようをくれてやるだけさ」







　彼の言葉通り、『ダラーズ』や『折おり原はら臨也いざや』という大きな波が消えた今でも、その波によって運ばれてきた『種』はいくつも街に残されていた。

　その『種』が吉きちと出るか、凶きようと出るか。

　答えはまだ、誰だれにも解わからない。




　理り不ふ尽じんな復讐者の狂気をも内ない包ほうし──

　街は、新しい物語を紡つむぎ始める。

　そこに、人々が存在する限り。
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ここ数ヶ月で色々仕事が増えたので、〆切を細かく記入する為に巨大なホワイトボードを購入しました。が、結局三日坊主で終わり、最終的に落書き帳のような使い方をしていてこれは社会人として本格的に駄目なんじゃないかと思う34歳の今日この頃です。
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イラスト／ヤスダスズヒト

チャイナ服とつり目とワンピースに偏った情熱を燃やす関西ノリぶっちゃけ系イラストレーター。ＴＶアニメ『夜桜四重奏－ハナノウタ－』ＢＤ＆ＤＶＤ特典でコラボコミックも展開中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「成田良悟先生」係

「ヤスダスズヒト先生」係











初出




本書は書き下ろしです。
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